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プロローグ







「あの勇者を逮たい捕ほする」

　鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中。

　仙せん波ばハルキは、十メートルほど先にいる少年勇者とその仲間を尾び行こうしながら言った。

　ハルキが着ているのは異界管理局の制服だった。

　隣となりにいる相棒のルチアは、指先に灯ともした炎ほのおで飛んでくる虫を追おい払はらっている。

「え。もう捕つかまえるの？」

　先を行く勇者たちは、襲おそってくる魔ま物ものを次々に倒たおし奥おくへと進んでいく。

　勇者の一いち撃げきは絶大な威い力りよくを発揮し、襲しゆう撃げき者しやを次々に薙なぎ払っていった。

　その後ろに控ひかえる仲間も時には勇者の少年を助けている。

　魔法使い、戦士、弓使い――いずれも少女だった。

　勇者たちの戦い方を見たハルキは、興味深そうに目をすがめた。

　少年勇者が振ふるう剣けんは何もかもを両断していっている。

【アリス】らしい強力な力だ。

　複数の敵との戦せん闘とうになると、一人突とつ出しゆつし、ある一定の時間戦い後退していく。

「ん。そういうことか。……行くぞ。奴やつらが『ラスボス』に辿たどりついてしまう」

　足を速めるハルキの腰こしにあるのは、色いろ褪あせた黒くろ鞘さやの太た刀ちだった。

　もう何色かわからないくすんだ柄つか。傷だらけの鍔つば。歳さい月げつを重ねただろうことを思わせる古ぼけた太刀ではあるが、それは長く使われ続けた証あかし。

　紛まぎれもなく名刀の類たぐいだ。

　太陽のように眩まぶしく長い金きん髪ぱつを風になびかせ、ルチアがハルキに追いついた。

「だいたい、あいつで合ってるの？　【アリス】」

　異世界人は、ある理由で膨ぼう大だいな力を得てしまい、そこで様々な弊へい害がいを起こしてしまう。

　そんな異世界人を、ハルキの組織では【アリス】という隠いん語ごで呼こ称しようしていた。

「間ま違ちがいない」

　勇者一行はすでに森を抜ぬけている。

　地鳴りにも似た咆ほう哮こうが聞こえハルキはひとつ舌打ちした。

　あの鳴き声は、この先にいるだろう火ひ竜りゆうが威い嚇かくする際に発するものだ。

「顔に似合わず、勇者様は手が早いらしい」

「もう戦ってる？」

「気配はない。寸前だろう。……あの手の早さなら、従えている三人も御お手てつきだろうな」

　皮肉交じりに口元を歪ゆがめると、ルチアが眉まゆをひそめた。

「サイテーのジョークね」

　小さく首をすくめ、ハルキたちは森を出る。

　地図では平原のはずのそこは一面火の海だった。

　大木は炭となり、凄すさまじい炎が地から噴ふき出している。

　その中心にいるのは、炎をまとう巨きよ大だいな火竜だった。

「暑っ……」

　ルチアはにじんだ汗あせをぬぐうが、対照的にハルキは涼すずしい顔のままだった。

　勇者たちは武器を構えて臨戦態勢に入っている。

「このドラゴンを倒せば世界に平和が訪おとずれるんだ！」片手剣を引き抜く少年勇者。

「これが最後の戦いですね！」杖つえを握にぎりしめる少女。

「鱗うろこを採取してもっと良い防具を作るわよ」大おお槍やりを構える少女。

「どうでもいいけど、暑いのはキライだ」面めん倒どうくさそうに矢をつがえる少女。

　おそらく今彼かれらは、これまでの旅路や苦難を回想しているのだろう。

「一番平和を乱していたのは、誰だれだろうな」

　ぽつりとつぶやき、颯さつ爽そうと歩くハルキは勇者と火竜の間に割って入った。

　ルチア以外の全員が「は？」と目を点にした。

「き、君、ここで何をしているんだ！　危ないから早く逃にげるんだ、ドラゴンに消し炭にされるぞ！」

　慌あわてて少年勇者が声をあげた。

「何をしているかと問われれば、任務だと答えよう」

　律りち儀ぎに応じたハルキは懐ふところに手をやり、特とく殊しゆな人間のみ持つことを許された黒くろ塗ぬりの手帳を取り出す。

「異界管理局の捜そう査さ官かん、仙波ハルキという。クリスこと本名クリスティアン・ハバス――貴様を異界管理法大原則に抵てい触しよくしたものとして、逮捕、連行する」

　異界管理法大原則・『如い何かなる存在も世界間の往来を禁止する』

　通つう称しよう・往禁則。別べつ称しよう――




【主人公アリス】禁止法。




「異世界人だろう、おまえ。異界管理局では、違ちがう世界にやってきてしまった存在を保護し、元の世界へ連つれ戻もどすことをしている。大人しく従え」

「――ぼくは勇者クリスなんだ！　このラスボスのドラゴンを倒して世界を平和にする使命がある」

「怯おびえる爬は虫ちゆう類るいを倒す？　ずいぶんと素す敵てきな使命だな」

「何が言いたい」

　ハルキは後ろの火竜を振りかえる。

　見る者が見れば、確かに凶きよう悪あくな怪かい物ぶつに見えるのだろう。

「正式名称『フランマオオトカゲ』。火口付近に巣を作り、そこで生活する竜の一種だ。性格は臆おく病びようで、人語を理解できるほど賢かしこい。巣とその付近で一生を終える珍めずらしい火竜だ」

「だ、だから何が言いたいんだよ！　世界に災さい厄やくをもたらすドラゴンなんだろ!?　こいつのせいで、川は汚お染せんされ死病が流行はやり、大地が腐くさりはじめた！　こいつを倒せば――!!」

　ハルキに構わず勇者が火竜へ迫せまると火竜も攻こう撃げき態勢に入った。

　巨大な口を広げると青白い魔ま法ほう陣じんが浮うかび炎を吐はき出した。

　瞬しゆん間かん、ハルキは太刀を抜き放つ。

　刃やいばは赤しやつ光こうを照り返し流星のごとく煌きらめく。

　ハルキは火竜が放った火か炎えんを両断する。

　翔とぶ刃風は嵐あらしとなり、大地の炎も消し飛ばした。

　出来あがったのは、斬ざん撃げきの通り道。

　それらが圧あつ倒とう的てきなハルキの剣速と剣圧を物語った。

「……ド、ドラゴンの火炎を、き、斬きった……!?」

　その光景を見ていた勇者が我に返った。

「ほ、ほら、見ただろ!?　こいつは炎を吐いて、自然溢あふれる平原を焼野原にしてるんだ」

「人の話は最後まで聞くものだとママに教わらなかったか？　おまえが、下手に攻撃しようとするからだ。火竜は、その殺気に怯えて反撃したまでだ。証しよう拠こに、俺おれがしゃべっている最中は良い子にしていただろう？」

「うるさいな、何なんだよおまえは！」

「さっき自己紹しよう介かいした。……そもそも、あんな殺気では子供の喧けん嘩かと変わらない。……いいか、殺気というのはこう使うものだ」

　ハルキは燃えるような真っ赤な双そう眸ぼうを見み据すえた。

「――巣へ帰れ」

　洗練されたプロの殺気に、ピィンと音が聞こえそうなほど空気が張はり詰つめる。

　方々で燃える炎ですら火勢を弱め、風もハルキの付近は遠えん慮りよするように、静かに通り過ぎた。

　呼吸する許可を求めたくなるほどの重圧。

　空が一段低くなったような圧力が付近一帯に広がった。

　後ろ足を一歩引き、ゆっくり火竜は後ずさる。

　決してハルキから目はそらさない。

　それは、本能が理解しているからだ。

　視界に捉とらえていなければ、我わが身みに何が起きるかわからない、と。

　十分距きよ離りを取ると、翼つばさを二度三度はためかせ飛び去った。

　本物の殺気に勇者は腰を抜かし、仲間の少女たちはお互たがいを抱だきすくめた。

　ぶるっと震ふるえたルチアが、彼方かなたに飛んでいく火竜を見てぽつりとこぼす。

「す、すご……追い払っちゃった……。あの竜って世界を滅ほろぼすって言われてるんじゃなかったっけ……？」

「結果的にはそうだ」

　ハルキが言うと、立ち直った勇者が噛かみついた。

「やっぱり倒さないといけない敵じゃないか！」

「この時期は、ちょうど産さん卵らんを終えたころだ。火竜は一生を巣付近の火口で過ごす。こんなところにいたのは、とある脅きよう威いを察知し巣へ近づかせないためだ。威い圧あつするための唸うなり声、自らの強さを演出するための平原の炎、雲さえ動かす翼の風圧は、火竜の威嚇や防衛行動にあたる」

「だ、だから何だよ！　あのドラゴンがそういうことをするから、生態系が乱れたり、気象がおかしくなったり死病が流行はやったりするんだろう!?」

「その通りだ。それらを巷ちまたでは『災厄の予兆』と大層な呼び方をしているそうだな？」

　勇者の後ろで震える少女たちがこくこくとうなずいている。

「戦闘を少々拝見させてもらった。ハバス、おまえ相当な能力を持っているな。強力に過ぎる戦闘能力だ」

「当たり前だ、ぼくは勇者なんだから」

「ん。そんな常識外にある能力が使えるのは、この世界の外からやってきた異世界人――【アリス】以外あり得ない。もうわかっただろう？　火竜が察知したとある脅威とは――おまえのことだ」

　ふむふむ、と聞いていたルチアが簡単に言った。

「じゃあ、なに？　こいつがこの世界にやってこなかったら、ドラゴンちゃんも防衛行動――『災厄の予兆』なんて起こさなかったってわけ？」

「まとめるとそういうことだ。【アリス】の強大な力に現実が歪み、世界が変わりはじめたんだ」

「ふふん――そういうことよっ！　この私、異界管理局の捜査官、ルチア・ファッハが逮捕しちゃうんだからっ!!」

　肩かたにのった金髪を鮮あざやかに払い、決めポーズをとったルチアは勇者を指差した。

「おまえは従級捜査官だろう。見習いが格好をつけるな。そして身分は正確に名乗れ」

「あんたが後でいつもそういうこと言うから格好つかないんじゃないっ！」

「あと、それは防具か？　まな板らしきものを服の内側に忍しのばせるのはやめろ」

「まな板？　そんなもの、入れてない、けど……？」

　ぺたぺたと自分の体を触さわり、ルチアは首をかしげる。

　お腹なかを触り、胸を触る。

　ぺたぺた。

　胸むな元もとで手を止めると、かぁっと白いルチアの肌はだが赤く染まった。

「ま、まな板なんて入れてないわよ！　ほんのちょっと膨ふくらみにくいだけなのでっ！」

「そうだったのか。俺はよもや凹くぼんでいるんじゃないだろうな、と心配していたのだが」

「どんな体よっ」

　ハルキが本当に問題ないのだろうな、と確かく認にんするように目をやる。

「セクハラ、ヘンタイ、シスベシ」と怒おこった顔をして、ルチアは腕うでで胸を隠かくしている。

　ハルキがルチアの苦情を聞き流している間に、勇者は落ち着きを取り戻した。

「確かに、君の言う通りなのかもしれない。だけど、ぼく自身は悪いことなんて何もしちゃいない。だから――」

　片手剣を構えた。

「君に従う気もない」

　ふむ、とハルキは柄つか頭がしらに手を置く。

「皆みな、大たい抵ていそう言う。『悪いこと』はしていない、と。……だが、殺人を罪と認にん識しきしない人間が人を殺した場合、それは罪に問われないのか？　答えは否だ」

「ご託たくを！　この世界じゃ、ぼくは最強なんだ。誰もぼくには敵かないっこないんだ！」

　そのセリフに、後ろの仲間も立ちあがる。

「クリス君は世界を守ろうとしているだけなんです」

「むしろコイツがラスボスなんじゃないの？」

「どうせ敵。倒すだけ」
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　そう口々に言った。

「あなたたち、そんなどうしようもない男をかばったって――どうしようもないんだからっ！」

　ルチアも語ご彙いが少ないなりに、どうにか少女たちを説得したいらしい。

「あなたたち全員、その勇者の御手つきなのよ――!!」

「ちなみにルチア。『御手つき』とは何だ？」

「男が女の子にえっちなことを――って何言わせてるのよっ」

　ルチアは赤面して叫さけんだ。

　上出来のハッタリだ。だが、そんなことはない、と全員が首を振る。

「「「クリスは私だけは特別だって言って」」」

　声が揃そろった。

「え………………ウソ。サイテー」

　生ゴミを見るような目をするルチアは、冷や汗をだらだら流す勇者を見る。

　少女たちは互いに顔を見合わせ、すぐに言い合い掴つかみ合いのキャットファイトをはじめた。

　ハルキは嫌いやみたらしく小さく笑う。

「まさか、本当にそうだとはな」

「よっ、余計なことを言うなよっ!!　バレなけりゃみんな幸せだったんだぞ!!」

「うわぁ、クズ～。人のせいにして開き直るとかないわぁ～」

「ん。ミスが露ろ見けんした場合、取り繕つくろうことこそ最重要。徹てつ頭とう徹てつ尾びな。俺たちを睨にらんでいる場合ではないと思うが？」

「黙だまれ！　君たちが来なければ、ぼくはラスボスを倒して世界を平和にした英えい雄ゆうになってもっともっと色んな女の子とイチャイチャするはずだったんだぞ――ッ!!」

　ここまで正直に言われるといっそ清すが々すがしい。

　勇者が地を蹴けりハルキに迫る。剣をさっとかわすと大地が鋭するどく割れた。

　さらに勇者は攻撃を重ねた。

「一撃必殺のぼくの攻撃を食くらえッ」

「ん。まさしく言葉の通りだったな。道中の様子を見せてもらったが」

　ハルキはさらに繰くり出される攻撃を回かい避ひする。

　剣を振り回すだけでなく、勇者は反撃をもらわないように計算して動いている。

　かなり戦い慣れている。

　これでは、現状ハルキは回避することしかできなかった。

　文字通り、勇者の一撃は必殺だった。

　パンケーキにナイフを入れるように、どんな硬こう度どを誇ほこる敵も、防具も、武器も、真っ二つだった。

　あれは、存在を物質的な死に至らしめる凶きよう剣けん。

　能力という言葉ではくくれない埒らち外がいの力。

　疑う余地なく『異界書記』がもたらした力だ。

「攻撃は、確かに必殺かもしれないが、必中ではない」

「だから、どうしたッ！」

　勇者は剣を振り、さらに迫る。

　ハルキの太刀があの剣に触ふれれば『そういう原理になっている』と言わんばかりに折れてしまうだろう。

　勇者の顔に焦あせりが滲にじむ。ハルキはそれを見てとった。

【アリス】は異世界ではすべて思いのまま。

　その反面、強大な力を得た代だい償しよう――『副作用』も存在する。

「あと、五秒といったところか」

「な――、」

「十五秒。それが、おまえの攻こう撃げき可能時間。少しの休止時間インターバルを置けば、また戦えるみたいだな」

「ど、どうしてそれを」

　見ていればわかる、とハルキは口にした。

「先行するが、仲間から離はなれない。連れん携けいする上で重要なことだが連携しているようには見えなかった。第一、そんな力があるのなら一人で戦えばいい話。だとするなら、離れられない理由があると考えるのは至し極ごく当然だろう」

　しかし疑問が残る。戦闘中に十五秒数えられるのか、という点だ。

　勇者はチラッと魔ま法ほう使いの少女を見る。

　なるほど。おそらく、あの少女に数えてもらい時間が近づけば何かしらの合図を送ってもらっていたのだろう。

　だがその彼かの女じよはというと、今はケンカの真っ最中。

　勇者は少し迷うとハルキから距離をとった。

「ん。賢けん明めいだ。攻撃を続ければいずれ打ち止めとなる。が、今退いて休止時間を耐たえれば、また戦える。……リスクを負わない選せん択たくは強者にこそ許される選択肢しだ」

　むこうが攻撃中、あの能力ではこちらは何もできない。

　だが、『副作用』が発生し超ちよう攻撃を使えないこの好機を逃のがす手はない。

　ハルキが接近すると、勇者は両手をあげた。

「ま、待って待って、降参する。降参！」

「見え見えの時間稼かせぎを――」

　拘こう束そくしようとすると、魔力障しよう壁へきが現れハルキの手は弾はじかれた。

　勇者は得意げにニヤリと笑った。

「弱点を知っているなら対策立てるのは普ふ通つうでしょ？　会え得とくしておいてよかったよ。慣れない分、使えばかなり疲つかれるし誰にも見せるつもりのない切り札だったんだけどね」

　休止時間が終わるまで障壁の内側にこもるつもりだ。

　超攻撃のように世界の原理を歪めた能力ではなく、この世界のただの高位防ぼう御ぎよ魔法。

　それなら、とハルキは柄に手をかけた。

「付つけ焼やき刃ばの『対策』がどこまで持ちこたえるか、見ものだな……」

「ハハ、無む駄だだよ。この防御魔法は、魔法攻撃はもちろん災害級の物理攻撃でもビクともしな――」

　抜き放った太刀は、衝しよう撃げき波はと共に勇者の障壁にぶつかりヒビを入れ――バラバラに打ち砕くだいた。

「――、う、うそ……」

　後ずさり、逃げ出そうとする勇者の襟えり首くびをハルキが掴んだ。

「ま、ままま、待って、あとちょっとだけ――」

「もう待てない」

　そのまま投げ飛ばすと、地面に叩たたきつけられた勇者はそのまま失神してしまった。

「【アリス】確保」

「確保ぉお――！」

　ルチアがここぞとばかりに、異界管理局由来の技術で製造された捕ほ縛ばく錠じようを手に駆かけ寄より、勇者の両りよう腕うでを拘束した。

　腕に取りつけた薄型端末エムデバイスからぱっとホログラムが浮き、着信を告げる。

　ボタンをタッチしなければ、とハルキは『通話』『終しゆう了りよう』の前で人差し指をさまよわせる。

　人はハルキのことを機械オンチというが、たかだか遠えん距きよ離りの人間と交信するだけ。

　オンチ以前の話。所しよ詮せん、人に使われるだけの機械なのだ。

「…………、フ、これか」

　他た愛あいない。ハルキがシニカルに笑い、ボタンを押おす。

　ピ。

　しん……、と端末デバイスが静かになった。

「何で切っちゃったのよ」

「……ん、故障か」

「違うわよ、終了のボタン押したせいでしょうがっ」

「終了というのは、俺の任務が終了したという報告を含ふくめた高度な意思表示だ」

「通信も終わっちゃってるじゃない！　どんだけ機械オンチなのよ」

　ため息をついて、今度はルチアが自分の端末を操作する。

　異界管理局にいるオペレーターのリサが、すぐにホログラムに映った。

　少し幼く見える肩までの栗くり色いろの髪かみ。上をむいたまつ毛は蠱こ惑わく的てきで、瞳ひとみは画面を反射させるほど大きい。あどけなさを残す可愛らしい面おも立だちは、今は機き嫌げん悪そうに曇くもっている。

『何ですか？』

　ハルキには理解不能な機械が整然と並べられている管制室。

　現場の捜査官のサポートをするため、オペレーターがそこに常じよう駐ちゆうしているのだ。

『わたしは、ハルに通信したはずなんですけど』

「通信切っちゃったから、私から折り返してるだけよ」

「リサ、済まない。ボタンを押し間違えた」

　ハルキが顔を出すと、ぱぁっとリサの表情が明るくなった。

『もぉ、ダメじゃないですかぁ。帰ってきたらっ、わたしがまた教えてあげますね？』

　甘あまったるい声で言うと、呆あきれるようにルチアがつぶやいた。

「このやりとり記き憶おくにある限りで、もう三十五回目なんだけど……」

「ん。しかし、リサならわかっただろう？　俺が示した高度な意思表示が」

『え――っ？　…………え、えぇ、わ、わかりましたよ？』

「『ナニソレ知らねえよ』って顔、一いつ瞬しゆんしたわよね、今」

『うるっさいですね。今わたしはハルとお話ししているんです。まな板星人は黙っていてください』

「だ、誰がまな板星人よっ。まな板星からやってきましたぺったりんこルチアです☆　って？　うるさいわよっ!!」

　自分で言って自分でへこんだルチアは、涙なみだ目めになって膝ひざを抱かかえてしまった。

「そんなことより、報告が遅おそくなった。【アリス】を確保。局へ戻る」

『え、もうです？　わたしは進しん捗ちよくを訊きこうと思って。でもでも――さすがハルですっ！　任務完かん遂すいの最短時間をまたしても更こう新しんですよっ』

　すごいすごい、とリサは楽しそうに声を弾はずませる。

　コール音が小さく聞こえると、そちらへ目をやったリサは申し訳なさそうに言う。

『予想以上に任務が早く片付いたので……新しい任務が入ってしまったようです』

「内容は」

『違うチームが対応可能らしいですし、断ろうと思えば断れますよ？　ここ三か月任務づくしだったじゃないですか』

「構わない」

『ハルは頑がん張ばり過ぎです。それが良い所でもあるのですけど』

「【アリス】を連行後、準備しすぐに発たつ」

『いつも言っていますけど、無む茶ちやしないでくださいね？　わたし、いつもハラハラしているんですから』

「優ゆう秀しゆうなオペレーターが支し援えんしてくれるから、無茶が出来る」

『そ、そんな、ほめ、褒ほめたってなにもでませんよっ。それを言うならハルのほうが断っ然っすごいんですから』

　ルチアはまだしゃがみこんでいて、「巨乳は死ね」と地面に書いていじけていた。

　胸の大きな女が死んだ場合、犯人はこいつで間違いないだろう。

　しばらくして、リサが手配した異界管理局への転移口が開いた。

　空間に浮かぶ真っ暗な洞ほら穴あなのようなそれは、慣れるまで入るのに少々勇気がいる。

　ハルキはまだ気絶している【アリス】こと勇者を担かついだ。

　迷い込んだ異世界人が、その世界においてどんな存在だろうとどんな人間関係を築こうとも、異分子であることには変わりはない。

　世界を渡わたってしまう人間がいた場合、移動先の世界にとって不測の事態を引き起こす原因になるため、どんな人間も世界間を移動することは許されないのだ。

　素す直なおに応じてくれる輩やからは少ないのが悩なやみの種なのだが、力を持ち増長してしまう気持ちはわからないでもなかった。

　いち早く送られてきた次の任務内容を確認する。

　異界管理ナンバーＡＺ18から、ここよりも強い異常を観測したという。

　そこでも【アリス】が我がもの顔で世界を思いのままに動かしているのだろう。

　無意識にそんなことをされては困る。

　意識的でも当然困るのだが。

　送られてきた資料に簡単に目を通して、転移口にハルキは身を投じた。
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『いいですか、ハル？　次の世界の魔ま法ほうは一人一系統が原則で、魔力の種類が魔法の系統に直結します。これは先天的な能力です。努力次し第だいで発現可能なルチアさんの世界の魔法とは異なりますからね？』

　転移前、リサはそう簡単に説明してくれた。

『だから、秘ひめる魔力に関してもルチアさんのとは少々毛並みが違います。魔力は魔力なのですけど、そうですね、例えるなら人間という種族なのに、男性と女性で性別がわかれているものでしょうか』

　その情報を確認するように、ハルキは遠くにいる魔法使いと思おぼしき集団を注視した。

　丘おかにいるローブを着た一団が両手を空に掲かかげ巨大な炎えん弾だんを作っている。

　炎系の魔力を有した魔法使いの集団なのだろう。

　リサが教えてくれた通りでもあり、渡された資料通りでもあった。

　ハルキは手帳にペンを走らせた。

「魔法……、一人、一系統……」

　平原を吹ふくそよ風に、血の匂においが含まれていた。

「なによ、ここ。みんな殺気立ってるんだけど……」

　そこかしこに目をやったルチアは眉をひそめた。

　二人の立つ丘の下では、赤い国旗と青い国旗の兵士数万人が戦闘を繰り広げていた。

　馬ば蹄ていが地鳴りのように響ひびく。

　それに交じり無数の雄お叫たけびや断だん末まつ魔まも聞こえた。

　炸さく裂れつ音おんに目をやると、炎弾を魔法使いたちが敵てき陣じん近くに撃うち込んだところだった。

　その援えん護ごを得た騎き馬ば隊たいが敵部隊に襲いかかっている。

「戦場だな」

「よね……明らかに」

　先ほど転移してきた異界ＡＺ18。

　リサにはいつも、人が集まっている場所、と指定している。

　言われてみれば戦場も人が多いことに違いはないのだから、一いち概がいにリサを責めることも出来なかった。

　炎弾が宙を飛とび交かいはじめ、反対側の陣地ではドーム状になった水流が防ぼう御ぎよ壁へきとなり付近を覆おおっている。おそらく司令官がいるのだろう。

　戦場中央では、敵味方入り交じっての乱戦となっていた。

　戦闘の様子を観察して、またハルキはペンを握る。

「魔法……全員、使える、わけじゃない……と」

「ねえ、おさらいしてもいいかしら？」

「なんだ、ド新人」

「今回で三回目よ。もう新人じゃない」

「それで一人前になれるのなら、捜査官の仕事もずいぶんとぬるくなったものだ」

　ぐぬぬ、と言い返せなくなったルチアはふんとそっぽをむいた。

「で、なんだ」

「私たちはこの世界における異世界人を捜さがして、異界管理局に連れて帰ればいいのよね？」

「あぁ、その後は局にいる連中の仕事だ。俺たちの調査書、データ、記録から余罪がないかを調べ、原則に抵触しているだけなら、記憶を消したのち出身世界へ送り返す。――しかし、どうして異世界人を取り締しまる必要がある？」

　明らかに自分が知っていることを唐とう突とつに投げかける。

　ハルキも新人の頃ころよくやられた。

「えとえと……『異界書記』が個人の意思を反映させてしまって、起こり得ないことを体現してしまう。強大な力は世界を作りかえ、重度の場合は滅めつ亡ぼうにおいやる可能性もある」

　合ってる？　と上うわ目め遣づかいでルチアは訊いてくる。ハルキはうなずいた。

「本来、『異界書記』は管理世界を調整するため、各世界に存在している」

　神様の力だけを抜き出した物、そう形容すればわかりやすいかもしれない。

「では、管理課ではそれを使い何をしている？」

　丘に立って戦場を眺ながめていたのが悪かったのかもしれない。

　こちらにむかって炎弾が飛んできた。

「管理世界の文明の進度を調節する。遅すぎたり、早すぎたりしないように。あと、管理世界を外部から守るためのプロテクトの管理も」

　答えるルチアの体から緋ひ色いろの魔力が吹き出て、右手が黄金の炎に包まれた。

　片手で炎弾を受け止め「えいっ」と簡単に投げ返す。

　炎弾は本来の倍以上の大きさになり、誰もいない原野に落ちて大穴をあけた。

　今の魔法は、この世界には存在しない魔法だ。

　戦場がシンとして、一いつ斉せいに視線がこちらへ集まってしまった。

　不ふ審しん者しやを捕とらえろという指示が出たのか、兵士数人が丘を駆けのぼってくる。

　一いつ切さい気にしないハルキは、兵士たちを無視して授業を再開した。

「ん。正解だ。では、異界管理局が指定した『特Ｓ級』についてだが」

　ハルキは斬りかかってきた兵士をかわし、腕をとって放り投げる。

「えと、特Ｓ級は、ええっと……」

「なんだ、忘れたのか」

　ルチアにも兵士が一人斬りかかった。

「忘れてないわよ――もお、ちょっと邪じや魔ま」

　兵士の剣けんを炎ほのおの魔法で触ると、くにゃっと曲がり液状になった。

　兵士は悲鳴をあげて逃げ出した。

　今度は、ハルキのほうへ槍を持った兵士が突とつ進しんしてくる。

　足を引っかけ転ばせると、ぽいと投げ丘に転がした。

「授業はあとだ。ここは目立つ。反対側に下りるぞ」

　踵きびすを返すと後ろからルチアが追ってきた。まあ要するに、とまとめる。

「異世界人がすごいパワーを持っちゃって、そこの世界がめちゃめちゃになるから、逮たい捕ほしましょうってことでしょ？」

「そうだ」

　現場ここで一番の問題は、異世界人が欲望のままにやりたい放題してしまうことだった。

　前回の勇者が良い例だ。

　発現する能力は個人の願望によるため、当然、得る力は同じというわけではない。

　その代償と言うべき、唯ゆい一いつの弱点である『副作用』も発生する。

　それが【アリス】によってもそれぞれ違うため、任務開始前の準備や対策は用を為なさないのだった。

【アリス】の捜そう索さく、調査、分ぶん析せき、対策、拘束。それらが捜査官の主な仕事と言えた。

「じゃあ、まず【アリス】の捜索からスタートね」

　仕事の流れも覚えてきたらしい。ハルキが感心していると、ドシンドシンと重い足音が聞こえてきた。

　やってきたのは、覚えた資料通りなら大型の地ち竜りゆうだった。

　皮ひ膚ふの色がそのまま鱗となっている緑色の巨きよ体たい。

　獰どう猛もうな双眸をギョロつかせ牙きばの間から唾だ液えきを垂らしていた。

「わぁ……噛まれたら痛そう」

　ルチアがぽつりとこぼす。実際に噛まれたら人間の頭くらいひと砕きだろう。

「隊長の命令でさぁ、あんたたちを捕つかまえることになったんだわ」

「あ。何かしゃべった」

「ん。おそらく人語だろう。この世界の竜種は人語をしゃべれるそうだ」

　へえ、とルチアは端末を起動させ資料のページへアクセスした。

「あー、前回のドラゴンちゃんみたいな感じなのね？」

「いや、奴やつは賢く臆病だが……こいつは、好戦的で人を喰くうらしい」

「何しゃべってんだ、全ッ然ッわかんねえよ、おい、何語だ、コラオイ」

「すごく怒ってるみたいだけど、どうしたのかしら」

「ん。失念していた。それは俺たちの言語をまだ最適化していないせいだろう」

　唯一覚えた端末操作を、ハルキはゆっくりゆっくり不慣れな老人のように行う。

『完かん了りよう』の文字に深くうなずく。ルチアのほうも完了したようだ。

「捕まえてこいとか、無理じゃん、正味な話？」

　軽けい薄はくそうに言う地竜。

「なんか、ノリ軽いわね」

「頭の悪い証拠だ」

「戦場じゃ、オレっち人喰っていいことになってんだわ、これが」

「自分のこと、オレっちって言ってるけど？」

「ああ、頭の悪い証拠だ」

「オイ話聞けや、オラァ！　人喰い竜のオレっちがタイチョの命令シカトしておまえら喰っちまおうかって言ってんだよ！」

「ね、ハルキ、ビビって欲ほしいみたいよ？」

「自らの力を誇こ示じする……まさに三流だな。――竜だけに」

「「……」」

「どうした。今のは、ランクを示す流とドラゴンの竜を――」

「もうつまんないから、しゃべんないで？」

「おい、言われてるぞ三竜」

「おめえに言ってんだよ！　……早くしねえと他の奴がきちまう。タイチョには、もうどこにもいませんでしたって報告させてもらうわッ！」

　獰猛で『大食い』――資料の通りらしい。

　いつも的確な現場の資料を集めてくれるリサに感謝しなくてはいけないだろう。

　地竜が口を広げ迫ってくる。見かけによらず素す早ばやい。

　回避行動に入ろうとしたとき、かすかな飛来音がした。

　戦せん慄りつしたハルキは、ルチアを押し倒たおすようにして地に伏ふせた。

　直後、炸裂音が響き、地竜の悲鳴が聞こえた。

　何かが焦こげたようなイヤなにおいがする。

　背後を確認すると、地竜の穴という穴から炎が噴ふき出していた。

　頑がん強きようそうだった鱗うろこは溶とけ、全身火炎をまとい燃え盛っている。

　遠距離からの魔ま法ほう。

　それも、ハルキが気配を感じられないほど遠距離から。

　騎き乗じようの人間がどんどん近づいてくる。

　放射状に伸のびた火か炎えんの魔法は、彼かれへと続いていた。

　今度は、大地から隆りゆう起きした鋭えい利りな岩石が地竜を貫つらぬいた。

「無駄なことを……火炎魔法だけで死んでる」

　だが、まだ攻こう撃げきの気配はやまない。

　頭上に濃のう密みつな雨雲が集まった。

　……嫌いやな予感がする。ハルキはルチアの手を引きその場を急いで離れた。

　水の矢が降り注ぎ死体をボロボロにする。

　雷が宙で燻くすぶると、落らく雷らいが地竜を貫いた。

　そして、死体は跡あと形かたもなく消え去った。

　……一連の攻撃に悪意が見えた。

　おそらく、死んでいるのをわかっていながら攻撃していた。

「今の……」

　ルチアが愕がく然ぜんとつぶやく。

　途と轍てつもない魔法、と簡単に済ますことができればよかったのだが、そうはいかない。

　何せ、この世界の魔法は、一人一種類なのだから。

　大剣を背負った男がのんびり馬で駆けてくる。

　戦場に来ているにはあまりに軽装だった。

　防具といえるのはすね当てだけ。赤い髪を得意げにかきあげた。

　涼すずしげな顔はまだ幼さを残す少年のもの。

　他を威圧するような金色の瞳が細められた。

「おぉ？　人がいる」

　十中八九、この少年が【アリス】だろう。

　だが、完全にそうだと言い切れるまで余計なことをしないほうがいいだろう。

　ひらりと下馬すると、少年がやってきた。

「アンタたち、大だい丈じよう夫ぶだったか？　オレの魔ま法ほうに巻き込まれなかったか？」

　一応心配してくれているらしい。

　捜そう査さ官かんとしての態度は保留。無駄なことを言って警けい戒かいされたくはない。

　ハルキはさっと人の善い笑え顔がおを作る。

「ありがとうございます。あの竜に食べられそうになっていたところだったんです」

　頭を下げると「そっか、よかったよかった」と快活な声が降ってくる。

「けどよ、アンタたちこんなところで何してんだ？　ここ、戦場だぜ？」

　少年は訝いぶかるように片かた眉まゆをあげると、丘のほうへ目をやった。

「ちっと待っててくれるか？　雑ざ魚こをざくざくっとぶっ倒してくるから」

　丘の上にいるのは敵軍なのだろう。

　こちらへ魔法を放とうとしている魔法使いの集団と弓兵の部隊がいた。

　少年は悠ゆう然ぜんと歩きだす。

　誰だれもこの歩みを阻はばめないとでも言いたげに、威い風ふうさえまとい堂々と歩く。

　事実、そうだった。

　放たれた矢を防ぼう御ぎよすることはしなかった。

　当然、突つき刺ささり続けハリネズミのようになるが、すぐに自動的に抜ぬけていく。

　炎えん弾だんが直ちよく撃げきする――一瞬よろけたが、それでも歩き続けた。
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　傷が――回復していく。

　矢傷も、火傷やけども、何もかもだ。氷の槍やりが刺さろうと、岩石が貫こうと、雷かみなりに打たれようと、外傷という外傷は出来ると同時に消え去った。

「何だ、あいつは……」

　頭痛を堪こらえるように、ハルキはこめかみを押さえた。

　彼が【アリス】だったとして、あんな敵と正面から戦う？　あり得ない。

「ハルキ、あいつきっとそうよ」

「……まだわからない。特異だから【アリス】だと決めつけるのは早計だ」

　自分で言って、その可能性が薄うすいことはわかっている。

「でも二系統以上の魔法を一人で使って、傷が治るなんてどうかしてる。人間じゃないみたい」

　大抵、【アリス】とはどうかしているものだ。

　だが、これはその中でも常じよう軌きを逸いつしている。

　少年が反撃に出た。大剣にまとった火炎が敵の炎ほのお魔法を呑のみ込む。

　自らの力を誇示するように、水には水の魔法をぶつけ攻撃を粉ふん砕さいしていく。

　丘の敵を一いつ掃そうするのに時間はかからず、すぐに反対側へくだっていった。

　後を追って丘から様子を見ると、大たい剣けん一ひと振ふりで百人単位の兵が倒されている。

　拮きつ抗こうしていた戦せん況きようが一気に傾かたむいた。

　少年が近寄るのを見るや否いなや、敵司令部の水流の壁かべが解け、一目散に逃にげ出した。

　少年はすぐに、乗り手を失った馬に乗って戻もどってきた。

「わりぃな、待たせちまって」

　待ち合わせに五分遅ち刻こくしたような軽い口調だった。敵部隊を壊かい滅めつさせ、潰かい走そうさせているというのに。

「で、アンタたち、あんなところで何してたんだよ？」

　何か言いかけたルチアを制して、ハルキは温和な表情を装備する。

「何をしていたと言いますか、僕ぼくたちは、気づいたらあそこにいたんです。あの、ここは何年何月のどこなんでしょう……？」

　辺りを見回し、それらしい演技をしてみせた。

「アンタ、記き憶おく喪そう失しつなのか？」

「いえ。ちゃんと憶おぼえてます。でも、気がついたらこんなところにいて」

　少年はきょとんとしたあと、タハハと手の平で額を打った。

「もしかしてアンタたちもか？　オレも同じこと訊いたなぁ、そういや。えっとな、今は王おう暦れき一八四年の四月。ここはアステリア王国とロインズ帝てい国こくの国境付近の平原だ。さっき見たと思うけど、今はロインズ帝国と戦争してる最中。オレはカイル・マグナスだ」

　他に訊きたいことは？　と実に手て際ぎわよく話を進めてくれる。

「僕は、ハルキと言います。こっちはルチア。アステリア王国？　ロインズ帝国？　聞いたことのない国なんですけど……」

　ハルキは困こん惑わくしてみせる。

「わかるわかる、その気持ち。この世界の人じゃないだろ、アンタたち。服見りゃわかる。なんか雰ふん囲い気き違ちがうしな」

　軽く笑って――口にした。

「オレも違ちがう世界からきたし、なんとなくわかんだよ」

　こんなに早く言げん質ちを取れると思わなかった。しかし、これで確定だ。

　こいつがこの異界ＡＺ18の【アリス】。

　この少年にどう近づくかハルキが計算していると、カイルはおもむろに切っ先をこちらにむけた。

「……アンタたちが異世界人ってことは、だ。オレみたいに、チート級の能力があるってことでいいんだよな――？」

　自分と同じように事故でここへやってきてしまったのなら、不思議な力が使えると勘かん違ちがいするのも無理はない。

「世界最強は何人もいらねえんだよ」

　カイルの細めた瞳の奥おくが邪じや悪あくに光る。大剣を振ふりかざすと、ルチアへ振りおろした。

　二人いる男女のうち丸まる腰ごしの女を先に狙ねらう――。

　合理的で効率的なやり方には賛成だが、好こう悪おの感情はまた別だ。

　ハルキは瞬しゆん時じに二人の間に体を滑すべり込ませ、太た刀ちで大剣を受け止めた。

　意外そうに「お？」とカイルの眉が小さく跳はねた。

　ルチアをかばったハルキは、顔を強こわ張ばらせてみせる。

「きゅ、急に、何をするんですか！」

　そして、怯おびえてみせる。

　それだけで、精神的に優位なのは自分なのだ、とカイルにさらに印象付けられる。

「カ、カイルさんみたいな能力は、僕には多分ありません。魔法も出せませんし傷が回復するなんてこともありません。そんなものがあるのなら、今使っています。それは後ろのルチアだってそうです」

　能力があるのなら、防衛行動として力を発動させてもおかしくはない場面だ。

　統計上、『異界書記』の力を持った直後から能力は使用可能となる。

　カイルもすぐに使えたクチだろう。

　ハルキたちは現状無能力であり、事実無能力なのだから、誤解されては困る。

「僕たちが、何か失礼をしたでしょうか？　それでしたらすみません」

　何度もすみません、と小さく頭をさげた。口では謝罪。表情も申し訳なさそうにする。

　だが、思考する脳内は違う――。

「あの、剣をしまっていただけませんか？」

　すっと目を細めて、カイルを分析する。口調や態度。能力。

　力に絶対の自信があり、それが口調や態度に出る典型だろう。

「いや、わりぃ」

　特に悪びれもせず、そんなことを言ってカイルは一歩さがって剣をしまう。

　一応謝あやまるあたり、極ごく悪あく人にんではない、ということだけはわかる。

　ハルキは冷静に計算を進める。

　もしここで、カイルが自分たちを敵だと認にん識しきすると『副作用』が何なのか探さぐり出すのに時間がかかってしまう。

　気難しい男ではなさそうだ。それなら……。

「あの、さっきの戦いを見せてもらいました。もしよかったら、カイルさんの仲間にしていただけませんか？　貴方あなたみたいな方が側にいてくれると心強いです」

「仲間？」

「はい。まだ、この世界についてよくわかりませんし、帰る方法も探さなきゃいけない」

　そうだなぁ、とカイルは顎あごをさする。

　カイルのメリットになることを掲けい示じしてやりたいが、出会ったばかりでそれがわかるはずもない。

「もちろん、何かお手伝い出来ることがあれば何でもしますので。僕、カイルさんほどではないですけど、剣はちょっとだけ使えますし……」

　カイルをそれとなく観察していると、後ろで黙だまり込んでいるルチアをちらちらと見ている。

　際きわ立だったルチアの容姿が目を惹ひくのは、ハルキも同意見だった。

　こっそりと肘ひじでルチアをつついて何か言えと促うながした。

「……えと、私も、出来ることがあれば頑張ります。ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ、魔法も使えるんです」

　ルチアが人差し指に吹けば消し飛びそうな炎を出してみせると、プッとカイルが吹き出した。

「ホントにちょっとだな」

　無駄に高いプライドを傷つけられたルチアは、青筋を浮うかべながらぎこちなく笑った。

「あ、あはは……」

「確かに、来たばっかりのときって、心細いし寂さびしいもんな……アンタたちは二人だからまだマシかもしれねぇけど、オレは独りだったからなぁ」

　ふむ、とうなずいて「ま、男のほうは邪魔なら殺せばいいか」とぼそりと言った。

　聞こえているぞ、とハルキは内心思いながら聞こえていないフリをした。

「しゃべる竜が急に出てきて僕たちを食べようとするし、近くでは戦争をしているし……もう何がなんだかさっぱりで……」

　ルチアもうんうん、と激しく同意する。

　ハルキがまた肘で小こ突づくとルチアがぺこりと頭をさげた。

「お願いします」

「ったく、しょうがねえな」とカイルは苦く笑しようした。

「違う世界からやってきちまったよしみだ。好きにしろよ」

　よかったぁ、とハルキはカイルに聞こえるくらいの小声を計算して出す。

「ありがとうございます」

　爽さわやかな笑顔で礼を言って頭をさげた。

　すぐに柔にゆう和わな仮面は崩くずれ去さり、元の冷れい徹てつな表情が浮かぶ。

　顔をあげると同時に仮面をつけるハルキ。

　表面上合わせたルチアは、納なつ得とくいってなさそうなもやもや顔をしているので、あとで説明しておいたほうがいいだろう。

　カイルの話では、どうやらこれから王都に帰き還かんするらしい。

　ここまで乗ってきた馬の手た綱づなをハルキに渡したカイルは、指笛を鳴らし愛馬を呼ぶとひらりとまたがった。

「ついてこい」

　仲間というより、部下か何かだと思っているのだろうか。

　ハルキが鞍くらにまたがると、ルチアも後ろに乗ろうとしていた。

「よいしょっと」

「おい、何をしている」

「え。私も後ろにちょっと、お邪魔しちゃおっかなって」

「別の馬に乗れ。いっぱいいるぞ、そこらへんに」

「……乗れないの」

　本当かどうかは定かではないが、ハルキの真後ろに密着するように座すわった。

「……カイルが地竜を攻撃したときも、庇かばってくれたわよね？」

「たまたま、おまえが近くにいたからな」

「そう？」

　きゅっと腰こしにまわされたルチアの腕うで。残念ながら背に女の子らしい膨ふくらみの感かん触しよくはない。

「暑苦しいから離はなれろ」

「振り落とされると危ないから」

　ルチアを振りかえると、逃げるように目をそらす。最終的に顔を真っ赤にしてうつむいた。

「くっつく意味はあるのか？」

「ふ、二人の連れん携けいを高めるために、き、決まっているじゃない！　そ、それ以外に、何があるっていうのよ、へ、変なこと考えないでよっ」

　上ずった声でそんなことを言われても説得力はないのだが、そういうことにしておいた。

「ん。確かに俺おれたちはコンビを組んでこれが三回目、意思疎そ通つうと連携は高めておくべきだろう。その必要性はある」

「で、でしょ？」

「しかし、これで連携は高まるのか？」

「れっ、連携っていうより、こ、ころころこ、心の、距きよ離りがち、縮まるっていう、その、そんなカンジで……」

　まったくもって要領を得ない説明だ。しぅぅぅぅぅという音に、ハルキがまた振りかえると、ルチアの頭から湯気が出ていた。

「心の距離というのは、一体」

「そこは掘ほり下さげないで欲しいのでっ」

「縮まると、連携が高まるのか？」

　ぽかぽかとルチアが背を叩たたきはじめた。

「言わせないでよ、セクハラヘンタイッ、シスベシ、シスベシ」

　何が言いたいのかやはりわからない。ハルキは肩かたをすくめた。

　カイルと並んで馬を進めていると、二千騎きほどの部隊と行きあった。

　どうやらカイルの部下らしい。

　戦場へやってきているとは思えないほど隊形はゆるんでおり、緊きん張ちよう感も見えない。

　お世辞にも精せい鋭えいとは言えない部隊だった。

「あー、他は遅おくれてんのか？　まあいい。合流してのんびり帰るだけだし」

　そう言ってカイルは手でひさしを作り遠くを見やった。

　カイル一人が先行してきたようで、他にいる歩兵や魔ま法ほう使いの部隊は遅れているようだった。

　数を訊きくと、全部で七千の部隊だそうだ。

「オレと戦いたいっていう兵が後を絶たないらしい」

　カイルはさらに自じ慢まんする。

「すげーだろ？　オレは異例の出世らしいぜ？」

　どちらかというと、ルチアに聞かせているようだ。

　どうやら相当お気に召めしたらしい。

　本人は「へーすごぉーい」と棒読みの感かん嘆たんをあげているが。

「地位で言うと、カイルさんは将軍なんですか？」

「いや、オレは将軍じゃなくて魔法騎き士しだ」

「魔法騎士、ですか？」

「魔法騎士ってのは、要するにアステリア王国内で選び抜かれた、強い奴の称しよう号ごうみたいなもんだ。五人しかいない魔法騎士に、たった半年、しかも最年少でなったのがオレ様ってわけ」

　確かに、あんな力があればあっという間に出世するだろう。

　それから、カイルは自分がこの世界に来てからの話をしてくれた。

　家の階段から落ちて、気づけばここにいたこと。『不思議な力』が身についていたこと。すぐに王国最強の魔法騎士と呼ばれるまでの地位になったこと。

　うんうん、と聞き役に徹てつしていたハルキは、さりげなく質問を挟はさんだ。

「たくさん矢が刺さったりしてましたけど、痛くはないんですか？」

「痛いのは痛いが、傷を負った瞬しゆん間かんから回復するから、チクッとする程度だ」

「へぇすごいですね」とハルキは優やさしげな顔で言って、情報を記き憶おくした。

　チクッとする程度では本来済まない。

　だとするなら、回復の力が痛覚を鈍にぶくしている可能性もある。

「難点があるとすれば、服がボロボロになっちまうことだな」

「腕とか体の一部が切り飛ばされたりした場合とかは……大丈夫なんですか？」

「経験はねえが、なったとしてもすぐ元に戻るんじゃねえかな。回復つか、再生だな」

　質問すればするほど穴がなくなっていくような気がして、ハルキは内心ため息をついた。

「あんなにすごい力だ。力を身につけた代だい償しようのようなものはないんですか？」

　カイルは横目でハルキをちらりと見て、前をむいた。

「……、いや……特には」

　声のトーンが落ちた。ゆるんだカイルの横顔が、硬かたくなったのをハルキは見み逃のがさなかった。自覚あり、といったところか。それが何なのかはさすがに口を滑らせなかったが。

「いやぁすごいなぁ、僕にはそんな力身につかなかったのに。うらやましいです」

「これから目覚めるかもしんねーぞ？」

「はは……どうでしょう」

　ひ弱な笑えみを見せてやると、カイルはカカと気分良く笑った。

「カイルさんは最初から能力が使えて僕は使えない――」

　ここぞとばかりに、さらに気分を良くするだろう一言をハルキは放り込んだ。

「きっと才能があったんですねぇ」

「かもしれねぇな。けどよ、ハルキもオレの剣止めたじゃねえか。……はじめて止められたんだぜ？」

　いやぁたまたまですって、と謙けん遜そんを口にしようとしたら、ルチアが得意げに声をあげた。

「そうよっ！　ハルキ、機械オンチだし女心オンチだし、ジョークはつまんないし、でも、剣の腕だけはすごいのっ!!」

「お、おぅ……」

　カイルがやや引いていた。黙り込んでいた少女がいきなりテンション高くしゃべれば誰だってそのリアクションをとるだろう。

「だってだって、斬きった瞬間とか全然見えないし――」

「ルチア、余計なことはあまり……」

「余計なことなんかじゃないわよっ。ハルキ、いつも言っているじゃない。誰の実力も過小評価するなって」

　妙みように熱が入っているルチア。

「私、ハルキが剣を使えば次元最強だって思ってるのよ!?　なのにどうしてヘコヘコしちゃうのよ、私それが悔くやしくって。本当は本当は、もっともっとハルキ強いのにっ!!」

「「お、おぅ……」」

　引いた二人の反応に、ルチアが我に返った。

「あっ、あの、ええっと、そのぅ……。妹と弟が、言ってマシタ。わ、私もほんのちょっと、ちょっとだけそう思ってる部分もあるかもしれないけど、ないかも……えへへ」

　恥はずかしそうに照れ笑いをするルチア。

　ハルキのプランでは、まだカイルには自分たちを侮あなどっていて欲しい。

　ルチアには後でもう一度小言を言う必要がありそうだ。

「やっぱ相当やるんじゃねぇかよ、ハルキ。ちょっとやってみようぜ？」

　焚たきつけられたカイルが好戦的な笑みを浮かべた。

「いやぁ、絶対に敵かなわないですよ」

　気弱な表情で、ハルキは両手をあげて首を振る。




　そう、敵わない。

　今は、まだ。




「そんなことない……ハルキのほうが、すごいのに」

　ルチアは自分だけのヒーローを馬ば鹿かにされたような口調でぽつりとこぼした。

　ハルキはカイルに聞こえないように素すの低い声を出す。

「……あまり、余計なことは言うな」

「わかったわよ……」

　直情型のこの部下は、なかなか御するのが難しい。

　思ったことを口にし、全力で怒おこって泣いて、笑う。

　理解できないと思う反面、それが少しうらやましくもあった。

　合流したカイルの歩兵魔ま法ほう部隊も、騎き兵へい同様だらだらと行軍し、兵同士が私語を交かわして、ときおり大きな馬ば鹿か笑いが聞こえてくる。酒を呑んでいる者もいた。

　勝利の高こう揚ようなのだろうかと思ったが違うだろう。彼らは戦ってなどいないのだから。

「緊張感ないわね」

「楽しい遠足で何よりだ」

　ハルキは皮肉をこぼし、先頭を行くカイルの背に目をやった。

　カイルがいれば戦う必要はない。それなら訓練することも意味がなくなる。

　兵の気がゆるむのもわからないでもなかった。

　カイルと共に戦いたいというのは建て前で、本音は戦わないで済むからこの部隊に入りたがるのだろう。

　王都への途と上じよう、いくつかの町や村に滞たい在ざいしたのだが、カイルの人気は絶大だった。

　老ろう若にやく男なん女によ、誰もがカイルに称しよう賛さんを贈おくり、喝かつ采さいをあげた。

　戦勝の報しらせが、各都市部に回っているのもあるのだろう。

　カイルが一人で敵軍を追い払はらった。一言にまとめればそうだ。

　カイルの力が圧あつ倒とう的てき過ぎて、あれでは戦争にもならない。

　人気が出るのもうなずける。

　前回の勇者もそうだったが、年とし頃ごろの娘むすめの人気は特に高く、束にまとめられるほどの少女たちがそれぞれ贈り物をカイルに手て渡わたしていた。

　ハルキは、直に渡せない少女の運送屋となることもしばしばだった。

「あの、これっ」

　良家の出らしき娘から、かわいらしい包装紙に包まれた手作りクッキーを渡され「カイルさんに渡しておきますね」とハルキが事務的会話をすると少女は首を振った。

「あ、あなたにっ」

　そう言って、たたた、と駆かけ去ってしまった。

　視線を感じて振りかえればルチアがいる。

「食うか？」

　ひとつふたつ、ハルキは口に放りこんだ。なかなか美う味まい。

「ハルキ、クッキー好きなの？」

「好きと言えば好きだ」

「任務が終わって帰ったあと、つ、作ったら、食べる……？」

「？　食べろと言われれば食べるが」

「あ。う、うんっ……がんばる、ね？」

　ルチアは小声でぼそっと言うと、どこかへ行ってしまった。

　頭に「？」を浮かべるハルキは、サクサクと口を動かし首をかしげた。

　このクッキーのように、食事は一いつ般ぱん的てきな食べ物が出された。

　世界によっては本当に口に入れるのは憚はばかられるようなものを出されることもあるのだが、パンやスープが出てきたことにハルキは安あん堵どしていた。

　ボロを着ている子供が物もの欲ほしそうにクッキーを見つめているのに気づいた。

　背せ丈たけはハルキの腰ほどの小さな男の子。

　にっこりと笑って、近寄ったハルキはしゃがんでクッキーの袋ふくろを差し出す。

「食べる？」

　男の子はうなずいてクッキーを受け取った。中を確かく認にんすると路地の奥へと駆けていった。

　友達だろうか。足を止めると同じようにボロ切れを着た子供三人が集まり、代わる代わる袋に手を突っ込んでクッキーをほおばった。

　通りかかった顔見知りになった兵に町の様子を訊くと、

「敵国から賠ばい償しよう金きんが支し払はらわれるだろ？　それが王国から地域の領主に分配されてるんだ。けど領主サマがな……」

　言い難にくそうに口ごもると、ハルキが察して続けた。

「それを市民に分配していない？」

「いや、してはいるみたいだ。でも、額が少なすぎるって話だ」

　要するに、本来市民に配るべき金を懐ふところに入れているそうだ。

　それはこの町に限った話ではないという。

　結局、戦争に勝ち続けても生活は良くなっていないのが現状らしい。

「さっきいた子供も親を亡なくしたんだろう。最近、ああいう子はよく見かける」

　そう言って、兵は嘆なげくように首を振った。戦争前よりも、むしろ貧富の差は拡大しているとのことだ。

　他の町でルチアと共に聞き込んでも、現状はどこも同じようだった。

　豊かになるのは上流階級の人間ばかり。

　下層の市民は男手を兵に取られるため、むしろ困こん窮きゆうしていた。

「とんでもない力を持った英えい雄ゆうがいても、してることはただの戦争で、一人で戦っているわけじゃないのよね」

　ルチアの悲しげな一言が、すべてを表しているように思えた。







　町や村に滞在することを数度繰くり返し進むと、ようやく王都の外がい郭かくを捉とらえることができた。

　門の前では鉄の跳ね橋がかかり、荷馬がゆっくりと歩いていた。

　外周の濠ほりで釣つりをしている人もちらほらといる。

　天を仰あおぐほど高い城じよう壁へきの奥には、朱しゆ色いろの城が見える。

　カイルが教えてくれた。あれが王城だそうだ。

「魔ま法ほう騎き士しは、あそこに住めるんだぜ？」

「カイルさん、あんなところに住んでるんですね」

「へぇーすごぉーい」

　ハルキがおだてるように言うと、合いの手――ルチアが死んだ声をあげる。

　城門をくぐり王都へ入ると、凱がい旋せんを待っていた市民たちが通りに列をなしていた。

　先頭のカイルを見るや喝采がわっとあがり、熱ねつ狂きよう的てきな歓かん声せいが響ひびき渡った。

　手をあげて声せい援えんに応こたえるカイルの姿は英雄そのもの。

　甲かん高だかい少女たちの黄色い声援も、どの町よりもすごかった。

　解散を命じられた兵たちは隊舎への帰路につき、すぐにカイルとハルキ、ルチアの三人となった。

　大通りを奥へ奥へ進むと、道はなだらかな上り坂へと変わる。

　その先にあるのが王城だ。

　坂道の途と中ちゆうに、侍じ女じよを数人連れた貴人を見かけた。

　空色の髪かみの毛は長く、清流のように陽光をきらきらと反射している。

　健康的な牛乳色の肌はだも目を引いた。

　端たん麗れいで理知的な容姿をしている。所作には品が滲にじんだ。

　相応の家いえ柄がらの人物らしい。

　少女の薔ば薇ら色いろの唇くちびるが薄く開き、小さく顔を伏せた。

「大変な活かつ躍やくだったと聞いた」

　カイルの口調がやや強張った。

「お、おぉ……。いつもだけどな」

「魔法騎士殿どの、誰とお話ししているのかおわかりですか」

　少女の脇わきに控ひかえていた侍女が詰きつ問もんすると、少女は首を振った。

「いいの、気にしない」

「しかし、姫ひめ様さま」

　少女がまた首を振ると、侍女は悔しげに押おし黙った。

「姫」の単語に、ハルキとルチアはさっと下馬して片かた膝ひざをつきうつむいた。

　侍女が咎とがめるのもわかる。馬に乗りながら王家の人間と話すような無礼な人間はいない。いたとすれば同格の王族だけだろう。

「カイル、その方々は」

　耳に心ここ地ちいい、一本芯しんの通った落ち着いた声こわ音ねだった。

　盗ぬすみ見ると、姫と呼ばれた少女が険を露あらわにしている。

　会話の糸口を見つけたカイルはいつもの調子を取り戻した。

「あぁ、こいつらは、オレの仲間だ。オレと一いつ緒しよで、違う世界からきちまったらしい。しばらくの間、置いてやってほしい」

「魔法騎士殿、そのような勝手は困ります」

「……その通りに」

　ですが、となおも食いさがろうとした侍女を姫は制した。

　感情のこもらない仕草と口調はどこか人形めいている。

「男のほうがハルキ、女のほうがルチアだ。……こっちは、キルシー姫」

　カイルが互たがいを紹しよう介かいした。

「お初にお目にかかります。ハルキと申します」

「第一王女キルシー＝レイ＝アステリアです」

「キルシーはオレの許嫁いいなずけでもある。手ぇ出すんじゃねえぞ？」

　カイルがいたずらっぽくハルキに言う背後で、一いつ瞬しゆんキルシーが嫌いやそうに眉をひそめた。

「……」

　違い和わ感かんをひとまず置いておくことにし、ハルキは冗じよう談だんに付き合った。

「まさか。居い候そうろうの身でそんなことできませんよ。それに、度胸も根こん性じようもありませんし」

「そりゃ安心だ」

　からから笑うカイルとは対照的に、不ぶ躾しつけとも言えるほどキルシーは不ふ審しんそうにこちらを見つめてくる。

　それもそうだろう。許嫁とはいえ、カイルが連れてきたのは赤の他人。

　しかも今は戦時中。しばらくの間は、監かん視しがつくかもしれない。

「とりあえず、そういうことだから」

　カイルが言うと、キルシーは無言のままうなずいた。

　二人の間に流れる妙な空気は、決して居い心ごこ地ちの良いものではない。

　こちらに対する不信感はもっともとしても、カイルに対してもどこかよそよそしい。
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　唯い々い諾だく々だくと従ってはいるが、おそらく本心は別で、何か考えていそうだった。

「しばらくの間、ご厄やつ介かいになります。よろしくお願いします」

　ハルキとルチアが頭をさげると、レアと名乗った侍女がこちらですと先を歩きはじめた。

　正門をくぐると、きれいな左右対たい称しようの前庭が出で迎むかえてくれた。

　レアが金のノブを握にぎって宮きゆう殿でんの扉とびらを開く。

「仕事が見つかればすぐ出ていきますので」

　背に言っても、彼かの女じよは反応してくれない。

「カイルさんは、誰にでも人気なんですね。道中で知ったんですが」

　引っかかってくれそうな話題を投げ込むと、すぐに食いついた。

「そうですね、国民には人気がおありのようです」

　国民には、か……。

　あえて『誰にでも』を『国民』に訂てい正せいするあたり、やはり思うところはあるのだろう。

　ルチアが好こう奇き心しん丸出しの顔で青い瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせ尋たずねた。

「やっぱり、キルシー姫とカイル魔法騎士の婚こん姻いん関係は、二人の意思じゃなくて、決められたものなんですか？」

「ええ、キルシー姫のお父上――アステリア王の一存です」

「やっぱり……っ！」

　何か重大な事実に気づいたような顔をして、ルチアは深くうなずいた。

　埃ほこりひとつない廊ろう下かを進み、回かい廊ろうを経て離り宮きゆうへと案内される。

「こちらです」

　連れてこられたのは、使用人が使う部屋のひとつだった。

　筋が浮く木製の扉はくたびれており、蹴け飛とばせばすぐに外れそうだ。

　ベッドひとつと古い机と椅い子す。埃とカビのにおいが鼻をついた。

　隅すみにはうっすらと蜘く蛛もが巣を張っている。

　ルチアは不満そうに顔をしかめた。

「あの……他に部屋はないんですか？　この部屋はちょっと」

　意訳するなら『宮殿ならもっといい部屋あるでしょ？　お客さんにこの部屋案内するってどういうことよ？　ねえ？』ということだ。

「いえ、用意しておりません。ご不満がおありのようでしたら、城下に宿がございます。そちらをご利用ください」

　にべもなく言い放ち出ていくと、ばたんと扉が閉められた。

「え、ちょっと。……もぉ、なによ！」

　扉に文句を言って、むぅと不服そうにルチアは頬ほおをふくらました。

「当たり前だ。居候に部屋があるだけでもありがたい」

「でも、もうちょっと他にあるでしょう？　……で、ハルキは部屋どうするの？」

「それはこちらのセリフだ。ルチア、おまえ、部屋はどうするつもりだ」

「私？　この部屋だけど。ハルキ、どうするの」

「俺？　この部屋だが」

「「……」」

「出ていきなさいよっ！　男の子でしょ！」

「どうしてそこで性別が出てくる。おまえこそ出ていけ」

「どうして私が」

「なぜなら、俺が上司でおまえが部下だからだ」

「パワハラ上司、シスベシッ!!」

「この部屋が不満なんだろう？」

「う……。そ、そうだけど、これ以上文句言うとホントに追い出されそうだから」

　だろうな、とハルキが肩をすくめると、恥ずかしそうにルチアが上うわ目め遣づかいで尋ねた。

「じゃあ、ハ、ハルキ、変なことしない……っ？」

「何だ、その変なこととは」

「い、言わせないでっ。変なことは変なことなの！」

「具体的なことがわからない限り、返答しかねる」

　目をきゅっとつむったルチアは耳まで赤くして叫さけんだ。

「もしもの場合はっ、私、ガマンするのでっ!!　恥ずかしいし、い、嫌だけど……ここ大事よ……？　嫌なんだからね？」

　もじもじ恥ずかしそうにしているルチアと目が合うと、両手を突つき出した。

「い、いきなりはダメよ！　ちゃんと手順を踏ふんで！　ムード作るところから！」

「さっぱり意味がわからん」

　とにかく、このひと部屋を二人で使うことをルチアは了りよう承しようしたらしい。

　それはいいが、ベッドがひとつしかない。

「私がベッド使うから」

「奇き遇ぐうだな、俺もそうしようと思っていたところだ。……一緒に寝ねるつもりだったのか？」

「違ちがうわよっ！　なんでそうなるのよ、セクハラよ！」

「ん、変なこととは性せい行こう為いのことだったのか」

「もうそれ過ぎた話題！　掘り返さないで！」

　ハルキはようやく先ほどの会話に合が点てんがいった。懐から手帳を出しペンを握る。

「ふむ。――ルチア、イヤだけど、ガマンする……オンナ」

「きゃぁああああやめてぇえええええええええ!!　メモしないでぇええええええ」

　ルチアはハルキのペンを奪うばい、メモした紙を強ごう引いんにちぎった。

　くしゃくしゃにして、手の平に炎ほのおを出して紙を灰にしてしまった。

「……うるさい女だな」

「誰だれのせいよっ」

　まったく、とルチアは埃っぽいベッドに腰かけた。

　ハルキは、自分の鞄かばんから手の平サイズの小箱を取りだした。

　聞かれたくない話をするとき、このアイテムは重宝しているのだ。

「何、それ」

「防音機オルゴール。メロディが鳴っている間は、曲が聞こえる範はん囲い内ないの音を外部へ漏もらさないようにするものだ。外からの音はしっかりと聞こえる」

　規定の音を奏かなでると防音効果を発揮する術式が組み込んである――と、製作者のモグラが得意げに以前説明をしていた。違う曲にすれば効果もまた変わるのだとか。

「そんなものあるんだ。へぇ～」

　ルチアが蓋ふたを開けるとゆるやかな曲が流れはじめた。

　念のためルチアに部屋の外へ出てもらいハルキが中で「まな板星人、ルチア」と大声を出すが、外のルチアには一いつ切さい聞こえていなかった。

「ねえ、さっき何て言ったの？」

　戻もどってくるなりそう尋ねるので、何でもいいだろうと濁にごしておいた。

「ケチね。教えてくれたっていいじゃない。……それで、ずっと聞こうと思ってたんだけど、カイルがこの世界の【アリス】ってことでいいのよね？　ハルキ、本当に勝てないの？」

「負けはしないが現状手がない。あれでは、どれだけ攻こう撃げきしても意味がない。痛覚に耐たい性せいがありそうだし、矢があれだけ刺ささって痛みで気絶しないなら、俺がどれだけ切り刻んでも結果は同じだろう」

　あんな戦せん闘とうを見せつけられては、準備なしで戦おうという気にはならない。

　ルチアもそれを思い出したのか、ふうんと鼻を鳴らす。

「あのお姫様とカイルは、国王が決めた結けつ婚こん相手なんでしょ？」

「らしいな。それが？」

「私っ、わかっちゃった」

　得意そうにルチアはにいっと唇を曲げた。

「どうした、何がわかった？」

「ええっとね、あのお姫様、きっと城下町に好きな人がいるのよ！　絶対にそう！」

「どうしてそう断言できる」

「女のぉ～」

　間をあけて、さも重要そうに言う。

「……勘かんって、ヤツ？」

　どうだ参ったか、と言わんばかりの今日一番のドヤ顔である。

　ハルキは「訊いた俺がバカだった」と、小さくため息をついた。

「あの二人がお互いに好きな者同士――恋こい人びとではないことくらい見ればわかる。どちらかが一方的に恋をしているというのでもなさそうだ。だが、城下町に好きな人がいると言ったな？　なぜそう思う？　何か情報源があるのか」

　理り屈くつや理論はメチャクチャだが、たまに鋭するどい指し摘てきをすることをハルキは知っている。

「なぜ？　決まってるじゃない！」

　ルチアは立ちあがって手を組み、憂うれい顔で芝しば居いがかった口調をした。

「お父様が決めた騎き士しとの結婚。でもお姫様には幼い頃ころ結婚を約束した男の子がいる。けど彼かれは平民の出。でも！　身分の差なんて愛には関係ない！」

「…………で？」

「お姫様と許嫁の二つが揃そろえば、城下町に好きな人がいるって相場が決まっているもんなのよっ！」

「いつ決まった相場だ、それは」

　聞いても無む駄だだったなと反省しつつ、さらにしゃべろうとするルチアを遮さえぎり、ハルキはぱんぱんと手を打った。

「今後の捜そう査さ方針を話そうと思う」

「え、なに今の？　手ぱんぱん」

「ルチアのターン終しゆう了りようのお知らせだ」

「なによ、それ」

「当面は、カイルの『副作用』を探さぐることに注力する」

　世界に混入した異質な存在である【アリス】。

　その異常な力に対し世界は自然と均きん衡こうを保つ働きをする。

　結果、原理が変わり、世界の法則が組み替かえられる。

　それが、【アリス】に対して起きる『副作用』だと言われている。

「『副作用』……【アリス】に世界が用意した均衡――唯ゆい一いつの欠けつ陥かんだっけ」

　先日の勇者のように、戦闘中の欠陥なのか日常的な欠陥なのかは様々だった。

　本来一個人が扱あつかえるはずのない膨ぼう大だいな力を取りこんでしまうせいで起きる欠陥。

　それが【アリス】打だ倒とうの糸口になるため、『副作用』がわからない限り無む暗やみに攻こう撃げきしないのが基本だ。

「『副作用』がなんなのか、自覚はあるようだったが」

「すっごく仲良くなって、『副作用』を教えてもらうのはどうかしら？」

「ん。案のひとつではある。だが、親密度をあげたとしても、俺たちは奴の家族でも知ち己きでもない赤の他人だ。関係を築くのに細心の注意を払う必要があるし、長期的な任務となってしまう」

　仲間ということでここまでくっついてきたが、弱点を探るような不審な動きがバレれば、近づくのは困難になるだろう。

「前回の勇者のときもそうだったけど、難しいのね……」

「前回の勇者は戦闘中の『副作用』でわかりやすかったが、今回は」

「穴、見当たらないものね……。超ちよう攻撃に防ぼう御ぎよ、というか回復？　なによあれ、反則よ」

「【アリス】とは、そういうものだ」

　カイルの能力が超攻撃のみなら、即そく時じ武力行使に出てもよかった。

　だが奴やつの体は、魔法はおろか、矢も槍やりも剣けんの攻撃を受けても即回復してしまう。

　攻こう守しゆ万ばん能のうな力なので、おいそれと手は出せない。

『異界書記』の力を本人が自覚することはないため、得る能力は基本的に【アリス】の願望や考えが及およぶ範はん疇ちゆうとなる。

【アリス】がその世界からいなくなれば、自動的にその力を失うことになる。

　だが、元の世界へ戻すためには、世界自身が【アリス】用に組み替えた法則、『副作用』を知り、『異界書記』で調整しなくてはならなかった。

　目を細めハルキは手を顎あごにやった。

　カイルの目的は敵軍撃げき破はだった。

　もし魔法、剣などの攻撃に回数、時間等の制限があるのなら、無駄に地ち竜りゆうを攻撃したりしなかっただろう。体たい捌さばきにも不自然さはなかった。

　いずれにせよ、推測するには材料が少なすぎる。

　固定観念や前提を持っていると事実が見えにくくなる。

　ハルキは頭を振ふり一いつ旦たん考えるのをやめた。

「管理課が設定した外部プロテクトが、【アリス】の異世界転移を防いでいたらこんなことにはならないのに」

　ルチアが唇を尖とがらせるとハルキがたしなめた。

「そう言うな。管理世界は多いし、突とつ発ぱつ的てきに起きる次元干かん渉しようをすべて防ぐことは難しい。それに」

「次元干渉が起きたからって必ず【アリス】が出現するとは限らない……でしょ？」

「ん、その通りだ」

　次元干渉が起きると世界間に通路が出来ることがある。

　異常を感知した管理課ではすぐさま原状回復を図はかり通路をなかったものにするのだが、そのわずかな間に世界間を行き来してしまう存在がいる。

　それが【アリス】だ。

「さて。一段落したし、ちょっと呼び出そうかしら」

　ルチアがホログラムに触ふれながら端たん末まつを操作すると、ひと抱かかえほどの鞄が現れた。

　次元転移と複製技術の応用だ。

　一定の質量までなら、設定しておいた物を現場に取り寄せることができる。

　ハルキはほとんど荷物を必要としないので、鞄も小さく背負えるものを持ってきている。もちろん、転送設定できないというのもあるが。

「これとか、使えない？」

　鞄を漁あさって取り出したのはスタンガンだった。

　スイッチを入れるとバリバリバリッと凄すさまじい勢いで電流が走る。

「この魔法の電でん撃げき箱で、隙すきをついて……」

「雷かみなりの魔法はカイルには無効だったしマヒもしなかった。炎えん弾だんを食くらってもビクともしなかったことから、ルチア、おまえの最大火力でもダメージが入るかは少々怪あやしい」

　戦うなと遠回しに釘くぎを刺さしておいた。カイルは水の魔法も使える。

　炎を使うルチアは不利になるだろう。

　それに、魔ま法ほう合戦が互ご角かくだったとしても、剣を使えるカイルのほうが有利になる。

　ルチアは鞄の中から色んな道具を取り出していった。

「……どれもガラクタばかりだな」

「うるさいわね、文句言わないでよ」

　香こう水すい、花か瓶びん、虫かご、プラスチック爆ばく弾だん。

　……ひとつ生々しいのがあった。一応何なのか尋ねてみた。

「おい、ルチア、これは」

「ボタンを押すとドーンってなる、んーと、魔法の火か炎えん玉？　がどうしたの」

　用よう途とは知っているがカラクリは知らないらしい。

「これは？　花瓶だが花がない」

　手の平サイズの小さな花瓶だ。ルチアはそれを手に載せる。

「これね、魔力を流すと……ほらっ」

　ぐぐぐ、と茎くきが伸のびて、小さな花がぱっと咲さいた。

「ちっちゃくてかわいいでしょー？」

　それだけか。ハルキは思わず嘆たん息そくした。

　続いて虫かご。

「妖よう精せいを捕つかまえておくカゴよ」

　もしハルキが自分の出身世界にいたなら『頭大だい丈じよう夫ぶか』と疑うところだが、実際、魔力で羽を作ったり魔力で空を飛んだりする生物はいる。

　香水に至っては、用途はそのままだった。

「良い匂においするの、これ」

　小さなボトルの頭を押すと、液が霧きり状じようにシュッと吹ふき出て、柑かん橘きつ系けいのさっぱりした香かおりが部屋に広がった。

「無駄なものばかりだな。他にないのか」

　ルチアを押しのけハルキが物色しはじめた。

「あ、ちょっとやめてよ、私の荷物も入ってるんだから！」

　ハルキの襟えりをひっぱりどうにか荷物から剥はがそうとするが、ハルキは意に介かいさない。

「何を隠かくしている。……まさか――危険薬物か？」

「そんなもん隠してないわよ！」

「異管法に抵てい触しよくするのなら、捜そう査さ官かんと言えど厳げん罰ばつの対象に……」

　ごそごそと探り、柔やわらかい生き地じを掴つかみ引っ張り出した。

　ぴらーん、という擬ぎ音おんと共に出たのは、白い三角形の布だった。ところどころにリボンをあしらってあり――

「わぁあぁああっっ!?」

　顔を真っ赤にしたルチア。対照的に何の色も浮うかべない無表情なハルキ。

「？　……これは――」

　ハルキの手中にあるソレをルチアがさっと回収し、ポケットに押し込む。

「そ、そそそ、それ以上何も言わないで!!　セクハラ、ヘンタイ、シスベシ」

　がっとハルキの首にルチアの腕うでが巻きつき、徐じよ々じよに絞しめられていった。

「が……ッ、キサマ……」

「私は、一人の女の子として、部下として、謝罪を要求するわ。セクハラ、ヘンタイ、パワハラハルキ」

　腕をほどき、ハルキが息を整えている隙にルチアは鞄の口を急いで閉めた。

「俺おれは仙せん波ばハルキだ。妙な名前にするな。下着を入れているのならなぜそう言わない」

「天然なの？　ねえ、天然なの!?　考えたらわかるでしょフツー！　いちいち言わないわよ恥ずかしいからっ！　罪よ、女の子の下着ぴらーんした罪！」

「罪だと？　異管法何条何なん項こうに条文が記き載さいされている。罰ばつ則そく規定は？」

「そんなもんないわよ！　男女のモラルとマナーとプライドの問題よ！」

　鼻息荒あらく目を吊つりあげるルチアを見て、これは謝あやまったほうがいいと悟さとったハルキ。

「済まなかった」と小さく頭をさげた。

「今度漁ったら、燃やすから」

　可燃物を見るような冷めた瞳だった。

「わかった、漁らない」

　そう言えば、とまだ今日は何も食べていないことを思い出す。

　食事は自分たちで用意するのだろうか。

　良いタイミングで扉がノックされた。使用人がやってきたのだろう。

「外からの音は聞こえるのね」

「あくまで付近に音を漏らさないだけだからな」

　パタリと防音機の蓋を閉めるとメロディがやんだ。

　ルチアが立ちあがり扉を開けると、そこには意外な人物がいた。

「今、時間」

　先ほど紹介された姫、キルシーが一人で立っていた。

　判断を仰ぐようにルチアが振りかえると、ハルキは静かにうなずいた。

「あ、じゃあ、どうぞ」

　ルチアが招き入れると、勧すすめた椅子へキルシーは優ゆう雅がに腰こしかけた。

　呼びつけるでもなく、わざわざ一人でこの部屋までやってきた真意がつかめない。

「どうかされたのですか？」

　柔にゆう和わな仮面を装備し様子見の一言を投げかけると、ハルキはかすかな変化を感じとった。

　先ほど紹介されたとき、こちらへむけていたキルシーの不審感がなくなっている。

　カイルが怪しい者じゃないと言葉を尽つくして説明してくれたのだろうか。

　キルシーの唇がかすかに動き、何か言おうとして止まる。

「あの……キルシー姫？」

「……話は、聞かせて、もらった」

　端たん的てきな物言いというよりは、他人と話し慣れていないようなそんな印象を受ける。

　しかし、話とは何のことだ。

　違う世界からやってきてしまったという話を改めてカイルから聞いたのだろうか。

「あぁ……いや、気づいたらこの世界に来てしまっていて、本当にびっくりです」

　ハハハ、と明るく笑い飛ばすと無表情のままキルシーは小さく首を振った。

「それではなく。カイルを倒たおすという話」

　ハルキは微び笑しようを崩くずさないままでおいたが、ルチアは動どう揺ようを顔に出している。

『どうすんのよ、聞かれてるじゃない』と真しん剣けんな目をして袖そでを引っ張ってくる。

　どうして聞かれた――？

　防音機はちゃんと作動していたし、効果も確認した。

　だが、今重要なのは原因を探ることではない。どう対処するかだ。

　目で余計なことは言うなよ、とルチアに釘を刺すと小さくうなずいた。

「カイルさんを倒す、話でしょうか」

　無言はまずいだろう、とハルキは言われた言葉を繰り返す。

　内ない緒しよ話を聞かれたこと以上に、不思議なことがひとつある。

　二人が許嫁に仇あだなす輩やからと知った彼女は、一人でこの部屋へやってきた。

　何か、おかしくはないか？

　説得すれば、諦あきらめて帰ると思っているのか。

　だとすれば、世間を知らないにもほどがある。

　そんな話はしていない、と隠すより、誤ご魔ま化かすほうがいいだろう。

　キルシーの来意を掴むまでは。

「いえいえ、あれは何と言いますか、もし自分がカイルさんの敵だったなら、どうするかという話です。自分ならどう戦うのか考えるのがクセになっていまして」

「……そう」

　どうやら信じてもらえたようだが、キルシーは小さく肩かたを落とした。

　この違和感……この反応では、まるで。

「キルシー姫は、カイルさんとの婚姻関係はどう思っているんですか？」

　ド直球なルチアの質問だった。

　たぶん、捜査としての探りではなく、個人的に訊ききたかっただけなのだろう。

「お父様の決めたこと。わたくしが意見を挟はさむ必要はない」

　こう訊かれたらこう答えると決めているように、さらさらとしゃべった。

　きらーんっ、とルチアが目を光らせた。

「やっぱり！　城下町に結婚を約束した男の子がいるのね!!」

「――いない、そんな人」

「あ、あれ？　そ、そうなの。ですか」

　黙だまったままうなずいて、キルシーは立ちあがった。部屋を出ていくのだろう。

　感情が見えにくい表情に、ほんの少しの落らく胆たんが見えた。

　確認を取りつつ、外そと堀ぼりを埋うめて核かく心しんに迫せまるか、それとも一気に切り込むか。

　キルシーがやってきた理由が、ハルキにはなんとなくわかっていた。

　だが、万一違っていればカイルに情報を共有され、危険人物として宮殿を追い出されるだろう。

　ハルキが逡しゆん巡じゆんしていると、ルチアが能天気に訊いた。

「カイルさんのことは好きじゃないの？」

「難しい、話」

「好きか嫌きらいか、で言うと？」

　キルシーが答えに窮きゆうし口を閉ざした。

　それだけで充じゆう分ぶん――とある可能性を示した。

　ぎくしゃくしたカイルとキルシーのやりとり。

　カイルを倒す話をしていると聞きやってきたこと。

　誤魔化したときの反応。

　……動機はわからないが、まず間ま違ちがいなくそうだ。

　ハルキは無言のまま部屋を出ていこうとするキルシーを呼び止めた。

「待ってください」

　キルシーの意図するところは、おそらくこちらと一緒なのだ。

　これなら本当のことを話しても問題なさそうだ。

「聞かれたとおっしゃったのは、僕ぼくたちがカイルさんを倒す方法を話し合っている所に対してですね？」

「……盗ぬすみ聞きしたことは、謝る」

「まず、僕たちは貴女あなたに危害を加えるつもりはない。……わかっていただけますか？」

　言葉の裏の意味をわかって欲ほしい。

　不利になるようなことはしない、そう言ったつもりだった。

「当たり前じゃないそんなこと。私たちがキルシー姫をどうこうしても意味ないわ」

　ルチアの言葉が後を押したのか、こちらに向きなおったキルシーは言う。

「先ほどの質問、もう一度、訊いても」

「ええ」

「カイルを倒す話、あれはどういう意味」

「先ほどは誤魔化してしまい、申し訳ありません。……そのままの意味です。貴女が聞いた通りの。貴女が考えているのと、同じ意味です」

　息を呑のんで、キルシーは唇を引き結んだ。

　小ぶりな唇が震ふるえ、目元を安あん堵どにゆるめると瞳に涙なみだが浮いた。

　そして、頭をさげた。

「お願い。わたくしにカイルを止めるための力を貸して」

　おねがい、します……。

　吐と息いき交じりのか細い声に、ハルキとルチアは顔を見合わせた。

　キルシーの事情を聴きくため、ハルキは椅子に、少女二人はベッドに腰かけた。

　また防音機が必要になりそうなので蓋を開ける。

　どうして自分たちがカイルを狙ねらうのか、その事情は説明しておいたほうがいいだろう。

「俺たちは、カイルのような違う世界からやってきた人間を捕とらえ、元の世界へ連れ帰る仕事をしている。奴を説得するか戦って拘こう束そくする必要がある」

　事情を話すと決めたハルキは素すの表情で接した。

　信じてくれるかどうかわからなかったが、カイル自身が異世界から来たことを公言している。

　異世界から来たと言ってもそれほどキルシーは驚おどろかなかった。

　もしかすると、カイルを倒してくれる人間なら、子供だろうが大人だろうが異世界人だろうが、構わないのかもしれない。

「……わたくしの侍女に、音を拾う特とく殊しゆな魔ま法ほうを使う者が……、貴方あなたたちをこの部屋にご案内したレアという侍女。その……ごめんなさい」

　その侍女に、不ふ審しん者しや二人の会話を拾うように指示していたらしい。

　道理で、とハルキは合点がいった。

　カイルが連れてきた得体の知れない二人を警けい戒かいするのは当然だろう。

　防音機は外へ漏れないようにするだけの機械。音そのものを消す道具ではないのだ。

「今の会話を聞かれている可能性は？」

「……わたくしが指示しない限り、彼女は魔法を使わない」

「確かに、目的が同じなら力を合わせたほうが合理的だ。しかし、どうして俺たちに？　他に同じ目的の反カイル勢ならいそうなものだが」

　うつむくキルシーの表情に影かげが落ちる。

「いるには、いる。けれど、カイルの勢いに誰も逆らうことができないでいる。戦う力も宮きゆう殿でん内ないの発言力も」

「なるほどな」

　ちょんちょん、とルチアがハルキの服の裾すそを引いた。

「ね、どゆこと？」

「あんな力があるせいか、この国は戦争では連戦連勝。力で敵かなわないのは当然として、国に大きな利益をもたらす英えい雄ゆうの言葉には、耳を貸してしまうだろう」

　静かにキルシーがうなずいた。

「国王のお父様だけではない。大臣や他の将軍も、誰もカイルのしていることに反対しない。カイルが中心になり大きな勢力を築いている」

「それに反対する奴は、どうなると思う？」

「仲間外れになる？」

「そうだ」

「そういうことだったのね。もう最初からそう言いなさいよ。相変わらず回りくどいんだから」

　まったく、とルチアは眉まゆを寄せると、首をかしげた。

「え。でもそれ、おかしくない？　カイルは英雄なんでしょ？　戦争で勝って、いっぱい賠ばい償しよう金きんとか資源とか食料をふんだくるんでしょ？　国からすれば良い奴じゃないの？」

　そう、だからハルキもキルシーの動機がわからなかった。

　決して仲は良いとは言えないキルシーとカイル。だが、カイルが利益をもたらしているのは確かなのだ。

「わたくしは、カイルを止めたい」

「しかし何な故ぜ。一度誤魔化したのは、君の動機が見えなかったせいもある」

　ルチアがハルキに耳打ちした。

「やっぱり他に好きな人がいるのよ。ちょっと他人に言うのが恥はずかしかったのよ、きっと」

「馬ば鹿かな。それだけで？　国の利益と色いろ恋こいを秤はかりに載せるのか。あり得ない」

「恋する乙おと女めのパワーを侮あなどっちゃダメよ？」

　まさか――と思いキルシーを見ると、

「そのようなことはない」

　真っ向からルチア説を否定した。こそこそ話は聞こえていたらしい。

「じゃあ、どうして？」

　キルシーは訥とつ々とつと語りはじめた。

「このガレシア大陸は広大で、アステリア王国を含ふくめいくつも国家がある。小さな争いはあったけれど、ほんの半年ほど前までは、戦争なんて起きたことなどなかった。仲の悪い国もあるけれど、戦争をするほどではなかった。本当に、平和だった」

　ほんとうに。

　噛かみしめるように言うキルシー。切実な想おもいが声に詰つまっている。

「……半年前、カイルが現れるまでは」

　それからは、本人に何度か聞かされた武勇伝と同じ。

　この世界へ事故でやってきてしまったカイルは『異界書記』の力を遺い憾かんなく発揮し、魔ま法ほう騎き士しになった。

　カイルの発言力はやがてどの大臣をも凌しのぐようになり、王から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せられるようになった。

「兵を徴ちよう集しゆうし武具を作り兵ひよう糧ろうをかき集める……。わたくしの国は、いつの間にか他国を侵しん略りやくする野や蛮ばんな軍事国家となってしまった」

　それに合わせ、周辺国家も軍事力を高めるようになった。

　英雄カイルを擁ようするアステリア王国に負けないように。

　強大過ぎる力が、世界を歪ゆがめてしまったのだろう。

【アリス】なら、戦乱を生み出すことさえ容易たやすい。

　そしてそれを鎮しずめるのもまた【アリス】なのだった。

　物静かに語る彼かの女じよの話の中に、平和という単語がいくつも出てきた。

　平和を取り戻したい。

　その気持ちは痛いほど伝わった。

「けれど、わたくしに協力する者はいなかった」

「当然だ。戦勝国で、軍備を増強している最中に、『戦争をやめよう』なんて言えば……」

「『空気読めよ、おまえ』ってなるわよね」

　権力のある為い政せい者しやほど失しつ脚きやくすることを恐おそれるため、キルシーの味方は出来ないのだ。

「……宮殿内は、カイルの味方しかいない。わたくしの味方は側仕えの侍じ女じよくらい。だから、貴方たちに協力を。お願い。カイルをわたくしは止めたい」

　意志の強い光を宿す瞳ひとみは、したたかに輝かがやく宝石のよう。

　雪解け水のように冷たく、雪の結けつ晶しようのように綺き麗れいな顔にハルキはしばし目を奪われた。

「……、協力はする。こちらこそ願ってもない申し出だ」

　キルシーは目を伏ふせてボソボソと「ありがとう」と言った。

　さっそくだが、聴ちよう取しゆをはじめることにした。

「カイルとキルシーは、いつからあんな険悪な関係なんだ？」

「きっかけは、たぶんあれだと思う……。わたくしがまだ、許嫁いいなずけをちゃんとしようと思っていたとき。カイルが風か邪ぜをひいたことがあった」

「イ、イベント発生！　イベント発生！」

　ルチアが一人盛りあがっている。

「……わたくしが病人食を作って、持っていって」

「わぉ、手作り！」

「ルチア、少し黙れ。……続きを」

　興奮するルチアをいさめて、ハルキはキルシーを促うながした。

「麦むぎ粥がゆと風邪の特効薬を溶とかした薬湯を持っていった。けど……お口に合わなかったみたいで……焦こげたような変なにおいもしていて……」

　残念そうに顔を伏せるキルシーに「悪いのはカイルよ」と、ルチアが言う。

「普ふ通つう、マズくても全部食べるのが男ってものでしょうが」

「フォローになってないぞ」

　むしろ傷つけている。

　口に合わない、というのは異世界人ならではだろう。

　基本的に何でも口にするハルキでも馴な染じめない味の食べ物というのは確かにある。

　キルシーの作ったものが不味まずかったという可能性も大いにあるのだろうが。

「麦粥を口に入れて嫌いやそうな顔をして、薬湯で流し込もうとしたようだけれど……」

　そのままカイルは口元を押おさえて部屋を出ていったそうだ。

「心配になって追いかけると、来るなと怒ど鳴なられた。それ以来、顔を合わせると機き嫌げんが悪くなって……避さけられるようになった」

「器うつわのちっちゃい男ね」

「それから、結婚相手という関係だけが続いている状態」

「わかったわ！　この不ふ肖しようルチアが、キルシーとカイルの関係が上う手まくいくように」

「カイルは、決められた相手というだけで、好きでもなんでもない」

「あ……そっか。城下町に本当は好きな人がいるのよね」

「いない」

「おまえは人の話を聞いてないのか」

「とにかく！　私たちは仲間なんだから、握あく手しゆよ握手」

　ルチアは手を差し出し、戸と惑まどうキルシーの手を握にぎって改めて自己紹しよう介かいした。

「私はルチア・ファッハ。異界管理局の捜査官よ。こっちの朴ぼく念ねん仁じんハルキと一いつ緒しよに任務をこなしてる」

　うなずいたキルシーがこちらに目をやると、ハルキも改めて自己紹介した。

「仙波ハルキ。右に同じく捜査官だ。ルチアは部下にあたる。こいつは大して役に立たないが、食材を切る際は、このまな板を是ぜ非ひ活用してやってほしい」

「？」

「燃やすッッッ!!　誰がまな板よ――っ!!」

「悪口ひとつ聞き流せないとは。おまえはこれから『まな板』という単語に反応し続けて生きるのか？」

「うるさいわよっ」

　今にも噛みついてきそうなルチアをどうどうと両手をかざしなだめていると、くすっと品の良い笑えみをキルシーが漏もらした。

「ルチア、きっと大きくなる」

「う～、キルシー良い子……」

「王女は、すでに王女級だからな」

　しっかりと存在を主張するキルシーの胸を見て、ルチアの表情がさっと冷めた。

「……なに、憐あわれんでたわけ？」

「小さくても一部の人は好き。……たぶん」

「私は、王道を行きたいのに……」

　気の毒そうにキルシーはそっと目をそらし、ハルキは優やさしく肩を叩たたいてうなずいた。

「――諦めろ」

「ふえ、ぐす、……ふぁあああああああん、ハルキのあほたれぇええーっ!!」

　ばーんと勢いよくルチアが扉とびらから出ていった。と思ったらすぐに戻ってきた。

「追いかけてきなさいよ！」

　面めん倒どうな奴だな、とハルキが小さく息をつくと、キルシーがまた破顔した。







二章







　朝食を済ますと、カイルに呼び出された二人は、使いの案内に従い廊ろう下かを進んでいた。

　くるくると指に髪かみをからませ、ルチアが不思議そうな顔をした。

「用って何なのかしら」

　前を歩く使いに聞こえないよう、ハルキは皮肉っぽく言った。

「さあ。自じ慢まん話ばなしの披ひ露ろうでなければ何でも構わない」

「よねぇー。話変わるけど、やっぱりハルキ、ちゃんと座すわって寝ねたほうがいいわよ。私に気を遣ってくれてるんなら、ありがと。……それとごめん」

　ルチアがベッドを使うのでハルキは立ったまま睡すい眠みんをとったのだ。

「脳を休めることさえできれば、それで構わない」

「そう？」と釈しやく然ぜんとしなさそうなルチアは、窓の外を見ながら言った。

「ベッド使いたいって言うんなら、半分こしてもいいのでっ」

「眠ねむれば、レム睡眠の時間帯が訪おとずれる」

「あれ、無視された……。レ、レム睡眠が何よ」

「いや。眠るのが嫌いなだけだ。時間の無む駄だでもある」

　眠ると決まって見る悪夢。起きたとき、余計に疲つかれているのだ。

　コンコンと使いが扉をノックすると、中からくぐもったカイルの声が聞こえる。

　中へ入ると、使いは一礼してすぐ部屋を出ていった。

　さすがは魔ま法ほう騎き士し兼けん王女の許嫁の部屋。

　廊下のものより贅ぜい沢たくな絨じゆう毯たんに、大きなガラス窓。隅すみにあるベッドは雪原のように真っ白。

　あれに比べれば、ハルキの部屋にあるベッドは雑ぞう巾きんを集めて作ったようなものだ。

　上等なソファ二脚きやくの間にローテーブルが置かれている。

　執しつ務む用の机の上に足を投げ出し、カイルは頭の後ろで手を組んでいた。

　腰かけるように勧められ、ハルキとルチアはソファに座った。

「どうだ、眠れたか？」

　ハルキはにっこりと笑って答えた。

「ええ。それはもう十分。疲れていれば、どんなベッドでも」

　少し冗じよう談だんめかして言うと、ククとカイルは苦く笑しようする。

「いやぁ、その点は悪いと思ってるんだぜ？　しかしな」

「承知しています。不審者を堂々と客室に案内するわけにはいかないでしょう」

「ああ。オレの仲間だったとしてもな。一応戦時中だからよ。万一、二人が他国からの暗殺者だったら、とか。そういうの警戒してんだ」

「いえ。牢ろうで寝ね起おきするハメにならないだけで十分です。それに、食事も。ありがとうございます」

　ハルキは慇いん懃ぎんに頭をさげる。慌あわてて隣となりのルチアも頭をさげた。

「当たり前だろ。この世界に事故でやってきちまった同士だ」

　仲間意識なのだろう。むしろ、心細いのはカイルのほうではないのかとハルキは思った。

「それで、ご用というのは？」

「そうだった。居い候そうろうってのも居い心ごこ地ちが悪いだろ？　ハルキはオレの軍に入れ。オレの剣を受け切れるレベルなら、すぐに仕官になれるはずだ」

「えと、私は……？」

「ルチアはオレの秘書をしてもらう」

　容よう姿し端たん麗れいという言葉はルチアのためにあるようなもの。

　人目を引く見た目とすらりとした体形をしている。

　秘書が似合うと言えば似合う。ただ、唇くちびるに接せつ着ちやく剤ざいを塗ぬっておく必要はありそうだが。

　しかしこれはチャンスだ。願ってもない申し出。

　目配せしてもルチアは気づかず、内気な子供のようにもぞもぞと手を触さわっている。

「私も軍のほうがいいな、なんて。あっちにも魔ま法ほう使つかいいるみたいだし、そっちのほうが」

「嫌なのか？」

　据すわった目でカイルがルチアを見つめると、空気が張はり詰めた。

　思い通りにならないなら排はい除じよはやむを得ない――言外に瞳がそう語っている。

　ほぅとハルキはこの状じよう況きようですら観察を続けていた。

　おそらく、年の頃ころは自分たちと同じくらい。なのに、ひと言と態度で途と轍てつもない圧力をかけてくる。

　能力から来る自信が強きよう硬こう的てきな態度をとらせているのだろう。

　こちらも力を知っているぶん、弱よわ腰ごしになりがちになる。

　文官風ふ情ぜいなら雰ふん囲い気きに呑まれて当然。

　こうして、カイルは宮殿内の発言力を高め、国の中心になってきたのだろう。

「嫌っていうわけじゃなくてですね……、私なんかに務まるかなぁってシンパイに……」

　弱ったルチアはハルキに視線を一度送る。目が訴うつたえていた。

『助けて、ハルキ』

「――カイルさん、キルシー姫ひめが許嫁なら、あまり側に年頃の女は置かないほうがいいのではないですか？」

　気づけば、口が動いていた。

　キルシーの名前にカイルは一いつ瞬しゆん嫌いやそうな顔をして、すぐにイラついたような表情になった。

「あァ？　おまえには関係ねぇだろうが」

　身動きすれば肌はだが切れそうなほど、空気がひりつく。

　結構な迫はく力りよくだ。

　だが、ハルキは笑え顔がおを絶やさない。

「いえいえ、キルシー姫がどうというのは建て前。側に置くのなら家いえ柄がらが確かな女がいいかと。急に現れたどこの馬の骨とも知れない女が側にいたのでは、子女の不興を買いかねません。反発感情の火種は少ないほうがいい。そうは思いませんか？」

「確かにそうだがなぁ、もう既すでに貴族のオンナたちはオレの周りにゃたくさんいる。だから一人増えたところでどうということはない」

　貴族の女がたくさんいる、か。

　ニコニコする裏で、ハルキは言葉の端はしから情報を集めていた。

「どうもしていないのは、全員が貴族の娘むすめだからでしょう。その中、同じ境きよう遇ぐうだったからとルチアを加えては嫉しつ妬とを買います。貴方が庇かばえば、ますますその火は燃え上がるでしょう」

「そんときはオンナを切り捨てればいい」

「おや、聞き捨てならないですね。国家の中で、何かを為なし得えたいのなら、女を軽視すべきではありません。いつのどこのどんな国でも、権けん謀ぼう術じゆつ数すうの裏には女がいるものです」

　貴族の娘を公然と周囲に置くということは、キルシーとの仲は、上流階級の誰だれもが知っていると思っていい。

　さらに、貴族との関係も持とうとしているあたり、足場を固めようとしているのだろう。

　カイルも色々と考えているらしい。この世界での将来に。

　ハルキの言葉に一理あると認めたのか、カイルは小さく息を吐はいた。

「わかった。ルチアは、宮きゆう殿でんで何か仕事を見つけてもいいし、魔法部隊に入ってもいい。自由にしてくれ」

　カイルは投げ出すように両手をあげた。

　ちょんちょん、とルチアが手をつついた。

「……あっ、ありがと」

「……」

　ハルキは大きく嘆たん息そくして固く目をつむった。自分に対して大きな舌打ちをする。

　絶好機だったというのに、何をしている。しかし、カイルがルチアに執しゆう心しんしていることはわかった。

　この少女のどこがそんなにいいのだろうか、とハルキは見つめる。

「あ、ありがと……」

　恥ずかしそうにまたお礼を言って、ルチアは目を伏せた。

　調子が狂くるう。

　辞去しようとしたとき、バタバタと扉の外から騒さわがしい足音が聞こえ、激しくノックされた。

「カイル様！　おられますか」

　男の使用人が切せつ羽ぱ詰つまった声をあげた。

「あん？　何だよ」

　面倒くさそうに言って、カイルは両足をようやく机からおろした。

「朝食のあと、謁えつ見けんの間で論功行賞が行われると何度もご説明差し上げたはずです。陛下をはじめ、魔法騎士長様や各大臣はすでにお待ちになっていらっしゃいます！」

「あぁ、そういやそうだったな」

　ちょっと待ってろ、とカイルは立ちあがり、深しん紅くのマントを引ひっ掴つかみ羽織った。

　中へ入ってきた使用人は顔を青くしている。

　皆みな様さまを怒おこらせることになる、とカイルに言っては急せかしているが、当のカイルはのんびり支し度たくをしている。

「細けぇな。待ちたい奴やつは待てばいいだろうが」

　うんざり顔のカイルは子供のように唇を曲げた。

「論功行賞って、なに？」

「戦争で良い働きをした者を皆みなの前で褒ほめ称たたえることだ」

「毎回毎回、面倒なんだよ。オッサンはちくちく小言寄こすしよ」

　人の善い笑みを浮うかべてハルキはカイルをなだめた。

「論功行賞は、カイルさんの手て柄がらを公にする場所でもあります。そう言わずに」

「わかってんよ。仕方ねぇな……」

　使用人の男はその言葉に安堵したように、さらにカイルに急ぐよう伝え部屋を出ていった。

　儀ぎ礼れい用の剣けんを腰に差したカイルは「おまえらも来いよ」と簡単に言ってハルキとルチアを従わせた。

「え。いいんですか？」

　戸惑うルチアにカイルはカカと笑う。

「いいんだよ。誰も何も言えねぇから」

　廊下を急ぐでもなく進み、ひと際きわ豪ごう奢しやな扉を豪ごう快かいに開け放った。

　謁見の間には、正装をした官かん僚りよう風の中高年の男たちが壁かべ際ぎわに整列しており、最さい奥おうの玉座には上品な男が腰かけていた。

　その脇わきには、華か美びなドレスに身を包むキルシーが座っている。

　その様は、台座に飾かざられた物言わぬ宝石のようだった。

　非難の視線が飛とび交かい、眉をひそめる者が後を絶たなかった。一人を除き。

「カイル、待ちわびたぞ」

　よく通る声は、最奥の男のものだった。

　あれがキルシーの父であるアステリア国王だろう。

　気品ある面おも立だちにきれいに整えられた口ひげ。目元に温和な皺しわを刻んでいる。

「わりぃ、遅おそくなっちまって」

　適当に待ってろ、とカイルに顎あごをしゃくられ、ハルキとルチアは入口付近で様子を見守ることにした。

　ルチアが声をひそめた。

「あいつ、王様相手に敬語も使わないの？」

「の、ようだな」

　捜そう査さ官かんもそれなりの文明レベルの世界へ赴おもむくときは、その世界における礼れい儀ぎやマナーを一通り頭に入れておく。

　何せ世界を揺ゆるがす【アリス】を捜さがし、探さぐるのだ。相応の立場の人物に事情を聴くこともしばしばある。

　官かん吏りに呼ばれたカイルが中央へとずかずか歩みより、くぁっとあくびをひとつした。

　取り巻く目線の数々は好意的なものとは言えない。

　カイルが言ったように、『誰も何も言えない』のだ。

　権力闘とう争そうでカイルの尻しり馬うまに乗るのをよしとしても、好こう悪おの感情はまた別らしい。

　アステリア王が玉座を立ち、宝石をちりばめた仰ぎよう々ぎようしい剣けんを手にカイルへ歩みよる。言葉をかけようとしたときだった。

「膝ひざをつかんか、カイル！」

　雷らい鳴めいのような怒ど声せいが謁見の間に響ひびく。

　ビリビリと空気が震えるほどの気勢に誰もが首をすくめた。

「な、何よ、あのオジサン」

　おののくルチアの視線の先に、カイルと似たようなマントをまとう中年の男がいた。

　短く刈かり込まれた白髪しらが交じりの髪は針金のようだった。

　男は大おお柄がらな体の前に儀礼剣をつき、柄つかに両手を置いた。

　片目の上を走る大きな刀傷。怒ど気きを吐き出した唇は一文字に閉じられている。

　こんなお行儀の良い広間ではなく血の匂におい漂ただよう戦場のほうが似合いだった。

　まとう威い風ふうは、まさしく歴戦の将のそれ。

　周囲の武官は迫力に腰こしを抜ぬかしていた。

「よい、ジラル魔法騎士長」

　アステリア王が制すると、ジラル魔法騎士長と呼ばれた男は不服そうに顔をしかめた。

「しかし陛下。式典に遅おくれ、その上にこの無礼。いくらなんでも目に余ります」

　よくぞ言ってくれた、と思った人間が、この空間に何人いるだろう。

　ハルキがそれとなく見ると、奥おくでキルシーが一いつ生しよう懸けん命めい首を縦に振ふっていた。

　アステリア王がキルシーを許嫁にしたのは、もしかすると、カイルをこの国に繋つなぎとめるためだったのかもしれない。
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「わーった、わーった、膝つきゃいいんだろ？」

　辟へき易えきするように頭を振って、カイルは膝をついた。

　善良な笑みをたたえたまま、アステリア王はカイルの戦功を褒め称え、王家に伝わる宝ほう剣けんを下か賜しした。

「王様は、あれでいいのかしら？」

　ルチアのもっともな疑問だった。

「……あの様子。キルシーには少々悪いが、いずれカイルに呑まれるぞ、この国」

　王とは唯ゆい一いつ無む二にで、国にとっては神に等しい存在である。

　王は自らの地位を脅おびやかす者が出てきたのなら、早いうちにその芽を摘つむ必要がある。手段は選ばず。

　カイルの振ふる舞まいを許容しているのは、思おも惑わくのある賢けん王おうだからなのか、それとも考えなしの愚ぐ王おうだからなのか。

　カイルにかける言葉や語調からは、親しみすら感じる。

　ハルキは小さくため息をついた。おそらく、後者だろう。

　歴史上存在した覇は王おう、英雄、傾けい国こくの美女が強いカリスマ性を発揮し、国や世界の中心になれたのは、彼かれらが【アリス】だったからだ。

　その魅み力りよく――魔ま力りよくとも言えるそれにあてられ、心しん酔すいする者も少なくはない。

　不運にも、ここでは王がそうだったというだけのこと。

　キルシーが危き惧ぐするのもうなずける。

　アステリア王が長々と語る言葉を「あん、おぉ」と適当に聞き流すカイルは宝剣をぞんざいに腰に差した。

　呑まれるぞ、と自分で言って、改めてハルキは自分の中で納なつ得とくした。

　貴族の娘と何かしらの関係を作っている以上、カイルはやはり足場を固めているのだ。

　この国に居い座すわるために。

「しかし解げせない」

「何が？」

「カイルは貴族と関係を作っているだろ？　だとすれば、カイルの中で適役になるのはキルシーだ。身分と関係を結んでおきたいカイルにとって、最高の少女のはず。喧けん嘩かしたからといって、そのまま気まずい状態というのはどうにも不自然だ」

「んー。……あ。英雄色を好むって言うじゃない。そういうことなんでしょう？」

「そういうこと、なのか……？」

　リサからもルチアからも鈍どん感かん呼ばわりされるハルキだ。

　その機き微びにだけは聡さといルチアの言を信じることにした。

「キルシーは好みの女の子じゃなかった、とかその程度でしょ、どうせ」

　形だけの拍はく手しゆが起き、こちらへやってきたカイルは「帰るぞ」と言い残し謁見の間をあとにした。

　それに続いたハルキは、大おお股またで歩くカイルの不ふ機き嫌げんそうな背に尋たずねた。

「あのジラルという男は？」

「オレにとっちゃ、目の上の瘤こぶみたいなオッサンだ。魔法騎士長。そのままの意味だ。王国に五人いる魔法騎士を束ねている。軍のトップでもある。細けぇことにるせぇんだよな、いちいち」

　ため息をついてみせるカイル。

「ハルキ、おまえも思うだろ？　礼儀作法なんざ、おまけみてぇなもんじゃねーか」

「その通りではあります。しかし、中身のないその形だけの作法に礼節を見る人間がいることもまた事実です」

　カイルは振りかえりにっと笑った。

「真ま面じ目めな奴め」

　ハルキも微び笑しようで応こたえる。

「そういう性しよう分ぶんですので」

　ルチアは先ほどのやりとりを思い出してか、カイルをずっと警戒し続けていた。

　捜査官としてではなく、女として。

　今カイルがルチアに手を伸のばせば、毛を逆立てて噛みつきそうだ。

「ジラル魔法騎士長は、お強いのですか？」

「あぁ。ガチでやりゃ、オレとたぶん良い勝負するだろうな。正味な話、攻こう撃げきじゃ互ご角かくか少し上を行かれるかもな」

「それほどに？」

　素の言葉がハルキから漏れる。

　カイルが簡単に他人の実力を認めるとは思えない。それなら、かなりの相手なのだろう。

「剣がかなり凄すげぇみてーだ。聞いた話や戦ってるのを見た感じだからよ、実際やったら余よ裕ゆうかもしれないけどな」

　カカカ、とカイルは哄こう笑しようをあげる。

　岩のような重い気配が後ろから近づいてきているのを知っていて言っているのだろう。

　明らかに挑ちよう発はつしている。

　ルチアがちらっと目を後ろへやって緊きん張ちようするのがわかった。

　ジラル魔法騎き士し長だ。

　遠目で見る以上の風格にハルキは小さく息を呑のんだ。

　その威い容ようを子供が見れば、恐ろしい巨きよ人じんだと泣き叫さけぶかもしれない。

「小こ僧ぞう」

　カイルが足を止め、頭をかいた。

「んだよ。まだ何か用あんのかよ？　魔法騎士長様よぉ」

「何事だ、あの態度は」

　これ見よがしに大きなため息をつくと、カイルは面倒くさそうに振りかえった。

「いつものことだろうがよ」

「陛下は寛かん大だいなお方。無礼極きわまりない貴様を許しているだけに過ぎん」

「へいへい。聞き飽あきたって。話、そんだけ？」

「仮にもじきに義父になられるお方であろう。どうして礼を尽つくすことができない」

「イマドキそういうのは流行はやんねえってば、オッサン」

　失うせろよ、とシッシと手を振っているカイルに、ジラルの怒いかりが膨ふくらむのがわかった。

　ハルキはさっと耳を塞ふさぐ。ルチアもそれにならった。

「流行る流行らないではないだろう！」

「……声でけえんだよ」

　うざったそうにカイルは頬ほおを曲げた。

「礼を尽くし忠を誓ちかう。それが騎士の名を冠かんする者の務めだろう」

「これから気をつけまーす。これでいいか？」

　どうだ、と手の平を差しむけると、ジラルは荒あらく鼻息をついた。

「貴様、兵指揮の勉強をしているのか。古今東西の兵ひよう法ほうは？　書を渡わたしただろう」

「あぁ、あるある。埃ほこりかぶってっけど」

「指揮するつもりがないのなら、陛下に具ぐ申しんしろ。彼らは貴様の私兵ではないのだぞ」

「そのへーかがオレに指揮して欲ほしいっつってんだぜ？　オレは要いらねって言ったのによ。やる気ねぇやつに押しつけてあーだこーだ言うのはどうよ？」

「キルシー様との将来がある貴様のことを思っての差配だというのがどうしてわからない。治ち癒ゆ兵も廃はいしおって……。部隊ではどうだ、貴様の言うことを聞く兵はいるか？」

「兵なんか要らねえんだって。……ハッ、オレさえいれば、アンタだって要らねえんだぜ？　魔法騎士長様よ」

「その過信がいつか仇あだになる」

「そりゃ、普通の人間はそうかもしれねぇな」

「陛下が下賜してくださった宝ほう剣けんは、建国時、初代国王が振るわれた剣。みだりに使うでないぞ」

　ジラルはひねくれた子供を躾しつける親のようでもあった。

　火薬の匂いすらしそうな険悪な空気を振りきってカイルは歩きはじめた。

　柔にゆう和わな仮面をつけたまま、ハルキはジラルに言う。

「カイルさんには、あとで言い聞かせておきますので」

「……君は？」

　ハルキは静かに頭をさげた。

「お初にお目にかかります。僕は、先日カイルさんと知り合い、少々こちらの宮殿でご厄やつ介かいになっている、ハルキと申します。こっちはルチア」

　ぺこ、とルチアも小さく頭をさげる。

「こ、こんにちは」

「見苦しいところを見せてしまった。ジラル・グランドという。君が、あのハルキで間ま違ちがいないか？」

「はい、僕がハルキですが」

　言うや否いなや、ジラルにぐっと手を握られた。

　何事かとハルキは目を丸くした。

　厚い手の皮と所々出来ている剣タコ。武の道に真しん摯しな者の手だとすぐにわかる。

　衣服を押しあげる隆りゆう々りゆうとした筋肉。腕うで、肩かた、下半身の筋肉の付き方、腰の長剣を見て、太た刀ち筋すじをそれとなく想像した。

　……相当強い。

　純じゆん粋すいな剣だけの勝負なら、カイルと互角か上をいくだろう。

「カイルの部隊の者から聞いた。剣を受け切った黒くろ髪かみの少年がいると」

「――あ、そう、それハルキのこと!!」

　急にテンションのあがったルチアに、ハルキはひとつデコピンをした。

「いたっ……何すんのよぅ……」

　おでこを両手で押さえて涙なみだ目めでハルキを睨にらんだ。

　ジラルが吐と息いきをついて笑い、握手を解いた。

「カイルの友人なのか」

「ええと、一応……友人というか仲間というか、部下というか」

「あの通り、まったく言うことを聞かないが、君には心を開いているのか？」

「どうでしょう。少なくとも、会話はできます」

　ハルキの軽口をハハハ、と豪快に笑ったジラルは、いかつい相好を崩くずした。

「結構」

「僕はカイルさんの部隊に入ります。何かありましたら、その際は、よろしくお願いいたします」

「うむ。カイルは、知っているとは思うが、キルシー様といずれ結けつ婚こんしこの国を背負う。君のように腕が立ち礼節を弁わきまえる男がそばにいれば安心だろう」

「そんな。買い被かぶり過ぎです」

　ハルキが謙けん遜そんすると、肩を二度叩いたジラルはマントを翻ひるがえし去っていった。

　ジラルを形容するならやはり父親だろう。にしては少々強こわ面もてではあるが。

「なんか、すごい人だったわね」

「ん。長く生きて、キルシーを支えてやって欲しいものだ」

　カイルはもう自室へ戻もどっているだろう。

　部隊に入るはいいが、どうすれば入れるのだろうか。

　ジラルの話によると、カイルの部隊ではハルキのことは少し話題になったようなので、事情を――居候から兵士になることを――話せば、それで誰かしら親切にしてくれるかもしれない。

　廊下を歩く使用人を捉つかまえて隊舎の位置を聞き出したハルキは、さっそく宮殿をあとにした。

「ルチアもついてくるのか？」

「ええ。魔ま法ほう部隊があるんでしょ？　私も一度顔を出しておきたいの」

　ゆるやかな坂道をくだり、活気溢あふれる大通りを横目に過ぎる。

「ねぇ、ハルキ？」

「駄だ目めだ」

「な、何が駄目だっていうのよ。何も言ってないじゃない」

「どうせ市場を見て回りたいと言うんだろ」

　図星を指されたらしく、ルチアが出しかけた言葉を呑んだ。

「……いっ、いいじゃないちょっとくらい！　急ぐ理由はないのよ、私たち。居候してても別に構わないわけだし」

「その分、肩かた身みが狭せまくなるがな。そして、暇ひまだろうとバレればカイルの部屋に呼び出されるぞ？」

　屁へ理り屈くつをこねてでも市場を見て回ろうとしていたルチアが、大人しくなった。

「……隊舎、行きましょ」

「ああ。カイルはずいぶんと嫌きらわれたらしい」

「だって圧力っていうか、上からな感じが嫌いっていうかニガテ」

　マズそうにルチアはぺろっと舌を出す。

「他の、ほら言ってたじゃない？　貴族の娘がいっぱいいるって」

「そのことか。貴族からすれば、カイルを通じて王族に名を連ねるチャンスだ。娘をけしかけたりあてがったりするのは、普ふ通つうだろう」

「それで理由もなくモテているのね？　話を訊きいたら、女の子はみんな嫌いや々いやだったりして」

「町や村にいた少女たちは英えい雄ゆうカイルという記号に憧あこがれている節がある。容姿も良い。本当の姿を知らない分、熱ねつ狂きようしやすいんだろ」

　歩を進めていくと、次し第だいに町の喧けん騒そうも遠ざかっていった。







　教えてもらった隊舎が近づくと、入口付近に馬車が止まっていた。

　侍じ女じよの手を借りて降りてきたのはキルシーで、周囲には二十人ほどの護衛もいる。

「ハルキ」

　こちらに気づいたキルシーが、ドレスの端を持ち走りにくそうに駆かけてくる。

　昨日、力を貸すと言ったことがそんなに嬉うれしかったのだろうか。

　姫ひめ様さま、と諌いさめるような侍女の声も聞こえないのか、群れを見つけた子羊のように走ってくる。

　途と中ちゆう、つま先が段差に引っかかった。

「あぶな――」

　ルチアが手を出すよりも早く、ハルキがキルシーの手をとり倒たおれそうだったところを引きあげた。

「何をそんなに慌てている」

「あ……ありがとう」

「ん。問題ない」

「手離はなしなさいよ、ヘンタイハルキ。何が『問題ない』よ、大ありよっ！」

「ハルキ、手……」

「そうよっ、手よ、手」

「ん？」

「『ん？』じゃないわよっ」

　困ったようにキルシーはうつむいた。

「手、その、離はなして、欲しい……」

「そーよっ、早くっ今すぐにっ！」

　後ろからやかましくするルチアを置いといて、握にぎりっぱなしだった細い手をそうだな、とハルキは何事もなかったように離した。

　キルシーはハルキが握ったほうの手を掴み、胸むな元もとにやったまま押おし黙だまる。

　ハルキは怪け訝げんに思いつつも、疑問をぶつけた。

「隊舎に、何か用か」

「……」

　手を大事そうにさすっているキルシーはどこかぼんやりしている。

「キルシーさーん？　もしもぉーし？」

　おーい、とルチアが目の前で両手を振るとハッと我に返って、ルチアを見てびくりと肩をすくめた。

「ルチア……いつの間に」

「さっきからいたわよ？」

「で、ここに何か用があるのか？」

「……治癒をしに」

「キルシー、何で私の後ろに隠かくれるの？」

「治癒？」

「……そう。わたくしの、魔法」

「何で私の後ろに隠れたままなの？　ねえ？」

「なるほど。ちょうどいい。一度きちんと見ておく必要があった。見学しても構わないか？」

　一応許可は仰あおいでいるが、断られても見るつもりだった。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

「どうしたのよ、ハルキに何かされたの？　ね？」

　ルチアの細い体に隠れたままのキルシーは、ぽつぽつと言った。

「お父様以外の男性に、初めて手を握られた……お話、するのが、恥はずかしい」

「えぇぇ……昨日普通にしゃべってたじゃない。どうしたのよ、急に」

　キルシーはもどかしそうにハルキを見ては、切なそうに目を伏ふせて頬を染めた。

　おかしいなとルチアが首を捻ひねる。

「ハルキ、何か変なことしなかっ、た――はっ!?」

　どういう結論に至ったのか、何かに勘かんづいたルチアは目を見開き自己完結した。

「どうした。どうなっている」

　キルシーはさっとこちらに背をむけて、待っている侍女や護衛を宮殿へと帰した。

　帰りはハルキとルチアが護衛して宮殿に送り届けることになった。

「おい、ルチア。一体何がどうした」

「お、おそらく、キルシーは病にかかったわ。免めん疫えきがないせいで、コロッといってしまった可能性が」

　ハルキは眉まゆをひそめた。

「病……？　熱は？　気分はどうだ？」

　ふるふる、とルチアに隠れたままのキルシーは頭を振った。

「熱はなし。では下げ痢りはどうだ」

「ちょっと、女の子にそんなこと訊かないでよ。言えるわけないじゃない」

「――下痢の症しよう状じようを甘あまく見るな！」

「な、何よ、急に大声出さないでよ。と、とにかく私がよくわかってるから」

「なに？」

「ババババッて嵐あらしみたいにきて、ボアボアボアワワワワッて熱くなっちゃうんだから」

「さっぱり要領を得ん説明だ。詳しよう細さいを具体的に」

「い、嫌いやよ。私がわかってればいいじゃない。どうして言わなきゃいけないのよ」

「どうして？　俺おれが上司でおまえが部下だからだ。報告義務がある」

「ヘンタイもパワハラもセクハラもシスベシよっ。とにかく、ハルキはキルシーに近づいちゃだめよ！」

「何な故ぜだ」

「あんたが原因だからに決まってるじゃない！」

「俺が……病びよう原げん菌きんの温おん床しようだとでもいうのか」

　愕がく然ぜんとしたハルキはたたらを踏ふむように一歩さがった。

　顔を真っ赤にして、ルチアが叫んだ。

「わっ――私だってその病に、お、冒おかされちゃってるのでっ」

「んだと……なんだと……？　い、一体どういうことだ。どうすれば治る」

「え？　えぇ……？　じゃ、じゃあ、お時間あるときに……一いつ緒しよに、町を二人で歩いて、ください」

「それだけでいいのか？　わかった了りよう承しようした。……しかし、一体いつからだ。キルシーはともかくルチアまで。前々回の世界で口にしたものがまずかったのか。いや、だが局のメディカルチェックはフルグリーンだったはず。あぁ、クソッ失念していた。そうか、潜せん伏ぷく期間か。未知のウィルスが数週間俺の体内に潜伏し、最近になって菌きんが活動期間に入った――そういうことなんだな？」

「えっ……？　ええっと、そうよ！」

　ハルキは思わず額を掴んだ。

「クソ、何ということだ。この件は俺の失策だ。しかしどうする――？　……ん。そういうことか。前々回の世界の病原菌ならその世界に何らかの対処法ないしその手て掛がかりはあるはず。至急その世界へ飛ぶ必要がある。まず、リサに事情を話し転移の準備を――」

「リサに連れん絡らくしちゃだめぇえええええ！」

「何故だ」

「ええっと、そ、そこまでしなくても、大だい丈じよう夫ぶだから。命に別条はないし」

「ん。経過を見るということか。わかった。ならばそうしよう」

　ほぅとルチアが小さな胸を撫でおろしていると、後ろからキルシーが控ひかえめに挙手した。

「……わたくしも……」

「無論。町を二人で歩けばひとまずは良いんだな？」

　ぼふん、と蒸気が抜けるような音がして、ふにゃりとキルシーがくずおれていく。

「ちょっ!?　大丈夫、キルシー!?　きっと刺し激げきが強すぎたのよ」

「ショック療りよう法ほうだったのか」

「ええっと、いいからいいから。もう気にしないで」

　曖あい昧まいに笑いながら、ルチアはへたりこむキルシーに肩を貸して立たせた。

　自分がウィルスの温床だと心配していたハルキに、ルチアは「男には感かん染せんしないから安心して」と大して安心出来ないことを言った。

　隊舎の中へ入ると、キルシーの案内に従いぎしぎしと軋きしむ廊ろう下かを歩き別べつ棟むねへ渡る。

　かすかに薬品のにおいがする。こちらは病びよう棟とうなのだろう。

「……ハルキたちは、どうしてここに？」

「ん。カイルの部隊に入れてもらうつもりだ。キルシーは、治癒と言っていたが？」

「……わたくしは、傷病兵の様子を見に」

「治癒の魔法って言ってたわよね？　治しにきてあげるの？」

　こくりとうなずいたキルシー。

「しかし、どうして君が？」

　何かを言おうとしたが、キルシーは口をつぐんでしまった。

　どこの部隊にいようが、兵は戦えば傷つくもの。

　命も落とすし、怪け我がもすれば腕や足がなくなることなど茶さ飯はん事じ。

　キルシーが責任を感じる必要はないのだ。

　もしかすると、戦いそのものに対して責任を感じているのかもしれない。

　聞いた話では、カイルを――アステリア王国を――中心に戦争は起きている。

　王族としての誠意や謝意なのかもしれない。

　国を憂うれい、平和を願う、優やさしい姫ひめ。

　少し、心の内が温かくなったハルキだった。

　同時に、早くカイル対策を編み出さなければとも思った。

　大部屋をいくつか過ぎ、個室に入る。手て狭ぜまな一室は、簡素なベッドがひとつと古びた窓があるだけのものだった。

　迷いない足取りでキルシーは奥へ進み、ベッドの脇に立った。

　横になっている男は、目元口元以外は包帯が巻かれているため、何なん歳さいくらいなのかはわからない。

　おもむろにキルシーは魔ま法ほうを発動させた。両手を受け皿のようにすると、細かく淡あわい青色の魔力結けつ晶しようが手中に生まれ、次々に結合し、治ち癒ゆ魔法となった。

「違ちがう世界の魔法って、やっぱり不思議よねぇ」

　好こう奇き心しんいっぱいのルチアは色んな角度からキルシーの治癒魔法を観察している。

　見ているだけで、溜たまった良くない何かが浄じよう化かされそうな気がする。

　それを大切そうに兵の胸の上に置いた。体の上を蒼あおく静かな波は紋もんが広がる。

「姫様、いつも、ありがとうございます」

　掠かすれ気味の声は若かった。ハルキたちとそう歳としは違わないのかもしれない。

　キルシーは無表情のまま首を小さく振る。

　無表情というよりは、どんな感情を顔に出していいのかわからなそうだった。

「少々訊くが構わないか」

　兵がかすかに顎を引くのがわかった。

「君は、カイル軍の兵で間違いないか？　輜し重ちよう兵はいつもいるのか？」

「いる。でなければ、食う物に困る」

「あぁ、当たり前の質問だったな、済まない」

　部隊の構成くらい記き憶おくしているが、いつもそうなのかどうか知りたかった。

「騎き兵へい二千、歩兵が四千、魔法部隊が五百ほどか。あとは輜重兵と車両程度。いつもこうなのか？」

「そうだ。お強いカイル様は、後続なんて構わず敵のど真ん中に突っ込んでいきやがる。ここにいるみんなは、あいつのせいで怪我したようなもんさ」

「はた迷めい惑わくな将だな」

「あぁ、本当に……」

　行軍中の様子からしてあまり慕したわれているようではなかったが、本当にそうらしい。

「行軍を見せてもらったが……訓練はしていないのか？」

「みんな、あいつが来てもしばらくしてたけど、最近、ダラけてるみたいだな」

　さらさらと聴ちよう取しゆした内容を、以前記していた違い和わ感かんのそばに記入する。

「治癒兵がいないそうだな」

「あいつは、怪我することがないからな」

　ハルキは走らせているペンを止めた。

「……」

「最悪。自分が怪我しないからって治癒兵連れて行かないの？」

　非難の眼まな差ざしでルチアは中空を睨んだ。カイルを思い浮かべているのだろう。

「ん、そうか……」

　ぶつぶつ。ハルキの音以前の言葉たちは発されることなく口の中で消えていく。

「ハルキ？　キルシー他の人診みるみたいよー？」

「怪我をしないなら、そうなのだろうが……」

「もぅ……全然聞いてない……」

　眉を八の字にしたルチアは、退出したキルシーを追った。

　ビリリと何かがハルキの体内を一いつ瞬しゆん走る。

「――ん。……それなら、奴やつとキルシーの件についても――説明がつく。……フン、なるほどな」

　気づけば薄うす笑わらいを浮うかべていた。

「では対策として――いやキルシーに万一があればこの世界にとっての損失に繋がる。巻き込みたくはない。当然俺がやるとしてどうする。俺は魔法が使えないが……そうか、そういうことなら」

　ぶつぶつとつぶやき、礼も言わず部屋を後にするハルキだった。







三章







　まだ活気のある夕暮れの大通りを過ぎ、三人は宮きゆう殿でんへと戻ってきた。

　カイルが監かん視しをつけていることに、ハルキは気づいていた。

　ただ、対象がキルシーなのか、自分たちなのかはわからなかった。

　おそらく、キルシーと仲良さそうにしていることは報告されているだろう。

　許嫁いいなずけ同士は不仲ではあるが、表面上敵対関係でないため、カイルにキルシーとの関係を問われてもかわすことは容易たやすい。

　貸してもらっている部屋へ着くと、ルチアがベッドに小さなお尻しりを勢いよく乗せた。

「ね、ね、ね、ハルキ、何かわかったの？」

　隣となりに楚そ々そと腰かけるキルシーもハルキへ無言で視線を送った。

「いや。まだだ。他人に披ひ露ろうするほどのものじゃない」

「なぁんだ。ハルキが人の話も聞かないほど自分の世界に入っちゃうときって、たいてい何かに気づいたときだったのに」

　つまらなそうにルチアは口先を尖とがらせた。

　きっと癖くせなのだろう。

　それについては自じ戒かいすることにした。

「キルシー、風邪かぜ薬ぐすりは特効薬だと言っていたが、今は持っているか？」

「……ある。少しだけ」

　手て提さげの小さな鞄かばんの中をまさぐり、キルシーは上等な小箱を取り出した。

「何を元に出来ているか、わかるか」

「それはわからない。王家に伝わる貴重なもの。けれど生成法は既すでに失われてしまっていて、残りも少なくなっている」

「そうか。それならスキャンだ。ルチア」

　うなずいて、ルチアは腕の端末デバイスを操作し、キルシーに蓋ふたを開けてもらった。

「こんなことして、どうするの？」

　端末から伸びた青い光線が深緑色の粉末の中に刺ささり、ジジジジと小さな音を立てた。

　キルシーは光線を不思議そうに見つめ、興きよう味み津しん々しんの様子だった。

「情報を送り成分解かい析せきをリサに頼たのむ」

「それでどうするの？」

　またルチアが尋ねると、扉とびらがノックされた。

　やってきたのは以前と同じカイルの使いの者だった。

「カイル様がお呼びです」

　ルチアがハルキの予想と共に異界管理局へ情報を送ると立ちあがった。

「行きましょう、ハルキ」

「お呼びなのは、ルチア様だけです」

「ずいぶんと気に入られたな」

　ハルキは皮肉をこぼして小さく肩をすくめた。

　案内はしないのか、用件だけ告げると使いはすぐに部屋を去った。

　ルチアが不安げにこちらを振ふりかえる。

　確かに、ルチアの容姿が頭ず抜ぬけていいことは認めるが……。

「英雄色を好むとは言うが、キルシーのような美び姫きには手を出そうとしない――」

　不自然だ。不仲以上の何かがあるのは明白。

　またひとつ、確信を得たハルキは口元を曲げた。

「び、美姫……」

　キルシーの締しまった表情が、熱に浮かされたようなぼんやり顔になり、ふらぁ、とベッドに倒れ込んだ。

「ぁあっ!?　キ、キルシー！　ちょっとハルキ何てことするのよっ」

「……何かしたか？　それよりも待たせている。ここは任せて行ってこい」

「え～」

　ハルキは腰こしの後ろへ手をやって、手の平サイズのケースを取り出す。

　中に入っているのは三種類のカプセル錠じよう。滋じ養ようを得るための単なる栄えい養よう剤ざいだった。

　食事が面めん倒どうなときはこれを口にしているのだ。

　手近にあった木のコップに、一種類ずつ落として水を入れると、即そつ効こう薬やくはすぐに溶とけて跡あと形かたもなくなった。

「ルチア、おまえにしか頼めない、重大な任務だ」

「私にしか、頼めない、重大な任務……？」

　目の色が変わった。

「ふふん、みなまで言わなくてもいいわよっ。何を頼みたいのか、わかっちゃったから」

　どうせ何もわかっていないのだろう。

「お色気作戦でカイルから『副作用』を訊き出せばいいのね」

　やはり何もわかってなかった。

「成功率が紙よりも、おまえの胸よりも薄うすい作戦を試ためしている暇はない」

　がっくりうなだれて、ルチアは両手を床ゆかについた。

「紙と同じレベルの薄さ……」

「これには、俺の栄養剤を水に溶かしてある。カイルに必ず飲ませてくれ」

「それはわかったけど、洗いざらいしゃべらせる道具とかないの？　あれば簡単楽チンじゃない」

「あるにはあるが、人によって効果も違うため実用化されていない。とにかく、頼んだぞ」

「りょーかい。要は飲ませればいいのね？　そんなの、このルチア・ファッハの手にかかれば余裕よ」

　急に元気を取り戻したルチアはコップを受けとりカツカツと大おお仰ぎように踵かかとを鳴らす。

　扉の前でこちらを振りかえり、薄く笑えむ。

「この水を飲ませて、何もかも吐はかせてくるわ。――そう、弱点とか。ハルキはここで良い子にしてればいいのよ」

　デキる女ぶっているあたり、どうにも信用ならない。

「……。期待しているぞ」

「ハッ、ハルキのためにやるんじゃないのでっ。これは私の任務で、成功させれば私の功績になるんだから！」

「部下の功績は上司のもの。上司の功績は上司のもの。――これが自然の摂せつ理りだ。わかったのならさっさと行け」

「行きたくなくなるわよ、そんなの！　やる気にさせるようなこと言って。な、何があってもお前だけは守るから、とか、そういうのっ、そういうのちょうだい！」

「……何があっても守る。――ただし、優ゆう秀しゆうな者に限る」

「ゆ、優秀な者……。わ、私、頑がん張ばるっ！」

　どうにか奮起させることに成功したハルキは、出ていくルチアの背を見送って扉を閉めた。

　おもむろにハルキは短たん剣けんを引ひき抜ぬき、手の甲こうの皮一枚だけを綺き麗れいに切る。

　傷口からほんの少しだけ出血した。

　キルシーは考えるよりも早く怪我に反応し、能力を発動させた。

　魔法を溜めた両手で馴な染じませるようにハルキの手を包つつんだ。

「処置も反応も速いな。温かくて気持ちが良い」

「どうして」

「一度体験しておく必要があると思ったまでだ」

「……もう、自分に刃やいばをむけることはやめて。怪我は見たくない」

「善処する」

　平和を望むキルシーにとっては、戦争も一個人の怪我も、忌いむべきものなのだろう。

　怪我を見た瞬しゆん間かんに魔法を発動させたことから、ほとんど反射的な行動だったようだ。

　キルシーが手を離す。完治することはなく血だけが止まっていた。

「治癒の魔法というのは、完全回復させるわけではないのか」

「わたくしの腕、というよりは、治癒魔法自体がそういうもの。体内のばい菌を取り除いて、その人の怪我が治るように手助けする。それが治癒魔法」

「外因性物質を除去するわけか」

「がいいん……？　それはわからないけれど、ばい菌をやっつける」

　真顔で拳こぶしを握ってみせるキルシーにハルキはうなずいた。

「ん、同じ意味だ」

　ぐっと力を入れると、傷口からはまた血が滲にじんできそうだった。

「ちなみに、カイルのような剣けんに魔法を付加する技術はあるのか？」

「それはない。カイル以外には出来ない芸当。はじめて見たとき、とても驚おどろいた」

「……となると、一からか」

　ピピピピ、と端末が着信をつげる。

　通話の仕方は出発前にリサから教えられていた。

『もうこれで三十六回目なんですよー？』と呆あきれたように言われたが、わからないものはわからないし、覚えられないものは覚えられないのだ。

　む、と眉み間けんに皺しわを作ったハルキはホログラムを凝ぎよう視しする。

　通話、終しゆう了りようの二つのボタンがある。所しよ詮せん、人間が作った人間が使う機械。

「フン、リサの成分解析が終わった、ということを暗に示しているわけだな。他た愛あいない。この程度理解できずに、何が捜そう査さ官かんだ」

　冷れい笑しようを浮かべたハルキは、ぴっ、と終了のボタンを押す。

　しーん……、と端末は沈ちん黙もくした。

「どうした。……また故障か？」

　ピピピピ、とまた鳴りはじめた端末。終了を押すハルキ。

　鳴る端末。終了を押すハルキ。

　五度ほど同じやりとりを繰くり返し、もしやこの端末は正常に機能しているのでは、との結論にいきつく。

「こちらのボタンではないということは、当然の帰結として、こちらか――」

　ようやく正解の通話ボタンを押すと、ホログラムにリサが映った。

『もぉー！　何度拒きよ否ひすれば気が済むんですかぁ。ハルに着拒されてるかと思って、わたし、傷つきかけました』

「傷ついてはいないんだな。――で、解析結果はどうだった？」

『はい。ルチアさんの補足欄らんにハルの予想が書いてありましたけど、ハルの思った通り風か邪ぜの特効薬などではありませんでした』

「やはり。まだどの世界においても未開発、未精製。裏が取れて安心した」

『裏を取りながら、慎しん重ちように捜そう査さを進める。さっすが、ハルですねぇ。わたしは、そんなハルが大好きですよ？』

「戯たわむれはいい」

『ふざけてなくて、ホントのことなんですけど？』

「それで、結果は？」

『端末に送信しました』

　どう見るのだったか、と一瞬考え、さっぱりわからなくなったハルキは、リサの口から聞くことにした。

「メモをとる。口頭で頼む」
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『まったく、ハルはアナログなんですからぁ。仕方ないですね――』







　ハルキから受け取ったコップを手に、ルチアは部屋の扉をノックした。

　こもった声が聞こえ中に入ると、革かわ張ばりのソファに座すわるカイルが、顎あごで対面のソファを指した。

「ずいぶんと待たせるじゃねえか」

「ここでいいわよ。何？　用があるんでしょ？」

　ルチアは警けい戒かい心しんをゆるめないまま、扉に背をあずけた。

　ハルキに絶対に飲ませろと言われたが、正直、あまり近寄りたくもない。

　とは言え、飲ませろと言われた手前無理でした、と手ぶらで帰るわけにもいかない。

「そうツンツンすんなよ。別にひんむいていやらしいことしようってワケじゃねえ」

　ハルキとは別種の薄笑い。ハルキは自分に対してだったり、思わず出そうな笑みを誤ご魔ま化かしたりしているだけだが、カイルは違う。

　圧あつ倒とう的てき立場の人間が、下にいる人間の様子を眺ながめているような、気分を悪くさせる薄笑いだった。

「じゃあ何？　さっさと済まして欲ほしいんだけど。あ、これ私からの、あの、差し入れっ」

　ささっと近寄って、さっとテーブルにコップを置いて、ささっと離れた。

　すごく自然だった。我ながら完かん璧ぺき。

　心の中で自画自賛するルチアだった。

「んだ、これ」

「水よ、水。何の変へん哲てつもない、ただの水よ」

　ぽりぽりと頬ほおをかいたカイルは首を振った。

「わりぃが、口にすることは出来ない」

「ど、どどどど、どうして!?」

　水だとちゃんと答えたはずなのに、カイルは白々しそうにこちらを見ている。

　においをかいだあと、視界に入らないようコップを脇わきに置いてしまった。

　……なんか、すごく警けい戒かいされてる？

　ルチアは平静を装よそおいながら、たらたら流れる冷ひや汗あせをぬぐう。

　今ではカイルよりも、失敗を責めるハルキのほうが怖こわい。

「毒とかダッセー方法でオレを殺そうってやつが、ごまんといるわけよ。だからルチアの出してくれたもんでも、飲めない」

　わりいな、と大して悪びれもせずカイルは肩かたをすくめる。

　ま、まずい……。ルチアは額に浮いた嫌な汗を手の甲でぬぐった。

「別に毒なんて盛ってないわよ……？　た、試しに私が飲んであげる」

　強こわ張ばりそうな顔を強ごう引いんに笑え顔がおにして、ルチアはカイルへ歩み寄りコップを掴つかんだ。

「ちゃんと見てなさいよね」

　座るカイルに横おう柄へいに言って口をつける。

　ルチアもハルキが錠じよう剤ざいをコップに入れるのは見ていたが、口に含ふくんだそれは無む味み無むし臭ゆうで水と変わらなかった。

「ね？　平気でしょ？」

　カイルは小指の先でコップの水に触さわり、何かを確かく認にんした。

「……。わかった、後で飲んでやるから。それで……今日は、キルシーと一緒だったらしいな。あいつから何かおかしな話は聞かなかったか？」

「あんたのことで？」

「そうだ」

「あの子は陰かげ口ぐちなんか叩たたかない良い子よ」

「それならいいんだ」

　カイルはソファの背にもたれた。言い草こそ不ふ遜そんだが、どこか安心したような顔をしている。仲が悪いとは言え許嫁。カイルも悪口を言われるのは嫌なのだろう。

　――ルチアはそう思っていた。

「あまり、あの女に近寄るな」

「どうして？」

「いいから！」

　カイルは癇かん癪しやくを起こした子供のように、急に大声を出した。

　当然ながら、ルチアはカイルよりもキルシーと仲良くしたい。

　うなずかない限り帰らせてくれなさそうだったので、ルチアは「そう言うなら」と軽く同意をしておいた。

　弱点である『副作用』を探さぐり当てて、自分の手て柄がらだとハルキに威い張ばり散らしたい。

　けれど、警戒して水も飲んでくれないような相手が口を滑すべらせるとも思えない。

　むむむむ、と小難しい顔をしていると、カイルが切り出した。

「本題。ルチア、オレの女になれよ」

　意味がわからなかった。

「……は？　どういうこと」

「そのままの意味だ」

　カイルは恥ずかしがることも、照れることもなく簡単に言った。

　軽い軽いそのセリフに、ルチアは心底カイルのことが嫌きらいになった。

　周りに何人も女がいると自じ慢まんしていた。同じことを他の娘むすめにもきっと言っているのだ。

「オレの女になりゃ、一生安あん泰たいなんだぜ？」

　どうしてそんなこともわからないんだ、とでも言いたげだ。

「キルシーと結けつ婚こんすんだろ？　王女の夫ってことは、オレ様が次の王でも何の不思議はない。アステリア王も、オレのことを気に入っている。娘のキルシーよりもな。ハハ」

　ハルキのはつまらないジョークで済むが、これは最低の部類。相手を貶おとしめて自分の凄すごさを語ろうというその態度。もうカイルの声は聞きたくもなかった。

　隠しきれない嫌けん悪お感に、ルチアの声が尖る。

「だから何」

「わかんだろ？　キルシーとは形だけの結婚をする。オレの女になっときゃぁよ、いずれ次期王女か王子を産めるんだぜ？　次の妃きさきはおまえになる」

「あっそ。あんたそんなことして、どうしたいわけ？　この世界」

「ハッ、決まってる。王になってこの国を世界最ッッッ高の国にしてやんだよ」

　頭の悪い発言に目め眩まいすらする。ハルキの冷たい態度やぶっきらぼうな物言いが恋こいしい。

「お断りしておく。私は別に地位とかキョーミないし。もちろん、あんたにもね！」

「大声出してどうしたんだよ、クク」

　動じていないのが、余計に腹が立つ。

「どうせ、帰る方法なんて見つかりゃしねえんだ。それならよ、ここで楽しく暮らしゃいい。そう思わねえか？　だからこその地位なんじゃねえか」

「少なくとも、あんたの女になる気はないから」

「つれないなぁ、おい。……そんなに、ハルキのことが気になんのか？」

「っっっっ、べべべべべべつにぃ？　気になるわけないじゃない。何言ってんのよ何言ってんのよ何言ってんのよっ、あんたバカじゃないのバカじゃないのバカなんでしょっ」

　顔を真っ赤にしたルチアは、恥ずかし紛まぎれに付近の物をぽいぽい投げつけた。

「あんなんの何が良いんだ？　多少腕うでは良いらしいが、どうせオレには敵かなわねぇんだ」

　――敵う。

　ハルキなら、絶対に。

　冷静沈ちん着ちやくを形にしたようなあの少年は、無む茶ちやだと思えることも実は計算ずくだったりすることが多い。そして、考えなしの無む謀ぼうを何よりも嫌う。

　そう。今は、ただの準備期間なのだ。

「ヘラヘラ常に笑って何考えてるかわかんねえし。ルチアと一緒だったから仲間にしてやったけど、もう要いらねんだよ、あいつ」

　奥おく歯ばをぎゅっと噛かんでルチアは拳を握にぎった。

　頭の中がじんと痺しびれ、視界の縁ふちが怒いかりで赤く染まった。

　ニタニタと笑いながら、カイルは続けた。

「オレが本気になってハルキと戦えば、あいつはすぐ、ルチア、おまえを差し出して命いのち乞ごいするぜ。自分のためなら女を盾たてにする、クソ野や郎ろう――」

　バシャ、とコップを手にしたルチアはカイルに水をかけた。

「クソ野郎はあんたのほうじゃない！　ハルキは、あんたなんか比べ物にならないくらい、ずっとずっとカッコイイし強いんだから！　女の子を盾になんかしないし、頭も良い！　ジョークがつまんないのが玉にキズだけど」

　思ったことを存分に叩きつけて、ルチアは我に返った。

　手にあるコップ――中はもう空になっている。

　飲ませろと言われたのに。ハルキに、怒おこられる……。

　ぴちゃぴちゃ、と水を滴したたらせるカイルはカカカと笑って濡ぬれた髪かみをかきあげた。

「そうマジになんなよ。どうせ、あいつもおまえもオレにひざまずくことになるぜ？」

「あぁ、そう。勝手に言ってれば？」

　フン、と鼻を鳴らしたルチアは部屋をあとにした。







　ハルキはリサから聞いた解析結果のメモに目を落として、手帳を閉じた。

　クチナシをはじめとする四種の薬草と、杜と仲ちゆう系樹木の樹皮を乾かん燥そうさせた粉末であることがわかった。解げ熱ねつ作用があり、体内のウィルスを除去するそうだ。

　要するに、ただの薬であることがわかっただけだった。

　しかし、ハルキにとってはそれで十分。

　不思議そうにしているキルシーには、薬の詳細は伏ふせることにした。

　王家代々伝わってきた大切な薬が、この世界でも容易く入手できるものだと知れば、きっとショックを受ける。

　ルチアの帰りを待つ間、二人は夕食をとることにして、使用人に食事を運んでもらった。

　王族と同じ机でいいのか、と尋たずねると一緒がいいとキルシーが言った。

「先ほどは……手を握ってしまって、ごめんなさい」

「医い療りよう行こう為いだ。仕方のないことだろう」

「……医療行為なら、問題、ない？」

「無論」

　そう、とキルシーはゆっくり何度もうなずき、静かにスープを飲んだ。

「キルシーは料理を普ふ段だんからするのか？」

「滅めつ多たにしない。カイルに作ったものは、料理長に見てもらいながら。だから大丈夫だと思った」

「そうか」

　口に合う合わないというよりも、やはり……。

　キルシーは当然王女の夕食。パンは美味おいしそうな焼き立てでスープも湯気が出ていて温かそうだ。

　対してハルキに出されたスープやパンは冷めていて質素だった。

　その他豪ごう華かな料理を見つめるハルキを不思議に思い、キルシーが尋ねた。

「……食べる？」

「ん。食料を無む駄だにするのは俺おれの流りゆう儀ぎに反する。差し出すのというのであれば受けとろう」

　建て前だと思ったのか、キルシーはくすりと小さく笑みをこぼす。

　食べ過ぎはよくない、と二つも三つも皿を寄こしてくる。

　結局キルシーの手元にあるのは、パンひとつとスープだけになった。

「それだけ？　バランスよく栄養を摂せつ取しゆすることは重要だ」

「ルチアは、細い」

「？　確かに」

「二人は、とても仲が良い」

「部下と良好な関係を築くのは重要なことだ」

「わたくしと、良好な関係を築く必要は、ない？」

「君は現地の協力員だ。必要はある」

　無言のまま、キルシーは表情だけを嬉うれしそうにぱぁあっと明るくした。

「医療行為なら？」

「？　大たい抵ていの行こう為いは許されるが」

　そっとキルシーは恥はずかしげに手を伸のばし、ハルキの小指を控えめにつまんだ。

　白い肌はだは火が出そうなほど真っ赤になっている。

「いりょう、こうい……だから」

　どうにか聞こえる音量でそう言った。

　何かしらの意味があるのだろう。

　訝いぶかりながらもそれを良しとしていると、勢いよく扉が開いた。

「あー、お腹なかすいた！　もう、何なのよあいつ」

　入口にはルチアが立っていた。

「あ、ご飯食べてる！　――で、何で手繋つないでるのよ」

　慌あわてて手を離はなしたキルシーは、証しよう拠こを隠かくすように手を後ろに回し声を上ずらせた。

「ル、ルチア、これは、医療行為……」

「どういうこと!?」

「ん。医療行為なら大抵は許される」

「話が見えないんですけどっ」

　ひとしきりわめき散らして気が済んだのか、ルチアはベッドにすとんと腰かけた。

「あーもう、ホントに、イヤになっちゃう」

　ちらっとハルキを見ては、派手にため息をついてみせる。

「はぁ……。あんなこと言ってくるなんてホントもう、困ったヤツ」

　誘さそっている。『どうした？』の言葉をハルキから引き出そうとしている。

　ちらちらとこちらを見ては、興味ないフリをして髪の毛をくるくる指に絡からませていた。

「はぁ～あ」

　これほどベタなため息もないだろう。

　ハルキがお望み通り訊きこうとしたら、先にキルシーが尋ねた。

「ルチア、どうかした」

「ちょっと聞いてよ、キルシー。あいつ最低なんだけど」

「それよりも、ルチア。ちゃんとあの水は飲ませたんだろうな？」

　あの水は検証にあたるもの。ルチアが何事もなく帰ってきたので、特に問題なくカイルは水を飲んでくれたのだろう。

　そう思っていたのだが、ルチアがおろおろと目を泳がせた。

「何だ。どうした」

「ええっと、その……。ハルキ、怒らないって約束して？」

　ハルキが怒ることに対して予防線を張るということは、怒るようなことをこの相棒は仕出かしてきたのだ。

「……ああ、する。で、様子はどうだった？」

　約束したことに安心したのか、ルチアは一室での出来事を順番に話してくれた。

「カイルが私を呼んだのは、彼かの女じよの一人にしたかったからみたい。当然、断ってやったわよ。本当に最低なのは、キルシーとは形だけの結婚をして、自分が王様になるって言っていたことよ」

　ハルキはうなずき、先を促うながした。

「それであいつ、色々悪口を言いはじめて……カチンときちゃったのね。手元にあった水をかけてやったわ！　ばしゃあって」

　キルシーは共感する部分が多いのか、よくやった、とぱちぱち拍はく手しゆしている。

　以上でルチアの話は終わりらしい。ん、とハルキは引っかかったことを訊いた。

「おい、おまえ……水っていうのはまさか」

「……ええっと……えへ」

　特筆すべき美び貌ぼうがあどけない笑顔を見せるのだから、男として魅み入いってしまうのは仕方のないこと――と、普ふ通つうなら思うところだが、ハルキには通じない。

　笑って誤魔化す。その典型が目の前で起きている。

　ゆらり……、とハルキは立ちあがった。

「おまえは、この部屋を出ていくとき、自分が何を言ったか覚えているか。余よ裕ゆうだ、と。頑張ると、そう言っていたように記き憶おくするが」

　その迫はく力りよくに、関係のないキルシーは涙なみだ目めになってぷるぷる震ふるえている。

　笑顔を引っ込めたルチアの表情が引きつった。

「おっ、怒らないって約束したじゃないっ！　だ、だって、だって！　あいつ、ハルキのことを馬ば鹿かにするのよ！　それで、カッとなっちゃって……つい」

　悪口というのは、ハルキに関するものだったらしい。

　詰きつ問もんの言葉が出かけたが、自分のことを思って怒ってくれたルチアを叱しかりつけるのも憚はばかられた。

「……捜査官は、冷静に、慎重に、臨機応変に。いつも言っているだろう？」

　髪の毛を揉もんで、ハルキは善後策を講じる。

　しょんぼり顔をするルチアを見かねて、キルシーがパンを半分にわけた。

「ありがと」と礼を言って、ルチアはパンを食べはじめた。

「ちなみに水をかけたあと、カイルはどうなった」

「特に変わった様子はなかったわ。私が渡わたしたとき、毒が入っているんじゃないかってすごく警戒していたみたいだけど」

「毒を警戒――、フン、そういうことか」

　同じ過あやまちを繰り返さないよう、最大限『毒』を警戒しているのだ。そして、『水』を浴びても変わった様子はない。

「あの、ハルキ、ごめんね？」

「……いや、いい。怪け我がの功名というべきか……とりあえずよくやった」

　不安げだったルチアの表情が、ぱっと晴れた。

「で、でしょー？　だ、だから私に任せてって言ったのよ。こんなの、私にかかれば余裕なんだから！」

　どうして褒ほめられたのかはわからないのに、威張るルチア。

　ほほぉ、とキルシーも感心した様子で、ルチアとハイタッチしている。

　美少女二人が楽しげにおしゃべりしている様子はなかなか絵になった。

「それで――キルシーは何でハルキの手を握ってたの？」

「？　……握っていたら、何」

「いやいやぁー、王女様ったらはしたないわねーって思って。ほんのさっきまで『お話するの恥ずかしい』なんて言っていたのにぃー」

　キルシーの眉まゆがぴくりと動く。

「……もしかしてルチアはハルキの手、握ったこともない？　それならごめんなさい。先を越こしてしまって」

「ッ、べっ、別に手を繋ぐなんていつでもできるもの。ただ、私は仕事上の、仕事上の相棒なわけでしょ？　ハルキに色目使うの、やめて欲しいなぁって。仕事に影えい響きよう出ると嫌いやだから。あくまでも、そう、あくまでも仕事にね？」

「色目？　言っている意味がわからない。あれはあくまでも医療行為。不快ならハルキは嫌がるはず。嫌ではなかったということは、むしろ好ましかったともとれる」

「好ましいなんてそっちが勝手に思ってるだけでしょう」

「……わたくしよりもハルキと長くいるのに手も握れないような人には、一生わからない」

「あぁ、そう――。キルシー、表、出ましょうか？」

「……望むところ」

　すっくと立ちあがり視線を戦わせている美少女二人に、ハルキはうんうんとうなずいた。

「協力者との関係を深めることも重要だ」

「深まり過ぎて絡まっちゃってるわよ！」

「ん。人付き合いというのは、どの世界でも難しいものだ」

「誰だれのせいよっ」

　コホン、と咳せき払ばらいしたキルシーは何事もなかったかのようにハルキの右みぎ隣どなりに座った。

「……ルチアが『仲良くしたい』と言うから、わたくしは付き合おうとしただけ」

　慌ててルチアもハルキの左隣に寄より添そうように座った。

「なに自分だけイイ子ちゃんぶってるのよ。離れなさいよ、王女様ならもうちょっと貞てい淑しゆくな振る舞まいしなさいよ」

「ルチアは何か勘かん違ちがいしている。ハルキはわたくしと仲良くする必要があると言っていた。だからこれは、協力しているだけ。ルチアこそ離れるべき」

「私は部下で相棒だからいいの」

　ルチアが一いつ蹴しゆうすると、

「理り屈くつがさっぱりわからない」

　キルシーも切って捨てる。

　むっとした二人はハルキを挟はさみ無言のやりとりを目でしている。

　仲が良いな、とややズレたことを思うハルキは、思考を元に戻もどし打だ倒とうカイルの絵図を描えがきはじめた。

　治ち癒ゆ魔ま法ほう、解析結果、毒、栄養剤――これらの情報はハルキに強い確信をもたせた。

「ルチア、花か瓶びんを出してくれ。花を咲さかせるあれだ」

　怪け訝げんな顔をしながら、ルチアは荷物の中から花瓶を取り出す。

　そこには、昨日咲かせた花がまだ花弁をつけていた。

「何に使うの？」

「キルシーでも使えるかどうか、試して欲しい」

　ルチアは言われた通りキルシーに花瓶を持たせ、魔ま力りよくを流すように説明した。

　ルチアの魔力では赤かった花弁が、キルシーが魔力を流すとどんどん変色していき、白に変わった。

「よし、使えるな」

「どういうこと？」

「この花瓶の底には、魔力変換器マギカベルターが内蔵されている」

　某ぼう文ぶん明めい世界で一いつ般ぱん流通している小型機器だ。

　誰しも例外なく魔力を持つその世界では、電気もガスもその他燃料が存在しない。

　火をつけ、明かりをつける――それらは自身が持つごく少量の魔力を使い専用器で発現させているのだ。

「だから、何よ、それ」

「簡単に言えば、魔力を貯ちよ蓄ちくし、放出させる道具だ」

「こんなの、どうするつもりなの？」

「対カイル用の道具の素材とする。詳しよう細さいはあとだ」

　ハルキはキルシーから花瓶を受けった。

　瓶底をぐりぐり回して蓋ふたを外す。

　基き盤ばんの中にひとつまみほどの魔力変換器を見つけて取り出しておいた。

「これともうひとつを使って、対カイル用の武器を作る。リサに通信を」

　ルチアは、手て際ぎわよく端たん末まつを操作し異界管理局にいるリサを呼び出した。

『何か用ですか。わたし、忙いそがしいんですけど』

「別に、私だってあんたと話したいわけじゃないんだから」

『じゃ何ですか。切りますよ、通信』

　ぶすっとした顔でリサが面倒くさそうに言うと、ハルキが顔をのぞかせた。

「済まない、リサ。所用を頼たのみたい」

『あっ、ハル！　どうしたんですか、わたしにできることなら、何でも言ってくださいね』

　星が飛びそうなほどのウィンクで機き嫌げん良よく応じてくれた。

「何よ、その変わり身」

「助かる。所用というのは、転移のことだ」

『え、転移ですか？』

「転移するの？」

　二人が意外そうに言うとハルキはうなずいた。

「ああ、前回の世界へ飛ぶ。『異界書記』が発動しないよう管理課への手配を頼む」

『わかりました。何か、掴んだんですね？』

「どうだろう」

『またそんなことを言って。顔に書いてあります。自信満々だって』

「自信はないが確信はある」

　会話を聞いていたルチアもキルシーも、ハルキに視線を送った。

「え。ウソ……。だってまだこの世界に来て十日も経たってないのよ？」

　キルシーは瞳ひとみを期待色に輝かがやかせていた。

「ハルキ……探していた『副作用』が、わかった？」

　今度はリサも含めた三人の視線がハルキへ集まったが、手て筈はずの都合上、うなずくだけにとどめておいた。

『さすがは局随ずい一いちの捜査官、仙せん波ばハルキ。ちゃちゃっと任務を終えてくれる貴方あなたが、わたしは大好きですっ』

「そ、そういう、大好きとか、簡単に言っちゃだめよ！」

『なんですか、急にしゃしゃり出てきて。ルチアさんは関係ないでしょう』

「リサ、転移までどれくらいかかる？」

『あ、はい。んー、今からならおそらく七、八分ほどで転移口を開くことができます』

「上々だ。火口の『フランマオオトカゲ』の巣まで、至急頼む」

　はーい、と明るく了りよう承しようしてくれたリサは通信を切った。

「前回っていうと、勇者を捕つかまえたあの世界？　どうして？」

「ん。対カイル用の武器、その材料を確保しにいく」

「『フランマオオトカゲ』って、あのドラゴンちゃんのこと？」

　首しゆ肯こうするとそれ以上ルチアは質問しなかった。

　今はわけがわからなくても、いずれハルキが明かしてくれることを知っているのだ。

　ハルキはキルシーに向きなおった。

「詳細は説明できないが、奴やつのことは任せてほしい」

　瞳をまっすぐ見つめ、宣言した。

「奴は、必ずこの世界から排はい除じよする」

「ハルキが、そう言うのなら。信じて、待つ」

　無表情に、かすかに喜色を浮うかばせキルシーが言うと、ハルキは短たん剣けんを手て渡わたした。

「これはお守りだ……使えという意味じゃない。切り札を持っているという、安心感という名のお守りだ。切り札は切らないからこその切り札。それは忘れないで欲しい。それと」

　ハルキは懐ふところから出した小型のマイクロチップをキルシーに渡した。

「これは？」

「何か非常事態があった場合、知らせるものだ」

　キルシーが手にしているチップのボタンを押おすと、すぐさま腕の端末が鳴った。

　管理局にいるリサからの通信だろう。

　例のごとく終了ボタンを押そうとするハルキよりも早く、ルチアが通話ボタンを押した。

『ハル!?　どうかしましたか!?』

「――と、こんな具合に緊きん急きゆう事態であることが外部に伝わる。リサ、済まない。今のはテストだ」

『なぁんだ。それならよかったです。わたしはてっきり、変な虫がハルに寄りついてしまって困っているものかと』

　リサが少女二人を目で牽けん制せいする。人見知りのキルシーは弱ったように目を伏せ、対照的にルチアは「変な虫ってなによ、誰のことよ」と機き嫌げん悪そうにしていた。

『さあ、誰のことでしょうね。ご想像にお任せします。もうすぐ転移口が開きます。……では、またあとで』

　愛らしく手を振ふったリサは通信を終了させた。

　念のためもう一度使い方を教えて、キルシーにチップをあずけた。

　数日も空けない予定なので、使う機会はおそらくないだろうが、念のためだ。

「ハルキ」

　呼ばれて振りかえると、ルチアの前には暗い穴がひとつ開いていた。

　想定した時間よりも少し早い。さすがはリサといったところか。

　キルシーは短剣とチップを胸に抱だいた。

「……ハルキ、待っている」

「ん。すぐに戻ってくる」

　こくん、とうなずいて、小さくキルシーは手を振った。

「すぐ戻ってくるわね？」

　ルチアが先に飛びこみ、ハルキもそれに続いた。







　暗い世界からぱっといきなり放り出されたハルキとルチア。

　ごつごつとした岩いわ肌はだにしっかりと着地した。

　転移したのは火山の山頂付近だった。

　灰交じりの風がびょうびょうと吹ふきつけ、ルチアの金きん髪ぱつが煽あおられた。

「うわぁ、さむ……」

　ぶるっと自分の体を抱きしめたルチアは身み震ぶるいをする。

『フランマオオトカゲ』こと火ひ竜りゆうの巣近くの火山。

　火口からは濃のう密みつな煙けむりが立ちのぼり、標高はこの地点で四千メートルを超している。

　見おろすと薄うすい雲の絨じゆう毯たんが見えた。

「それで、この前のドラゴンちゃんをどうしようっていうの？」

「珍めずらしい習性があるため、局では保護対象となっている。その習性というのが……おい、何をしている」

　説明しようとすると、ルチアはふらふらと歩き出した。

「声が聞こえるの。聞こえない、ハルキ？」

　耳を澄すますと、風音の合間にぐわぁぐわぁ、と動物の鳴き声が聞こえた。

「この場所とこの鳴き声……。おいルチア、見つけたとしてもあまり刺し激げきするなよ」

　もう遠くにいるルチアには聞こえていなかったのか、手招きをした。

「ハルキー！　これ、これ、かわいいっ」

　ふわふわの体毛を生やした大きな鳥のような生物を胸にかかえて、ルチアは大はしゃぎだった。柔やわらかそうに見えるが、もうじき硬かたい硬い鱗うろこになるのだろう。

　確かにかわいい雛ひなだが……。ぐわっ、ぐわっ、と声の調子が少し変わった。

「……呼んでいるな、親を」

「えっ、何て言ったー？」

　強風を引ひき裂さく強きよう烈れつな羽音が聞こえる。

　ハルキが手でひさしを作り青空を見あげると、赤い点がひとつ見えた。

　高速でこちらに滑かつ空くうしてくるそれは、前回の火竜だった。

「ド、ドラゴンちゃん来たっ!?」

「当たり前だ。おまえが抱いているのは火竜の雛だ」

　火竜が地鳴りと共に着地し空にむかって咆ほう哮こうすると、ビリビリと激しく空気が震えた。

「も、もしかして、すごく怒ってる？」

「もしかしなくてもそうだ」

　唸うなり声をあげ荒あらい息を吐はき出しているが、まだ前回のように炎ほのおはまとっていなかった。

「説明の続きだ。こいつの鱗を一枚いただく」

「そういうことなら、私に任せて！」

　にっと唇くちびるを笑えみの形にして、見あげるほど大きな火竜へとルチアは近づいていく。

「頼もしい部下だ」

　習性の説明をしようとしたのだが、それならまず身をもって知ったほうがいいだろう。

　ルチアが魔ま法ほうを発動させる。空気が緋ひ色いろに色づき、周囲を覆おおった。

　何度か聞いたことのある魔法の名前をルチアは唱える。

「一角アインホル炎獣ングランツ！」

　傍かたわらに燃え盛る一いつ角かく獣じゆうが現れた。灼しやく熱ねつの蹄ひづめが地を掻かいて火竜へ突とつ進しんする。

　同時に、火竜の口内に青白い魔ま法ほう陣じんが広がり、火か炎えんを一帯に吐いた。

　迷めい惑わくそうにハルキは太た刀ちで炎を両断する。

　ルチアは炎の盾で火炎を吸収し二人に害はなかった。

　攻こう撃げきをかわしていた炎獣は、そのまま突進し炎の角で火竜を刺さし貫つらぬく。

　……はずが。

　ぼしゅん、という抜ぬけた音と同時に消え去ってしまった。

「私の魔法が……どうして？」

「見ての通り。魔法は効かない」

「何よそれぇ!?」

「珍しい習性を持っていると言っただろう。あの鱗は魔法の絶ぜつ縁えん体たいで、防具の素材として高値で取引されている」

「炎を吐いたとき魔法陣が見えたんだけど……それは、魔法じゃないの？」

「ああ。魔法に分類される火竜独自の攻撃だ」

「自分は効かないのに魔法使いまくりなんて、どういうことよ、ずるいわよっ！」

　ずるい、にはいい加減慣れてほしいものだ。これで果たして【アリス】を相手にしていけるのだろうか。勝手にハルキは捜そう査さ官かんとしてのルチアの将来を心配した。

「そう、ずるい。……見てみろ、前回のときのように警けい戒かいレベルをあげたぞ」

　火竜は鱗を逆立てると、全身に轟ごう々ごうと燃え盛る炎をまとった。

「ということは、体の周りの炎も、魔法ってわけ？」

「そう。これが『フランマオオトカゲ』が火竜と呼ばれる理由だ。体内に魔力と無数の火炎系魔ま法ほう陣じんを持つ、異界管理局指定の保護種だ」

「でも、どうして材料は鱗なの？　そこを聞いていなかったわ」

「何かおかしいと思わないか？　どうして魔法を通さない鱗から、今炎が噴ふき出していると思う？」

「おかしいこと……？」

「鱗は、魔法絶ぜつ縁えん体たい。しかし、今はどうだ？」

　はっとルチアは何かに気づいた。

「ドラゴンちゃんはもしかして、メス……？」

「そうだが今はどうでもいい。どうして魔法を通さない鱗から、今炎が噴き出していると思う？」

「それは、子を守る母の強さ、みたいな？」

「だとすれば世界のお母さんはみんな魔法使いだ。……絶縁体なのに炎が出る矛む盾じゆん。それは、鱗の裏側が魔法誘ゆう導どう体たいと同じ性質を持っているからだ」

「裏と表で効果がまったく逆ってわけなのね。でも防具の素材としてはすごく良いんでしょ？　裏は使わないほうがいいんじゃないの？」

「ん。防具製作時、鱗は砕くだいて鉄に混ぜられるのが一いつ般ぱん的てきだが、裏り面めんは素材の段階で削けずりとられることが多い」

　今いるこの世界では、黒いトンボは不幸を招くと云いわれている。

　赤黒い裏面の紋もん様ようがトンボによく似ており、縁えん起ぎが悪いということで素材の段階で削り取られてしまうのだ。

　そう説明すると、ふうん、とルチアは鼻を鳴らした。

「だから、裏面は防具には使われないし、鱗をほんの少し逆立てると炎を表に出せる」

「へえ。ハルキ、よく観察してるわね……」

「性質については、前回の任務の資料にもあっただろう」

「あんなにたくさん、憶え続けられるワケないじゃない。今はキルシーの世界の資料でいっぱいいっぱいなのに」

　端末を操作して火竜の情報を確かく認にんするルチアは「よく憶えてられるわね」とつぶやいた。

「それじゃあ、私の出番じゃないわね。魔法が効かないのなら仕方ないもの」

「俺は別行動をとる。一いつ旦たん局に戻り、オヤカタに武器作製を依い頼らいしなくてはならない」

「オヤカタ？」

「局の技術開発に携たずさわっている奴だ。まだ会ったことはなかっただろう？」

　そう言って、苦戦しながらハルキはどうにかリサに連れん絡らくをつけ、異界管理局へ転移する準備に入ってもらった。

「え～、私一人でどうにかしろってこと？」

「ん、期待しているぞ、ルチア」

「――しっ、仕方ないわねっ！　ハルキがそこまで言うんなら、やってあげなくもないわ。炎担当はこの私、ルチア・ファッハなんだから！」

　さらさら、とハルキは手帳にメモしていく。

「……ルチア、扱あつかい、やすい……」

「ちょっと変なことメモしないでよ！　でも、魔ま法ほうが効かないんならどう戦えっていうの？　ルチアパンチじゃ倒たおせないだろうし……んもう、どうしたらいいのよ！」

「鱗を一枚集めるだけでいい。考えろ。やり方は一任する。鱗採取がおまえの仕事だ。だが、こいつは保護種にあたる。絶対に殺すな」

　端たん的てきに言い残して、ハルキは目の前にできた転移口に身を投じる。

「ルチアキックなら倒せるのかしら……？」

　不安になる発言を聞きながら。







　一人取り残されたルチアはうんうん唸っていた。

　魔法は通じない上に、殺すなとハルキから指示が出されている。

　火竜が吼ほえ、翼つばさを動かした。

「わっ、熱っ……」

　高熱の風がルチアにまとわりつき、呼吸も困難になる。

　とにかく、自分に出来るのは炎の魔法を使うだけ。

　先ほどと同じ火か焔えん魔法を放っても、結果は同じだった。

　ぐわーあ、ぐわーあ、と雛が母竜の応おう援えんをしているのが、妙みように憎にくたらしい。

「こうなったら、ルチアパンチをお見み舞まいするしか……」

　自分の拳こぶしと燃える火竜の体を見て、ルチアは冷ひや汗あせをたらたら流した。

「無理っ、絶対に無理よこんなの」

　きっと触さわれば溶とけてしまう。キックも同様だ。

　放射された火竜の炎をまた盾で防いで、ルチアは端末を操作しリサに通信をした。

「もしもし、リサ？　聞こえてる？　ちょっと私、ピンチなんだけど」

　ぷちん、と回線を切られた。不具合か何かだろうか、と数度試ためしても通信回線は一方的に切られるばかりだった。これは間ま違ちがいなくわざとだろう。

「～～っ、あいつぅ……！」

　一応、ハルキの相棒なのだからリサだって自分を支し援えんするのは仕事なのに。

　通信を拒きよ否ひされている。ちょっと悲しくなったルチアだった。

「本格的にドラゴンちゃんを私一人でどうにかしないと……」

　ぐわわん、と鳴く雛を見て、ふと何かに思い至った。

「あれ……？　ドラゴンちゃんは倒しちゃだめで、それで鱗があればいいのよね……？」

　独りごちて、考える。

　ハルキは、鱗があればそれでいい、という風なことを言っていたように思う。

　やり方は任せてくれる、とも。

「あ――っ。……ふふん、わかっちゃった」

　ぐわ？　と雛も首をかしげている。

　すぐさま端末内にある、前回使用した資料を再度表示した。

「ええっと、ええっと……。確か前、ハルキ言ってた……」

　指で触ふれながら資料をどんどんスクロールさせていく。

「あ、あった。……臆おく病びようで賢かしこく、人語を理解する――」

　火竜を見あげ、両手を口元にやって叫さけんだ。

「あのっ、もしもぉーし！　鱗、一枚くださーいっ！　私、あなたと戦うつもりないのー」

　火竜の唸り声が小さくなり、体を覆っていた火勢も弱まった。

　こちらの主張は理解してくれたらしい。

　ただ、鱗は手渡しで「はいどうぞ」ともらうものではないだろう。

　雛を解放し、火竜がそちらに気を取られているその隙すきに、そろ～り、と忍しのび足で近寄ろうとすると、また分厚い炎が体から噴き出した。

「はっ!?　バ、バレた!?」

　戦うつもりがないと宣言したのに警戒されている。怪あやしい動きをすればすぐにこうだ。

　火竜とすれば、さっさと立ち去って欲ほしいのだろう。

「私だって、すぐにハルキのあとを追いたいのに……」

　雛を見て、ルチアはにんまりと笑った。

「手段は、選ばないわよ？」

　だだっと駆かけてまた雛を後ろから抱き締しめた。

　火竜がこれ以上ないくらい吼え、興奮しはじめた。

　ウチの子に何するの、とでも言いたいのだろうか。

「ドラゴンちゃん、よーく聞いてね？　鱗を出してちょうだい。でないと……」

　手の平に黄金の炎を盛らせて、ルチアは言った。

「あなたの可愛かわいいお子さんが――焼き鳥になっちゃうわよ!?」

　フフフ、と不敵に笑って、手の平の炎を雛に近づける。

　ぐわ、ぐわ、と雛がじたばたする。

　火竜の気勢がどんどんしぼみ、こちらを振りかえるように長い尾おを山やま肌はだに叩たたきつけた。

　地じ震しんのような揺ゆれのあと、キラキラと空気を彩いろどる物体がいくつも空を舞った。

「あ。もしかして……」

　雛を解放したルチアはジャンプして一枚手にとった。

　赤みがかった鉱石のように綺き麗れいな物体。空をひらひら舞うとは思えないほどずっしりした重量があるのに、他のものはまだ浮ふ遊ゆうしている。裏側に魔法誘導体的性質があるからなのだろうか。

　てこてこてこと駆けていった雛をルチアから隠すように、火竜は翼で周辺一帯を覆った。

「ごめんねー？　あと、ありがと！」

　鱗を掲かかげて見せると、とっとと失うせろとでも言いたげに、明後日の方角に火竜は炎を吐いた。

　その場を少し離れて、ルチアは再度、異界管理局にいるリサに通信した。

「ハルキからの頼まれごとが終わったわ。これからどうするの？」

『えぇ……もう終わったんですか』

　すごく嫌そうな顔をするリサ。

『仕方ないですね……元々ハルが頼んだことですし。準備します、待っていてください』

　通信を終えて、ルチアは鱗を抱いて思いを馳はせる。

　期待しているぞ――、ハルキの言葉を反はん芻すうさせながら。

　はっと我に返って、頭の中にいるハルキを追い出すためぶんぶん髪かみを振り乱した。

「わ、私は頼まれたからやっただけ。出来て当然っていうか、期待されて当然なんだから。期待の大型ルーキーなんだから。そ、そうよ。ハルキがどうこうとか、そういうのは、いっっっっさいナシなのでっ」

　と、誰もいないのに顔を赤らめて言い訳をするのだった。







　――ルチアが鱗採取に頭を悩なやませている頃ころ。




「離はなせよ、んのクソガキが、オラぁああああ――!!」

　異界管理局の管制室で、ハルキはモグラを締めあげていた。

　周囲には大型モニターが三方の壁かべに貼はりつけられ、手前にあるリサのデスクには、小型モニターが複数配備されていた。

　ハルキが戻ってきたためか、リサは機嫌よく鼻歌を歌いながら大小のコンソールをキャスター付きの椅い子すで移動しながら操作している。

　ハルキの手の中では、三十センチほどの生物が「離せ、オラ、このッ、クソが」と、おまけのような短い手足をばたつかせている。

「オヤカタ、出来るんだろ。やれ」

「はぁ？　すごんでも全っ然怖くないんですけどぉー？」

「フン、浅はかだな。おまえの挑ちよう発はつになど俺おれは乗らない」

　言いつつ、ハルキは太刀に手をかけた。

「ちょ、おい、言ってることと違――切っ先でお腹なかツンツンすんのはやめぇええええ」

　体をこれでもかというくらいオヤカタは捩ねじりハルキの攻撃をかわす。

　そのたびに、首に巻いた赤いネクタイがひらひらと舞った。

「オヤカタ、何度も言っているが時間が惜おしい。じきにルチアが鱗を持って帰ってくる」

「材料揃そろえて出直してきな、ガキ」

「……」

　ぺちん、とハルキはオヤカタを床ゆかに叩きつけた。

「おぶッ!?」

　カチカチ、と大型コンソールを操作していたリサが椅子をくるりとこちらへ回転させた。

「ハル、あまりイジめるのは駄だ目めですよー？　一応貴重な人材なんですから。一応」

「おぅおぅ、優やさしいのはリサちゃんだけだぜ……」

　てててて、とリサの脚あしに飛びつこうとすると、またリサはこちらに背をむけた。

「ぶ」

　椅子の背に衝しよう突とつしたオヤカタは、しばらく丸くなってすすり泣いていた。

　しかし、めげない、諦あきらめないオヤカタ。

　人間なら齢よわい四十は超こえているだろう、おっさんモグラは、リサのお尻しりや太ももに触ろうとしてはかわされることを何度も繰くり返していた。

　異界管理局に戻ったハルキは、研究室にいるだろうオヤカタに装備品作製を依頼しようとしたのだが、訪ねるまでもなく、オヤカタはこの管制室でリサにセクハラを試みているところだったのだ。

「いい加減にしないと、意識ある状態で皮剥はいで、お肉を一枚一枚そぎ落としますよー？」

「すんませんっした！」

　その場で跳はね飛んだと思えば、器用に体勢を変え、洗練された動きで土下座した。

「わたしの邪じや魔まをするなら、眼球スプーンでくり抜いてソテーにしますからねー？」

「リサ、焼き過ぎないようにな」

「はーい」

「食材オイラの前で焼き加減の話すんな！　切ないわ！」
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　カチカチ、とリサがキーを叩く。

　ハルキたちが任務中、退たい屈くつなときはゲームをしているらしい。

　今もそうなのだろう。

「リサ、またゲームをしているのか」

　ハルキがのぞくと、小型モニターには困り果てたルチアが映っている。

　端末を操作するルチアは『えぇー、なんで？　拒否られてる？』と涙目になっていた。

　ぴぴ。と通信回線が開くたび、リサは恍こう惚こつの表情で終しゆう了りようのボタンを押していた。

「あはぁー愉ゆ快かいっ。ルチアさん、このまま火竜の餌えさになっちゃうんでしょうか。エグいですね怖こわいですね。あのうざいくらい小さい顔がぽんって取れて、腕うでや脚がちぎれちゃって汚きたない内臓を撒まき散ちらして……くふふ」

　フフ、フフフ、と暗い光を瞳に宿して、またルチアからの通信をリサは拒否した。

「リサ、ルチアで遊ぶのは構わないが――」

「いや、構ってやれよ部下だろ」

　冷静にオヤカタがツッコミを入れたかと思うと、

「きゃあああっ!?」

　ひっくり返りそうなほど驚おどろいたリサはばっとモニターを隠かくした。

「な、何ですか、ハル？」

「相変わらず、そういう生々しい残ざん虐ぎやくシーンが好きらしいな」

「え？　何を言っているんです？　わたし、そういうのは怖いから、目を瞑つぶってしまうんですー。血とか、見ただけで震ふるえちゃってぇ」

「内臓を撒き散らすと、さっき」

「何ですか、それ？」

　にっこりとリサは微笑ほほえむ。どことなく、圧力のある笑え顔がおだった。

「腕や脚がちぎれると、さっき――」

「何ですか、それ？」

　圧力笑顔でハルキにプレッシャーをかけるリサ。

「……ん。俺の聞き違ちがいだったらしい」

「今回の【アリス】を倒すため、武器が必要っていうところまでは話を聞きましたけど、鱗と魔力変換器で武器なんて作れるんですか？」

　リサはもっともな質問を投げかけた。

「魔力変換器は魔力の貯金箱みたいなものですよね？　防具用の素材として使われる鱗で武器は……。ルチアさんの魔力を借りて炎の盾たてにするんです？」

「作るのは防具じゃなく武器だ。魔力変換器の魔力を放出し、それを鱗で発現させる」

「魔力変換器、武器、素材、鱗……。まさか……鱗の裏側使うつもりか」

　聞きつけたオヤカタが楽しげに訊きくと無言でハルキは首肯した。

「面おも白しれぇこと考えんじゃねえかハル坊」

　となると――、とオヤカタはぶつぶつつぶやき眼を細める。

　職人魂だましいをくすぐる何かがあったらしい。

「魔力変換器と組み合わせるなんて、すごいところに目をつけるんですね、ハルは」

「魔力変換器はたまたまルチアが持っていただけだ。それを利用させてもらう」

「いえいえ、そうじゃなくてですね。誰も、くっつけて武器にしようなんてまず考えないです。着眼点、着想、柔じゆう軟なんな思考……。『副作用』がわかったとしても、普ふ通つうの捜査官は【アリス】確保の準備に二、三か月足あし踏ぶみするのに」

「大げさだ」

「そんなことありません！　だって、まだ十日です。わたし、驚いたんですから。捜査官のタイトルホルダーなんですよ、ハルは」

「そうなのか？」

「はい。任務完かん遂すい最速記録、【アリス】最多確保、最小応おう援えん要よう請せい――極きわめつきは、異界管理局内のお婿むこさん、彼かれ氏しにしたい局員二年連続ナンバーワン!!」

「？　何だそれは」

「女性局員たちの間で行われている秘密のランキングです」

「ハル坊よかったな、オイラが参加してなくて。参加してたら、おまえ、オイラに票が集中しまくってだな、おまえ、投票する意味ねぇんじゃんってところに落ち着くところだったぜ？」

「オヤカタもランクインしてますよ？」

「まじか!?」

「はい。四百五十三位です」

「うっわぁ～きたぁ、知りたくねえ現実きたぁ……。マジでぱねぇパターンきたぁ……」

「ちなみにランクはゴミ箱の一つ下です」

「泣いていい？」

　言うや否いなや椅子の背に抱きついてオヤカタは泣きはじめた。

「誰だれだよ、ゴミ箱に投票した奴……。つか、どこのゴミ箱にだよ……」

「オヤカタ、問題ない。俺がおまえを必要としている」

「はいきた。人気ある奴が下位の奴に声かけて優ゆう越えつ感かん味わうパターンな。へいへい」

「俺の要求に応こたえてくれるのなら、ルチアの好きなところを触っていい」

　触り甲が斐いがあるかどうかはわからないが。

「まじかっ！」

　鼻息を荒くし、下心にオヤカタの瞳がぎらぎら輝いた。

「ん。約束する」

「絶対だぞ、おまえ。これ破ったらおまえ、オイラとんでもないことするからな。昔悪いことはなんでもしたこのオイラが。近所のおばちゃんたちの井い戸ど端ばた会議の中心に常にあり続けた、ワルのオイラがな」

　これ破ったら～、のあとは何も聞いていなかったハルキは、管制室にルチアからの通信が入っていることをリサに伝え、ちゃんと出るように言っておいた。

『ハルキからの頼まれごとが終わったわ。これからどうするの？』

「えぇ……もう終わったんですか」

　嫌いやそうに言って、チッと小さく舌打ちをした。

「仕方ないですね……元々ハルが頼んだことですし。準備します、待っていてください」

　リサがまた大型コンソールを操作している間、ハルキはオヤカタに魔力変換器を渡わたした。

「武器にするっつったな。どうすんだ？」

「俺自身が使うものだ。なるべく刀とう剣けん類るいがいい」

「となると、柄つかの中だな、こいつは。オーケー、任せときな」

　楽しそうに言って、オヤカタはプシン、と開いた鉄てつ扉ぴから管制室をあとにした。

　ガラス張りの別室にある転移装置一基が淡あわく白光する。

　そこからルチアが出てきた。

「ハルキ、鱗ってこれでいいのよね？」

　こちらへやってきたルチアが見せたのは、二十センチほどの平たい鉱物のような物体だ。

「ハルキ、私に言うことあるんじゃないの？」

　るんるんっ、と上じよう機き嫌げんなルチアはこちらをのぞいてくる。

　渡されたのは紛まぎれもなく火竜の鱗だった。

　裏面はまだ温かく、先ほどまで火竜の火か炎えん魔ま法ほうを伝わせていたことがわかる。

「ね、言うこと、あるでしょ？」

　鱗は朱しゆにも漆しつ黒こくにも見え、紋様はやはりトンボによく似ていた。

「こういうとき、出来る上司は部下を褒ほめるんじゃないかしらっ。それを踏ふまえた上で、何か言うこと、私に、あるでしょ？」

「――うざい」

「……」

「ぷすっ。うざいですって。ぷすす」

　リサが頬ほおをぱんぱんにしてルチアを指差している。

「でもぉ、ルチアさんにしては頑がん張ばったほうじゃないですか？」

「リサぁ……」

　ルチアが嬉うれしそうにしたのも一いつ瞬しゆんのことだった。

「ルチアさんに何か出来るなんて、わたし思ったことなかったので」

「――燃やすッ。過去未み来らい永えい劫ごう、燃やし続けてあげる！」

「ハルに褒められようなんて百年早いんです」

「え、結構褒められるわよ私。あ、もしかして嫉しつ妬と？　天才の私に嫉妬しちゃってる？」

　ムッとしたリサは、普ふ段だん絶対に出さない低い声で言った。

「……第四十五回、ビンタ対決ー。わーわードンドンぱふぱふ。……いつも通り、痛いって言ったり、悲鳴あげたりしたほうが負けですからね。勝ったほうがハルの一番の相棒パートナーです」

「いいわよ、やったげる。二十二勝、二十二敗。ここで勝ち越こすんだから」

　両者腕まくりをして先せん攻こう後攻を決め出した。

　よくわからないバトルがはじまりそうだったので、ハルキが見かねて間に入った。

「無む駄だに体力を使うのはよせ。俺たちはチームだ。それで、俺以外の二人は優ゆう秀しゆうだ」

　二人の頭を同時に撫なでると、嬉しそうにリサは目を細めた。

「ふふんっ。ハルがそう言うのなら、わたしは優秀にも女にもメスにもなります」

　褒められたとしても撫でられると思っていなかったルチアは、予想外のことにカチンと固まったまま赤い顔を伏ふせている。

「……さっ、最初からそう言いなさいよ……わ、私が優秀とか、当たり前、なんだから」

　撫でるのをやめると二人とも名残なごり惜おしそうな顔をした。

「俺は鱗をオヤカタのところへ届けてくる。ルチアは――」

　指示を出そうとすると、管制室に警報が鳴り響ひびいた。

「……この警報、もしかして？」

「キルシーに渡した発信機だ」

　誤作動ならそれでいい。だが、そうでない場合……。

　カイル絡がらみで何か異常事態が起きたと思っていい。

　リサが席に戻もどった。

「リサ、場所はどこからだ」

「場所、場所、場所は、っと」

　ぱちぱち、と指先がキーに触れていくたび、大型モニターの映像がぐんぐん拡大されていく。最終的に映ったのは、宮きゆう殿でんだった。

「ここの中からです。発信強度が通常より弱かったことから、地下にいるのかもしれません」

「わかった。ルチアは先行し、キルシーの保護を最優先に行動を」

「わかったわ。ハルキは？」

「オヤカタから意見を求められることもある。俺は武器が仕上がってから転移する。それまで、カイルには手出し無用だ」

「うん。ハルキが来るまで、カイルに手は出さない」

「だが、俺の指示が絶対ではない。冷静に、慎しん重ちように、臨機応変に、現場の判断で動いて構わない」

　ハルキは再度キルシーの世界へルチアを送るようにリサに依頼した。

　ルチアがまた転移装置の中へ入ると、青白い光が全身を包つつみ姿はすぐに消えた。

　胸むな騒さわぎを覚える。

「……杞き憂ゆうならいいが」

　なるべく早く戻るに越したことはないだろう。

　オヤカタに鱗を渡すため、ハルキは管制室をあとにした。







四章







　――ハルキとルチアが他世界へ転移していなくなった後。




　キルシーは自室の鏡台の前に座すわっていた。

　凝こった装そう飾しよくにはめ込まれた鏡に、ごつごつとした金製の重い椅子。

　天てん蓋がい付きのベッドを整え終えた使用人が一礼して私室を辞去していった。

　置いている家具も少ないだだっ広い部屋が、また少し広くなったように感じた。

「陛下がそうおっしゃっていましたし、わたくしどもも、そう感じておりますが」

　後ろに立つレアは、丁てい寧ねいにキルシーの髪に櫛くしを入れていく。

「姫ひめ様さまは、ずいぶんと明るくおなりになりました」

「……そう？」

　ええ、と彼かの女じよは笑みを浮うかべてうなずいた。

　特異な魔ま法ほう――一定範はん囲い内ないの音を聞くことのできる力――を使うことができる。

　ただ彼女は「盗ぬすみ聞きの卑いやしい力」と考えているため、キルシーがお願いするとき以外、力を使うことはなかった。

「カイル……様が連れてきた二人と、仲がよろしいようですね。あの男子、ハルキと言いましたか」

　隊舎前でのやりとりをレアも見ていたのだ。

　キルシーは無表情のままほんのり頬を赤くした。

　くすくすと後ろで控ひかえ目な笑い声が聞こえる。

「失礼いたしました。なんでも、ジラル魔法騎き士し長も彼かれには一目置いているとか」

　誰も褒めないと有名で、他人に厳しく自分にはもっと厳しいあの騎士長がである。

「……ハルキ、すごい」

　諦めたように、レアがぽつりと漏もらす。

「カイル様が、ハルキのような方でしたら、姫様もきっと心安らかに過ごされたのに」

　カイルが、ハルキ……許嫁いいなずけ。

　昼間の手を握にぎられたときのことが頭の中にぱっと蘇よみがえる。

　冷れい淡たんそうな黒い瞳ひとみに整った涼すずしげな顔。思い出しただけでドキンと心臓が跳ねた。

　キルシーは握ってもらった右手を宝物のように、胸に抱だいた。

　あたふたすると、またレアに笑われてしまう。

　動どう揺ようを隠すため正面を見み据すえると、真っ赤な自分が映っているのがわかり余計に恥はずかしくなった。

「今日は、もういい」

　手を止めさせると、寝しん衣いを用意したレアがこちらへ戻ってくる。

　それを受けとると、レアも一礼して部屋を出ていった。

　扉とびらが閉まるのを見届けて、キルシーは着ていたドレスをすとんと足下に落として鏡に映る自分の体を見つめた。

「……ルチア、細い」

　むむむむ、と細い眉まゆを寄せる。あの二人は今何をしているのだろう。

　ルチアがうらやましい。嫉妬していることに気づき、キルシーは首を振ふった。

「ルチアは、良い子」

　鏡に映る自分にそう言い聞かせて、キルシーは寝衣を着た。

　握っていた指先ほどの機器は、少々気になるが、下着の中に入れておいた。

　扉に鍵かぎをかけ、長い髪を服の外に出してベッドへむかっていると、外からレアの大きな声が聞こえた。

「カイル様、もう姫様はお休みでございます。ご用がおありなら明日に――」

「このオレが用があるって言ってんだ。寝てるとかどうとか関係ねぇだろ」

　カイルが、用――？

　一体何の用だろうと、不ふ審しんが不安に変わりキルシーは身を硬かたくした。

　パァン、と膨ふくらませた紙かみ袋ぶくろを思いきり叩きつぶしたような音が聞こえた。

　短いレアの悲鳴も。

　直後、ガタガタガタと扉が騒さわぎはじめた。

「おい、キルシー起きろ！」

　おやめください、とレアのすがるような声を聞いた直後、キルシーは「今開ける」と扉に取りつき鍵を外してノブを回す。

　開けなければレアはカイルの入室を阻もうとし、また暴力を振るわれてしまう。

　そんなの、耐えられない。

「んだよ、起きてるじゃねぇか」

　金色の瞳が威い嚇かくするようにキルシーを見据えた。

　その脇わきでは床にくずおれているレアがいる。頬が痛々しく赤く腫れていた。

「レア、今日は下がりなさい。……ごめんなさい」

　キルシーが謝あやまるとレアは首を何度も振った。

「立ち話もあれだからよ、中、入れてくれ」

　侍じ女じよとはいえ女の子に躊ちゆう躇ちよなく手をあげるカイルに、キルシーは侮蔑の視線を送った。

　許嫁が夜、私室を訪ねてきた。聞こえようによっては恋こいを語らうのだろう、とそんな空想も広がるが、事はそう単純ではない。

　それは、当人たちが一番理解している。

　この男が是と言えば是。非なら非。

　この国では、彼がカラスの色は白だと言えば白くなってしまうのだろう。

　誰もカイルを止められないのだ。

　キルシーが道をあけるとカイルは遠えん慮りよなく入った。

　心配そうにこちらを見つめるレアにキルシーは安心させるようにうなずく。

「……大だい丈じよう夫ぶ。貴女あなたも、頬」

「わたくしは大丈夫です。しかし姫様」

　この男が世間話をしにきたわけではない、とレアも気づいている。

　……だが、どうしようもないのだ。

　私情がどうであれ許嫁が部屋を訪ねてくる――それ自体は、とても自然なのだから。

「おやすみなさい」

　静かに扉を閉じて振りかえると、カイルは先ほどキルシーが座っていた椅子に腰こしかけていた。長い脚を嫌いやみに組み、顎あごで座れよと指した。

　キルシーは警けい戒かいしながら歩きベッドに座ると、枕の下に手を入れ渡されたお守りをそっと撫でた。

　ハルキの顔が思い出され、少し気持ちが落ち着いた。

　まだ何かされると決まったわけではない。

　毅き然ぜんと胸を張り、両手をお腹の下に据えた。

「用件は」

「わざわざやってきた許嫁にその態度か。いや、別に構わないがな。……オレの隊舎でハルキとルチアに会ったそうだな」

「だから」

「あいつらに、何か吹き込んでんじゃねぇだろうな？」

　そんなことで、わざわざ訪ねてきたのだろうか。内心キルシーは首をかしげた。

「どうしてそんなことを、わたくしが」

「いやー、お互たがい邪魔に思ってるけど消すことができないだろ、オレたち」

　そんな歪いびつな関係だった。

　力ずくでカイルは消せないし、カイルもまたキルシーの立場が必要になってくる。

「要するに、オレの仲間に変なちょっかい出すなってことだ」

「わたくしは、少しお話ししただけで、何もしていない」

「オレの悪口を、か？　クク、わかってんだぜ」

「悪口なんて言っていない。ただ、同年代の人とおしゃべりしたかった。それだけ。……貴方あなたがわたくしを避けるから」

「言うようになったじゃねえか。ハッ、まぁいい」

　あの二人のことを仲間、仲間、とカイルは言うが、二人が何者なのか、キルシーは知っている。むしろ、二人と仲間なのは自分のほうだ。

「とにかく、あの二人に関わるな。そんだけだ。何ビビってるか知らねぇけど、別に襲おそったりしねーよ」

　立ちあがり出ていこうとするカイルに、キルシーは以前から疑問だったことをぶつけた。

　今日、カイルの部屋から帰ってきたルチアが言っていたことだ。

「カイル、この国をどうする気」

「あ？　この国？　とりあえず、おまえと結けつ婚こんして王族になるだろ？　おまえのお父様はオレの言いなりだからな。ハハ。まあそうなりゃ、オレのモンみたいなものだろ、この国。そしたら――」

　カイルは野心に猛る獰どう猛もうな笑えみをする。

「どんどん他国を侵しん略りやくして、一大帝てい国こくを築く。ハハッ、ステキだろ？」

　何を言っているのか、意味がわからなかった。

　侵略？　帝国を築く？　この男は何を言っている。

　王女として、決められた人間と結婚することは別段珍めずらしいことではない。

　そういうこともあると覚悟していた。

　しかしそれは、国を思えばこそ。

　キルシーは唇くちびるを噛みしめた。

　王女の肩かた書がきが、こんな男の野望に利用されていることが、たまらなく悔しかった。

「――貴方をこの国から追放する」

「おーい、おいおいおい、正気かそりゃ？　やめとけ、やめとけ」

　考えの至らない子供を見ているように、カイルは嘲笑する。

「オレが違う国に行ってもいいのかよ？　みんな欲しがるぜ？　たった一人で数万の軍を潰かい走そうさせるんだからよ。……なんなら、手始めにこの宮殿にいる全員ぶっ殺してもいいんだぜ」

「貴方がやってきてから、この世界はおかしくなってしまった。戦争なんて、もう何十年も起きていなかった。争う理由がなかったから」

　キルシーの熱をもった言葉は止まらなかった。

「仲の悪い国は確かにあった。けれど、戦争をするほど険悪ではなかった。貴方の部隊の人たちはいい。けれど、戦争は貴方一人でしているわけではない。みんなみんな、戦って、傷ついて、倒たおれていく。意味のない争いのせいで」

　意外そうに見つめているカイルはハン、と鼻で笑った。

「お優しいお姫様ですねえ……ハハ。連戦連勝で、みんな喜んでるんだぜ？　おまえは知らねえだろうけどよ。町の人たちはみんなそうさ」

　キルシーはぎゅっと裾すそを握り、さらに自らを奮い立たせた。

「知らないのは貴方のほう。見えていないのは貴方のほう。子を失った老夫婦や、父を亡なくした子供が何人いる？　貴方の目に映るのは都合のいい現実ばかり」

「そうでもない。分捕った賠ばい償しよう金きんは、国民にしっかり分配されてるんだろ？」

　軽けい薄はくに笑いながら、言った。

「要は――金があればそれでいいんだろ？」

　頭の中で何かが爆ぜた。

　……きっとそれは、本能を制御し続けた理性。

　我慢に我慢を重ね続けタガが外れやすくなった、くたびれた理性。

　気づけば、枕の下に隠していた短たん剣けんをぐっと握りしめ、カイルにむけていた。

　思考が赤く染まり、怒いかりで視界がくらむ。

　けれど震える自分の呼吸だけはしっかりと聞こえた。

「もう、貴方に無む茶ちや苦茶にされるのは堪えられない。この国から、世界から出ていって」

「おまえ、それで脅しているつもりかよ？　笑わせるぜ、マジで」

　カカと哄こう笑しようをあげたカイルはまた小馬ば鹿かにするように肩をすくめた。

　国を、守らなければ。

　この男の手から。

　憂国心と言う名の殺意の衝動が、キルシーの背を突き飛ばす。

　鞘さやを投げ捨て床を蹴った。

「んなもん、脅しにもなりゃしねぇ。知ってるか、オレの力？」

　使い方なんてキルシーは知らない。

　だが、どうするのかだけはわかった。

　両手でギュッと柄を握り締めたまま、どんと体ごとぶつかった。

「……おい、人の話聞けよ」

　短剣がごつ、と何かに阻まれていた。

　肋骨。

　だが、タガが外れた暗い衝動は止まらない。

　耳元で誰かがささやいているようだった。

　……いけ、いけ――胸だ。刺させ。刺せ刺せ刺せ――！

　明確な殺意をもち、短剣を突つき出した。

　滑なめらかに刃やいばはカイルの肉を裂き、胸に突き立った。

　滴る赤黒い血が、つ、と伝い、すぐにキルシーの手は殺人者のそれとなった。

「だから、話聞けってば。ヤンデレ女め」

　一歩あとずさり、キルシーは我に返る。

　カイルが胸の短剣を引ひき抜ぬくと血が吹き出た。

　濃のう密みつな血の匂においは、しかしカイルからではない。

　手。

　真っ赤な悪魔の手。
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　それが、手て柄がらを主張するように生臭いイヤな臭いを立ちのぼらせていた。

　紛れもなくそれは……自分の手だった。

「っ」

　背筋が凍った。キルシーは違う、違う、と青い顔で力無く首を振る。

　怪け我がをしているのならば助けなければ、といつもの習慣が行動へ直結する。

　魔まほ法う結けつ晶しようが結合していきすぐに治ち癒ゆ魔法が発動した。

「おい……それは待てッ。――おいッ!!」

　切せつ羽ぱ詰つまったようでいて、どこか怯おびえているカイルの声は届かない。

　キルシーは、自分がただただ恐ろしかった。

　普段、争いごとが嫌きらいで平和を望んでいる自分の深淵が、顔をのぞかせたようで。

　それが、自分の本性なのでは、と思えば思うほど、思考のどつぼにはまり、周囲の音は遠ざかり視界もかすんで見えた。

　償わなければ。

　怪我をさせてしまったのなら、処置しなければ。

　――何もかもが遅おそかった。

　カイルが逃にげるのも、キルシーが彼の言葉に耳を傾けるのも。

　カイルが後ずさろうとした瞬しゆん間かん。

　キルシーは治ち癒ゆするため患部に手を伸のばした。

　優しく淡い青い光がふわりとキルシーの手から、カイルの胸へと飛んだ。

　治癒の魔ま法ほうはカイルに吸い込まれることなく、患部の上で轟ごう々ごうと燃えた。

　バヂバヂとその魔法が決して立てない不可思議な音を立てる。

　鼻をついた肉の焼けるにおい。

　獣けもののような断だん末まつ魔ま。

　カイルが、胸を押さえのたうちまわって苦しんでいる。

「このにおい……」

「おまえ……ッ！」

　乱れる呼吸のまま、カイルはキルシーを睨にらんだ。

　どうしてこんなことになっているのか、キルシーはぼんやりと考える。

　ハルキ。仲違い。焼け焦こげた手料理――。

　すべてが繋がった。

　カイルが痛む胸を押さえ、ゆらりと立ちあがった。

「カイル貴方、まさか――」

　言葉を切りもう一度魔法を発動させようとすると、カイルの腕が伸びた。

「っ、ぁ――ッ」

　カイルはキルシーの細い首を掴つかみ、体を持ち上げそのまま壁かべに叩たたきつけた。

「何を知った――、何を知ったぁァおまえェぇええええッ！」

　怒り狂くるうカイルが咆ほう哮こうした。

　壁に叩きつけられた衝撃で意識が途切れそうだった。

　キルシーは苦しげに顔を歪めながらカイルを睨んだ。

「だから、今夜やって、きたのね、わたくしが看病したときの、話をした、かもしれない、から」

　だが、その話を禁止することはできなかったのだろう。

　理由を訊かれても、カイルは本当の理由を答えられないから。

「彼は、わたくし、に、約束してくれた。……必ず、カイル、貴方を排はい除じよする、と」

「オレは、世界最強の魔法使いで剣けん士しで英えい雄ゆうだッ!!　誰もオレの邪魔は出来ない。オレに敵かなう人間なんかこの世界には存在しねぇえんだよぉおおお!!」

　ハァ、ハァ、と野獣のような息遣いをするカイルは、キルシーに言った。

「秘密に気づいたおまえは殺す。これからおまえと会話した人間も、オレが殺していく」

　ドゴ、とお腹なかに鈍痛が走ると、キルシーの意識は遠のき、ぷつりと切れた。

　……どれほど気を失っていたのだろう。

　キルシーは肌はだに染みる寒さで目が覚めた。

　周囲は石壁に囲まれ、鉄檻のむこうには蝋ろう燭そくがぽつりと灯っていた。

　手て錠じようをはめられ、しゃべれないようにボロ切れで口を縛られていた。

　檻は、魔ま力りよくに干かん渉しようする特とく殊しゆ鋼を何重にも重ねたものだ。おそらく、宮殿の地下牢ろうだろう。

　カイルは、自分を殺すと言っていた。これから会話をした人間も。

　その場で殺さなかったのは、見せしめにするためだろう。

　許嫁の王女ですら、殺す。

　その事実に恐怖してくれる人がいるのならまだいい。

　しかし、民衆がこの件を肯定させてしまうような人気がカイルにはある。

　国のためなら、死を厭いとうつもりはない。

　けれど、カイルに利用されるのだけは絶対にごめんだった。

　どうにかしたいと思ったとき、ハルキに渡された小さな道具があることを思い出した。隠していた道具を取り出し、教わった通りにした。

　緊きん急きゆう時にこれを押せばハルキたちに伝わるらしいのだが、本当にこれだけで伝わるのだろうか。押おしても音は出ないし、何の変化もない。

　しばらくすると、牢の中にぽつりと青い光が現れた。驚いてそれから距きよ離りをとると、すぐに石壁に背がついた。

　光がどんどん大きくなると、そこからルチアが降ふってきた。

「よっと。転移成功ね。あれ……？　ちょっと、どうして牢の中なのよーっ！」

　どこかに不満げに叫さけんで、まったくと腰に手をやった。

「絶対リサの嫌がらせよ。ほんとにもう……」

　んーんー、と呼ぶとすぐに気づいてくれた。

「――あ。キルシー！　大丈夫!?」

　すぐにルチアはボロ切れをほどく。手錠を魔法で焼き切ってくれた。

「良かった、そばに転移できて。無事だった？」

「……ありがとう、ルチア。わたくしは無事。でも、外に出られない」

　ルチアが来てくれたことは嬉しいが、鍵がなければここを開けることはできないのだ。

「壊しちゃえばいいんじゃないかしら」

「……駄だ目め。力ずくでも、魔法でも」

　残念そうに言うキルシーに、ルチアは得意そうに鼻を鳴らす。

　檻を見てドヤ顔で言った。

「ふふん、天才捜そう査さ官かんルチアちゃんに任せて！」







　気絶したキルシーを牢へ放り出した後。

　カイルは檻と地下牢へ続く扉の鍵をズボンのポケットに押し込んだ。

　カイルの魔法をもってしても、あの檻を破ることは出来ない。力ずくでももちろん無理だ。

　最初からこうしていれば良かった。許嫁で王女だからと、甘くしてやっていたのだ。

　カイルがひと声かければ、数万の民衆が民衆を呼び、瞬く間に数百万に膨れあがり人のうねりが出来あがる。

　……それはもう、自分の国民と呼ぶに相応しい。

　自分に逆らえばどうなるか、見せしめとしてキルシーは群衆の前で処刑するのが一番いいだろう。何せ彼女は自分の許嫁。

　最期の最期まで役に立ってもらおう。

「都合わりぃからって消してちゃダメだよなぁ、ハハ。オレを暗殺しようとしていた、ってのはどうだ？」

　事故とはいえ、事実そうなのだ。完かん璧ぺきな筋書きにカイルはカカと笑う。

「元の世界なんかに、戻ってたまるかよ」

　前世界の暗い記き憶おくが脳裏をよぎった。

　あのころとは違ちがう。違う自分に変わったのだ。

　こういった形で計画を進めていくことは本意ではなかったが、大臣だろうが魔法騎士だろうが、王だろうが、反逆者は始末してしまえばいい。

　ゆるむ口元。醜悪な笑みを貼りつけるカイルは、廊ろう下かを大おお股またに歩き、自室へ戻ってきた。

　ジクジクと胸が痛む。顎を引くと焼けただれた自分の肌が見えた。

「アレ関係だけは、ちょっとどころじゃなくてめちゃくちゃ痛ぇんだよな、クソが……」

　大きな舌打ちをして、カイルは自分の血で濡ぬれた服を脱ぎ捨て違う物に着替える。

　キルシーと仲が良さげなルチアは、もし臣従するのなら配下に加えてやってもいい。

「……」

　出会ったとき、ルチアを殺そうとして剣を振りおろした。それを止めたのはハルキだった。いつもニコニコと人の善い笑え顔がおを浮かべているが、腹の中で何を考えているのかがまったく読めない。

　掴めない。

　底が知れない。

　弱いのか強いのかも、わからない。

　有事の際、最大の障害になるのはアステリア王でも魔法騎士や魔法騎士長でもなく、ああいう男なのかもしれない。

「まぁいい。オレに敵う奴やつなんかいねぇんだ。あの秘密が漏れなければ」

　水を飲もうとソファに深く腰かけて、カイルはベルを鳴らした。

　大たい抵ていすぐに使用人が駆かけつけるのだが、今日は遅い。

　怪け訝げんに思っていると、外が妙みように騒がしいことに気づいた。

　キルシーを地下牢に幽閉したことが知られたのかもしれない。

　ゴンゴン、と力強いノック。

　カイルは窓の外へやっていた注意を扉へむけた。使用人ならもっと丁寧に静かに叩く。

　なんとなく、誰がやってきたのかわかった。

　そして、許可も出していないのに勝手に入ってきた。

「カイル。何事だ。姫様を牢へ入れるとは」

　ジラル魔法騎士長の傷痕が残る厳めしい顔には、怒りと不審が混じっていた。

　むけられたこの力強い視線に気圧される者は決して少なくない。

　矢継ぎ早に質問しないのは、言い訳があるなら聞くぞ、と言外に言っているようだった。

　カイルは嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「何事？　いや、そりゃこっちが聞きてぇ。あいつ、オレを殺そうとしやがった」

　顎をしゃくって脱ぎ捨てた血まみれの服を指す。

　一度目をやったジラルは小さく眉をひそめた。

「姫様が？」

「あぁ。とんでもねぇヤツだ。オレのこと刺さしたんだぜ？　あり得ねぇって。ま、確かにオレは短剣で刺した程度じゃ死なねえけどよ」

「そうするに足る理由が、何かあったのではないのか」

「だとしてもどうよ、それ。あいつは、元々オレのことが嫌いで仕方なかった。で、むかつき過ぎて、ブスッとやっちまったワケ。普ふ通つうなら、死んでた」

「信じられん。姫様が……？」

　ぽつりと言って、気勢を殺そがれたジラルは眉を寄せた。

「だから、キルシーは――処刑することにした」

　何てことないようにカイルが言ってみせると、ジラルは目をむいた。

「何を馬鹿なことを。刺されたことは事実かもしれん。だが、然るべき場所で裁かれ、姫様なりの罰を受ける必要がある。そして裁定するのはおまえでもないし、罰を与えるのもまた、カイル、おまえではない」

「ハぁ？　王族裁けるヤツがこの国にいんのかよ？　誰だれも出来ねえだろうから、オレがやってやろうって言ってんだ。わかる、オレの言ってっこと？」

　背の低いローテーブルに脚あしを投げ出すと、雷らい鳴めいが鼓膜を直ちよく撃げきした。

「分を弁わきまえろ！　我らは魔法騎士。アステリア王国、陛下や王家の方々に仕える身。その方々を裁くなど、言語道断」

「声でけぇんだよ、うるせえっての。アンタが言う姫様なりの罰って何だよ？　一日ご飯抜きとか？　それはそれは、とんでもない罰だな、おい」

　小馬鹿にするようにカイルは笑った。

「それは我らが首を突っ込むべき場所ではない」

「罰は要るだろうが！　お姫様は人を殺してもいいってわけじゃねぇんだろうが」

「だからと言って、いきなり地下牢へ放り出す必要がどこにある」

「……、あいつはどうかしてた」

「姫様には、わしから話を聞いておく。……鍵を出せ。おまえが持っているのだろう」

　誰かと話をしてもらっては困るからこそ、閉じ込めたのだ。

　檻ほど頑がん丈じようではないが、地下牢へ続く扉も鍵をかけている。

「持ってるが渡わたすつもりはない。アンタだってオレを疎ましく思ってるはずだ。オレを殺そうとした姫様と共謀したりなんかされたら、たまんねえからな」

「そのようなことはないと、騎士の名に誓ちかう。姫様に非があるのかもしれないが、それは事情を聴かんことには何もわからん」

　箱を開けようとする人間は、殺しておかなくてはならないだろう。

　その中にはカイルを『殺す』、危険なモノが詰つまっているのだから。

　それに手を伸ばす人間も、同様に危険だ。

「そんなもんに誓われてもオレは鍵を渡すつもりはない」

　高慢に顎をあげたカイルは口の端はしを曲げた。

「……奪ってみろよ。出来るならな？」

「力ずくで……？　小こ僧ぞう、舐めるのも大概にしておけよ」

　ジラルが睨むと迫はく力りよくが一層増した。

　体格が、さらに大きく見える。年季の入った顔にむしろ表情はない。

　だが、瞳が雄弁に物語る。

　視線だけで重圧を感じたのははじめてだ。

　怒ど気きと殺気が同居する気迫に、さすがのカイルも小さく息を呑のんだ。

　だが、戦って自分が負けるわけがないのだ。

　キルシーが得た情報は、まだどこにも漏れていない。

　箱に触ふれようとする人間は先に始末しておく必要がある。

「――やろうぜ？　あんたとは一回やってみたかったんだ」

「後悔するなよ」

「こっちのセリフだ」

　練兵場に行こうというジラルの意見には、カイルも賛成だった。

　大たい剣けんを装備すると、ジラルにわからないよう論功行賞で貰った宝剣を佩はいた。

　カイルにとっての破滅の使者――ルチアが今まさに牢内に転移したことも知らないまま、宮殿を後にして練兵場へむかった。







　夜の王都を歩き、だだっ広い練兵場に入った二人は、一定の距離をとった。

　ジラルの月を背負うその姿は、騎士というよりは魔神と評したほうが適切だろう。

「騎士同士の決闘ということにするか」

「いいや、んな七面めん倒どうなことはいい。オレとアンタの喧けん嘩かだ」

「喧嘩？　フン、その程度で済めばいいがな」

「おいおい、世界最強のオレに、ずいぶんな自信じゃねえかよ」

「この国最高の騎士であるわしが、小僧程度に負けるわけにはいかんのでな」

「今のセリフ、よぅく覚えておけよ。ハッ、最高と最強はイコールじゃねえんだよ」

「鍵は持っているのか」

　当然、とカイルはポケットから鍵を出す。

「ちゃっちゃとやろうぜ？　処刑の準備、しなくちゃいけねえからな」

「姫様は口下手だが、国を憂うれい民を想う優やさしいお方。事情を聴くまで、貴様の好きにさせるわけにはいかん」

　腰の剣をすらりと抜き放ち、ジラルは構えた。体躯に合ったその長剣は『竜りゆうの牙きば』と言わしめる逸品。

『ジラル・グランド、竜りゆう牙がを携え参上』

　市し井せいの子供たちがそう言ってごっこ遊びをするほどに、ジラル・グランドの勇名は戦場だけでなく市民の間ですら語り草となっている。

　世界中から恐怖と畏敬の念を集めている男だ。

　漂ただよう剣気は鋭えい利りで研ぎ澄まされている。

　並の将なら、立ちすくんでしまっただろう。

「名乗り合いは？」

「いらね。お互い知ってんだろ、意味ねぇって」

　カイルは好戦的に唇を舐め、背に負った大剣を引き抜いた。

「立ち合う相手に敬意を払おうともしない。……貴様は、騎士ではない」

「あの鬱うつ陶とうしい王様が、勝手に押しつけただけだ。なのに作法だなんだって、クソ迷めい惑わくなんだよ」

　王を侮辱したのが癇かんに障ったらしい。

　燻くすぶっていた殺気の穂先が一いつ斉せいにカイルへむいた。

　来る。

　感じた刹那、ジラルの巨躯が眼前に迫せまっていた。

　月光を照り返す長剣が冴えを見せる。

　放たれた斬撃は疾く重い。

　大剣で受けとめるが、息をつかせぬ連撃がカイルを強襲する。

　例えるなら組織された狼の群れ。

　一頭に気をとられる間、すでに逃げ道が塞がれてしまうように、激情を乗せた剣が淡たん々たんとカイルを攻め立てる。

　カイルが攻こう撃げきの間かん隙げきを縫い、最大魔ま力りよくで火か炎えんを撃つ。

　周囲に炎ほのおを撒まき散ちらし、練兵場を火の海に沈めた。

　直撃した――

　はずが。遅い、と小さく声が聞こえた。

　かすかに視界の端でとらえたジラルが横に構えた長剣を振り抜いた。

　瞬しゆん時じにカイルは大剣に雷かみなり魔法を付加させた。

　鈍い金属音が耳に残る。

　紫電が蜘く蛛もの巣状に地を走った。鍔つば迫り合いになるはずが、ジラルの剣だけが見えた。

　大剣が中ほどから折れている。ザクと背後で大剣の切っ先が刺さる音がした。

「いつ魔法を使ってくるかと思いきや、そういうことかよ」

「……」

　急に間合いを詰められたことや、直撃したはずの火炎がかわされたこと、剣同士がぶつかり合った感かん触しよく。

　すでに使っていたのだ。

「空気を操る魔法――だろ？」

「……魔法は、派手に撃うち合うだけがすべてではない」

　掌底をジラルが撃つ。

　カイルは魔力の流れをかすかにとらえた。

　手の平にあるのは、体積を凝縮した圧搾空気。

　無属性の強力な火薬がそこにあるのと同じだ。

　効果範囲も極小の魔法。

　だが、ジラルの剣技、及び近接戦せん闘とうを支えることに特化した、これ以上ない魔法とも言えた。

　カイルの大剣を切り飛ばしたかに見えたあれも、圧縮した空気を長剣で叩きつけただけに違いない。

　切ったのではなく、へし折ったのだ。

　瞬時に移動したかに見えたあれも、魔法を使ったからだろう。

　超至近距離で剣よりも有利なのは小回りの利く格闘術。

　のけぞってかわそうとするが、小さく魔法を発動させたジラルは開いた距離を瞬時に潰した。

　水流障しよう壁へきを展開したが、ジラルの掌底に容易たやすく破られた。

「まずは、陛下を侮辱したことを詫びてもらうぞ小僧――ッ!!」

「クッソ――」

　ジラルの掌底が、カイルの胸に撃ち込まれる、瞬間のことだった。

「――なぁーんてな」

　前触れなくつむじ風が起こり大気を巻き込んだ。カイルの魔法だ。

　ジラルがとん、と胸に触れるが、効果はない。

　気流を操る風魔法の前に、空気は無力。

　ジラルの魔法をカイルの魔法が上回ったのだ。

　カイルは猛る旋風を拳こぶしに巻きつけ、ジラルの顔面に叩き込んだ。

　吹き飛んだ巨きよ体たいは、衝撃音と同時に壁に埋め込まれた。

「魔法はショボいんだな、アンタ」

　まだジラルに意識はあるらしい。握にぎりしめていた剣をどうにかこちらへむけていた。

　ずかずかと歩み寄り、カイルは剣を抜く。

　どんな顔をするか、楽しみだ。

　ジラルの視線が剣に注がれた。釘くぎづけにしているのは、論功行賞で下か賜しされた宝剣だ。

　怒りに打ち震ふるえるジラルは顔色を赤黒くした。

「――その剣を私闘に持ち出すなど」

「試ためし斬り、一回くらいしておかねえとなぁあッ!!」

「この――外道がぁああああああッ」

　怨えん嗟さを吐はき出し、ジラルが大きく踏み込み剣を振ふりおろした、直後。

　カイルの剣がジラルを捉とらえる。

　雅な意匠を凝らした剣には不似合いな、粗い太た刀ち筋すじ。

　敵を倒すだけの道具と成り果てた宝剣は凶剣となり、ジラルを切り裂いた。

「アンタも大したことねぇえなぁああッ！」

　血しぶきが宙を舞い、下半身を失ったようにジラルは膝ひざから崩れた。

　だが、まだ息はあるようだ。カイルは邪じや悪あくに笑いながら見おろした。

「これでもあんたの腕うでは買ってんだ。オレが王サマになったら、そんときはちゃーんと忠誠誓って尽つくしてくれよな？　騎き士しは王家に仕えるんだもんなァ、魔ま法ほう騎士長様よぉ。――ククッ、ハハハハハハ」

　カイルが高笑いを響かせていると、爆音がかすかに聞こえた。

　顔をあげると、宮きゆう殿でんのある方角から緋ひ色いろの炎が流星のように夜空へむかって流れた。

　カイルは懸案事項をすぐさま思い出す。

　ルチアとハルキは今どこにいる。

　そして、宮殿のほうで何かが起きた。

　靴に入り込んだ小石程度の不快感。

　それが、カイルの不安を駆り立てた。

　少なからずあの二人はキルシーと仲が良さそうだった。

　魔法は一いつ切さい通さない牢とはいえ、何があるかわからない。

「処刑なんて悠長なこと言ってる場合じゃねぇな。キルシーも接せつ触しよくした人間も、即そく殺す」

　殺気立つカイルは宮殿にむかって駆け出した。







　魔ま法ほうでも壊せない、そんなことを言われれば、試さないではいられない。

　魔法を寄せつけない檻は鍵かぎがないと開けられないらしく、その鍵はカイルがおそらくもっているのだろう、とキルシーは教えてくれた。

「息を止めて、ちょっと離はなれててね？」

　ルチアが言うと、キルシーは隅すみで思いきり息を吸って止めた。

　緋色の膜がルチアを覆うと、手の平にまばゆい黄金の炎が揺らめいた。

　しんとした牢内に小さな風が起きると、ざわざわと葉擦れのような音が鳴りはじめた。

　濃密なルチアの魔力は逆巻く風となり、体にまとわりついていった。

　金色の魔力の風にキルシーは目を細めた。

　そして、ルチアは略式魔法を発動させた。

「炎帝親征トラゲーデイエ！」

　突き出した両手へ緋色の炎が集束。

　刹那、火砲がルチアの手から放たれた。

　檻に直撃すると、魔力干かん渉しよう鋼材を溶かす。

　ルチアの魔法は抜群の効果を示した。

　檻はあっさりと消え去った。

　うんうん、と満足するが、外を見て「げ」とルチアはまずそうに言った。

　斜めに撃ってしまったのが悪かったらしい。

　ここは地下なのに……夜空が見える。

「キ、キルシー、ごめんね……？」

　止めていた息を吐いて、キルシーは目を開けた。

「ルチア、すごい。魔力に干渉する特殊な鉄鋼で作られているから、魔法は効かないのに」

　ぱちん、とルチアはウィンクしてみせる。

「私、この世界の魔法使いじゃないから」

「ルチアの魔法、すごく強力。……穴……空が見える」

　火か焔えん魔法は檻を突破するどころか、宮殿を地下から斜めに貫つらぬいたのだ。

　賠償額がとんでもない額になりそうだった。

「…………えへ」

　可愛く笑って誤魔化そうとしているルチアを見て、キルシーは表情をほころばせた。

「ルチア、たいへん。宮殿が……ふふ」

「あ、あはは…………。だ、誰か巻き込んだりしてないかしら……」

「この時間、あの方角なら誰もいない」

「このことは、ハ、ハルキには内緒よ？　力の制御もできないのかって怒おこられちゃうから。とにかく、ここから脱出しましょう」

　ルチアはキルシーの手をとり、牢を出て階段を駆けのぼった。

　外へ出るための扉とびらにも鍵がかかっていたが、ルチアが小さな炎で溶かすとすぐに扉は開いた。

　出たそこは中庭だった。宮きゆう殿でん内ないが慌ただしい。

　いくつもの足音が交錯し、敵国からの攻撃が空から降ってきた、などと衛兵が騒いでいる。

　喧けん騒そうの中、鋭するどく叫ぶ声が聞こえた。

「キルシーを捜せッ！」

　カイルだ。

　地下牢を脱出したのがバレたようだ。

　キルシーの表情が見る見るうちに強こわ張ばっていく。

　励ますようにルチアは手を強く握った。

　万一戦うとしても、ここでは存分に魔法を使えない。

　何よりもハルキが到着するまで、手を出すなと言われている。

　夜ということもあり、物陰に身を隠かくすことに苦労はしなかった。

　二人は宮殿を迂回し裏庭へやってきた。

　裏門から出るため足を速めていると、ザワ――とルチアの背に悪寒が走った。

　近くに何かがいる。第六感がそう告げた。

　ゾクゾク、ザワザワ、肌が粟立つ。

　背の高い花畑の中に身を伏ふせて息を潜めていると、

「逃げるとしたらこっちからだと思ったんだけどなぁ。まだ裏門は内側からは開いてねぇし宮殿の中にいんのか？」

　ドキン、と心臓が飛び出そうになった。

　それはキルシーも同じらしい。二人はお互たがいの口を手で塞いだ。

　ざくざく、と花畑を蹂じゆう躙りんするブーツが近づく。

「早いとこ、ぶっ殺さねえと」

　そっとのぞいてみると、魔法騎士のマントを羽織ったカイルの背が、ゆっくりと遠ざかっていった。

　二人は長い息を吐いた。

　人けがないことを確かく認にんして、ルチアたちは裏門へむかう。

　背後からの足音に振りかえれば、侍じ女じよのレアがこちらへ駆けていた。

「姫ひめ様さま。よかった。お怪我はございませんでしたか？　カイル様……カイルが姫様を閉じ込めたことを魔法騎士長様にお伝えしたのです」

「貴女あなたが？　ありがとう」

「いえ。どう考えてもあの男がおかしいのです。姫様を急に牢へ入れるなど」

　少しだけキルシーはバツ悪そうにうつむいた。

「カイルが捜しております。今捕まってしまえば、何をされるかわかりません。安全な場所へひとまずお逃げください。しかし護衛が……」

　どうしよう、と困こん惑わくするレアにキルシーが言った。

「魔法使いの彼かの女じよが――ルチアがわたくしを守ってくれる」

「それだけでは……」

　ううん、とレアにキルシーは首を振る。

「さっきの空にむかって凄すごい魔法を撃ったのはルチア」

「わぁあっ、そ、それ言っちゃダメなやつ！」

「……詳しいお話は、後でお伺いしましょう」

　お、怒られる……。

　だが、今は自分の心配をしている場合ではない。ぷるぷるとルチアは首を振った。

「とにかく、私はハルキからキルシーの保護を最優先にするように言われている。ハルキが来るまで、安全な場所へ逃げましょう」

　ハルキの名前を聞いたキルシーは、かすかに表情を明るくした。

　馬で逃げることになり裏庭の厩うまやからレアが一頭曳いてきた。

　ルチアは鐙あぶみに足をかけ先に跨ると、キルシーの手をとり後ろへ乗せる。

　レアが裏門を開けた。

「今はとにかく遠くへ。カイルの目の届かないところへ」

「わかったわ」

「レアも、気をつけて」

　ルチアは馬腹を軽く蹴けり、門から飛び出していった。

　キルシーが後ろで道を指示し、一直線に城門を目指す。

　ルチアが門兵に開門するよう叫ぶと後ろのキルシーも普ふ段だんは小さい声を張った。

　火急の事態であることを察したのか、門兵はすぐに城門を開け、跳はね橋をおろしてくれた。まだここまでカイルの指示は回っていないようだ。

　お礼を言って、速度を落とさないままルチアたちは王都を脱出し、夜風がそよぐ原野を突き進んだ。

「ごめんね、素す敵てきな王子様じゃなくって」

「ス、ステキな王子様――」

　なんとなく、キルシーが誰を思い浮うかべたのかわかった。

　火が出そうなほど顔を赤くして、ふらぁ、と体が力なく揺ゆれる。

「ちょっ!?　キルシー！」

　ずるっと落馬しそうになったところを慌あわててルチアは腕を引っ張る。

　我に返ったキルシーは恥はずかしそうに「……ごめんなさい」と小声で謝あやまった。

「ちなみに、どこへ行けばいいの？」

「……東へ行ってしばらくのところに、王族専用の隠れ家がある。カイルも知らないはず」

　ひとまず隠れられる場所で待機し、ハルキの到着を待てばいい。ルチアは指示通り馬を走らせた。

「どうしてカイルはキルシーを牢に閉じ込めたりしたの？　いきなり？」

「すごく怒っていた。今まで見たことがないくらい。……たぶん、一番の原因は――」

　キルシーは起きたことを話してくれた。予想した『副作用』のことも。

「それで……。ハルキは痛みに対して耐たい性せいのようなものがあるって言っていたけど、ソレだけは別なのね。じゃあ、キルシーを口封じのために殺そうってこと？」

「たぶん」

「そうはこの捜査官ルチアがさせないんだから。私もハルキも、あなたを全力で守る」

「……どうして、そこまで？　任務だから？」

「どうしてかなんて、決まってるわ。友達だからよ」

　任務なら、キルシーを保護する必要はない。では、ハルキはどうしてキルシーの保護を優先するように言ったのだろう。それを思うと、心が少しチクチクした。

　胸がいっぱいになったのか、言葉を詰まらせキルシーはルチアにきゅっと抱だきついた。

「ありがとう、ルチア」

「うぅ……『王女級』が私の背中に当たってる……私にないそれが。……現実、ツライ」

　ルチアは自分の寂さびしい胸むな元もとを見おろして、くすんと鼻をすすった。

　風鳴りの中に馬ば蹄ていを聞きわけ、まさかと思い振りかえる。

　一騎きが猛然とこちらを追いかけてきていた。

　夜でも強く自己主張する赤あか髪がみ。抜ぬき放っている剣が妖しい光を湛えていた。

　カイルだ。

「――ウソ」

　速い。

　馬の違いどころの速力差ではない。

　こちらは向かい風なのに、カイルのほうは背にマントが貼りついている。追い風なのだろう。

　風の魔ま法ほうを使い、飛ぶようにこちらへ疾駆している。

　ルチアの声に、キルシーが振りかえると愕がく然ぜんとした。

「カイル」

「ちょっと、手た綱づなお願いね？」

　戸と惑まどうキルシーに無理やりルチアは手綱を渡して、馬上の前後を替わってもらった。

　馬を疾走させるカイルへルチアは火焔魔法を放つ。

　前面に翳かざした傘のような水防壁へきに、ルチアの魔法を容易く阻まれた。

　心の中で謝って馬を狙ねらう。が、これもカイルの水流障壁が完全に防ぼう御ぎよした。

　引きずりおろすこともできないのか、とルチアはわずかに落らく胆たんする。

　徐じよ々じよに差がなくなり、声も届くほどになった。

「おいおい、どこ行くつもりだよ――」

　むこうが魔法を撃たないあたり、剣けんで直々に殺すつもりなのだろう。

　どうにかして、止めないと。

　次に狙ったのは地面だった。

　狙い澄ました炎えん弾だんが地面を抉ると、馬が鳴き声と共に前足から崩れ、カイルを投げ出した。

　二人が安あん堵どしたのも束の間のことだった。

　今度はこちらの馬が竿立ちになり、二人を地面へ放り出した。

　ばさばさと煽あおられる髪もいとわず、キルシーに手を貸した。

「大だい丈じよう夫ぶ、キルシー？」

「……ええ。急に風が」

　進行方向には、砂すな埃ぼこりや草を巻きあげる濃のう密みつな暴風が立ちふさがっていた。

　奴の仕業だろうと見やれば、カイルが突き出した手を動かしていた。

「さすが【アリス】様。……何でもありね」

　憎々しげにルチアがつぶやくと、怯おびえるキルシーがそっとルチアの袖そでを掴つかんだ。

　木陰まで彼女を連れて行き、ルチアは気丈に微笑ほほえんだ。

「大丈夫だから。私を信じて？」

「ルチア、わたくしが、魔ま法ほうを使えばカイルはもしかすると……」

「かもしれないけど、危険よ。巻き込めない。カイルと戦って捕とらえるのは私たち捜査官の仕事。王女様は、私の活かつ躍やくを見ているだけでいいの」

　手が震えているのを悟られまいと拳を作った。

　ルチアは何か言おうとするキルシーを遮るように、木陰を飛び出した。

　ゆっくり、ゆっくり、カイルは歩み寄ってくる。

　――カイルには絶対に手出しするな。

　ハルキの命令が脳裏をよぎる。きちんと復唱もしたのに。

　しかし、

「やるしかないじゃない！」

　キルシーが後ろにいる。

　黙だまって見ているわけにはいかない。

「ゲンバのハンダンってやつよ、これが！　やってやろうじゃないっ!!」

　自らを奮い立たせるようにルチアは声を振り絞った。

「ハルキがいないみたいだけど、どうした」

「あんたには教えないわよ」

「今、オレの女になることを誓えば、命は助けてやるぜ？」

「冗じよう談だんやめて。あんたのモノになるくらいなら、死んだほうがましよ」

　啖たん呵かを切ってみせ、ルチアは中指を突き立てた。

　もう、後には引けない。

「残念だな」

　カイルのまとう殺気がこちらへむけられる。

　挨拶代わりのような雷らい撃げきが放たれ、ルチアはステップを踏ふんでかわすが、

「っ」

　かすめた肩かた口ぐちがビリと重く痺しびれた。

　ルチアの戦意は衰えるどころか、激しさを増した。

　緋色の魔力がルチアを包む。

　黄金の炎を手の平に灯す。

　詠唱、略。

　呼吸するのと同じ自然さで滑なめらかに魔ま法ほうを発動させる。

　魔法名口述、略。

　疾く鋭い略式魔法を撃つ。

　ルチアが放った地を這う火矢がカイルを強襲する。

　カイルの剣が水流をまとうと、ルチアの魔法を両断した。

「まだまだ――ッ」

　二発、三発、構わず撃ち続けるが、効果は見られない。

「おい、本気なのかよ、それ」

　つまらなそうにカイルは息をついた。

　心底残念そうな言い草が癇に障った。

　だが、ルチアは近接戦闘ができない。言うなれば砲台なのだ。

　初動に優れる攻撃は、どうしても効果が薄うすく、威い力りよくも低くなってしまう。

「そんじゃあ、力比べといってみようか」

　循環を繰くり返す水流がやみ、むき出しの白はく刃じんが見えた。

　ボタン式か何かのように簡単に剣は炎をまとい、焦熱の一ひと振ふりへと姿を変えた。

　炎えん剣けんの温度で周囲の野草が燃え、灰となって消え去っていく。

　刀身に魔ま法ほうは及んでいないのか、温度と炎の大きさは増長するが、不思議と溶とけることもなく形を保っていた。やがて炎は刀身の数倍の大きさまで膨れあがった。

　ルチアは不快に眉まゆをひそめた。

「炎で、力比べ……？」

　どんな魔法も簡単にほいほいと使うカイルが、炎で力比べをしたいと言う。

　カイルが巻き起こした風で靡なびいていたルチアの髪が、魔力で逆立ちはじめた。

　血液のように巡る魔力が高熱を持ちルチアの体内を循環する。

　体が熱を発していくのとは逆に、怒いかりで頭はどんどん冴えていく。

「私を舐めたことを後悔させてあげる――」

　金色の炎が渦を巻きルチアの体を厚く覆い、両手に集束していく。

　高密度の剛炎が禍々しく燃え盛った。

　ざっと、肩幅に脚を広げ、両手をカイルへかざす。

　今まで放ったものとは桁けた違ちがいの魔法を撃つため、正規の手続きを踏む。

　詠唱。

「森羅万象を灰かい燼じんに帰す非道皇帝の悪あく辣らつなる極炎」

　一つ、二つ三つ――。

　両手を中心に巨きよ大だいな火か焔えんの波は紋もんが広がり、深しん紅くの魔法陣じんが展開された。

　魔法名口述。

「炎帝親征トラゲーデイエ！」

　刹那。

　砲撃光が閃き、炸さく裂れつ音おんと共に魔法が放たれた。

　触れるものを塵ちりと化し、遮るものを溶かし、唸りをあげる。

　爪痕を残すように、射線上の原野は瞬時に焦土へ姿を変えた。

「なんだよ、それ、おい」
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　耳障りな楽しげなカイルの声。

　カイルも炎剣をこちらへ叩たたきつけてくる。

　ルチアの魔法とカイルの魔法がぶつかると、衝しよう撃げき波はが原野を走った。

　じわりじわりと鍔迫り合いをしているように、ルチアの魔法は押おされた。

　負ける――？　馬ば鹿かなことを考えた自分を笑った。

　魔力の放出量をさらにあげ、歯を食いしばった。

「キルシーを守る……負けられない――ッ！」

　――最大火力。

「どの世界のどんな火か炎えん魔法にも、天才炎使いわたしが負けるわけにはいかないのよ！」

　出身世界最強の自負と矜持。

　その気持ちが火力をさらに引きあげさせた。

　閃光が視界を差し爆風が吹き荒れた。

　押しきったのはルチアの魔法だった。

　体に重い疲労を感じた。もう何発も攻撃はできない。

　あれで、気を失ってくれれば――。

　懇願するようにルチアは霧が晴れるのを待った。

「……霧？」

　生暖かいそれは霧ではなく、湯気。何に起因したかなんてすぐにわかった。




「いやぁ、びっくりしたわ」




　水流を巻きつける剣を肩に担ぎながら感心したようにカイルは言った。

　ルチアの魔法に敗れたと知った直後、属性をすぐさま変え、叩き斬きったのだ。

「まあ、喰らってもすぐ回復するんだけどな」

　小馬鹿にするように肩をすくめると、こちらへと突とつ進しんしてくる。

　ルチアはその進撃を止めるため、火矢を三つ同時に放つ。

　カイルが回かい避ひしなかったこともあり、難なく直ちよく撃げきした。

　煙けむりが濛もう々もうと舞まっているが、悪寒は消えない。

　さらに力を振りしぼり攻撃を続けた。

　風が吹き、視界が晴れる。

「ハハハハ、なんともねえぞ？」

　高笑いするカイルが悠ゆう然ぜんと歩んでいた。

　燃やせたのは服がせいぜい。即回復したらしく火傷やけどの痕はもう見えない。

　ルチアは奥おく歯ばを噛みしめた。

「化け物……」

「要するに強ぇってことだろ、それ！　こっちから行くぜ！」

　振りおろされた剣をどうにかかわすが、蹴りまで放っているとは思わなかった。

「ぐッ……、」

　脇わき腹ばらに直撃した蹴りが、ルチアをくの字に曲げ吹き飛ばした。

「おいおいおい、さっきまでの威勢はどうしたよ」

　地を二度三度跳ね、数回転して、ようやくルチアは止まった。

　ざくざく、と焼野原をカイルが歩いてくる。

　痛みで視界が明滅する。

　気づけば、ぐいっと髪の毛を掴まれ上をむかされていた。

「誰だれにも、オレは倒たおせねぇんだよ。わかったか」

「……あんたが、威張って、られるのも、ハルキが、来る、までなんだから」

　ハルキという単語に、カイルは苦虫を噛み潰したように顔を曲げた。

「どこにいる」

　ハルキまだかなぁ、とルチアはぼんやりと思った。

「教えない、って言ったわよね、あんた、そんなことも覚えてられないの？」

　ガツ、と顔を地面に叩きつけられた。

「舐めた口叩くなよ、クソが」

「――もうやめて」

　キルシーが震える金切り声をあげた。

「ルチアには、もう、手を出すのは、やめて……」

　見るに堪えなくなったのだろうか。

　風の壁がなくなったら隠れるんじゃなくて、逃げろと指示しておけばよかった、とルチアは後悔した。

　かすかに首を振ったが、こちらを一瞥してもキルシーは主張を変えなかった。

「目的はわたくしでしょう。ルチアは関係ない」

「関係なくねぇよ。おまえとしゃべった人間、殺すって言っただろ？」

「何も、しゃべっていない。本当に」

「ムリムリ、そんなの信じられねぇって」

「……ルチアに魔ま法ほうをかけさせて。酷い、傷」

　好きにしろ、とカイルは二、三歩さがって少し離れた。

　すぐに駆かけ寄ってきたキルシーは瞳ひとみに涙なみだを溜め、か弱く小さく震える声で謝った。

　途切れそうな意識を繋ぎとめ、ルチアは精いっぱいの笑え顔がおで応えた。

「だいじょうぶ、きっと……ハルキが――」

「ハルキハルキって、るせぇんだよッ！」

　カイルが苛立ったように頭をがしがしとかいた。

「あいつに何をそんなに期待してんだ、ぁアッ!?　どうせ、オレとむかいあったらヘコヘコ頭をさげるだけしか出来ねぇクズなんだろうが！」

「戦ったことも、戦っているところもまともに見たこと無いクセに、よく言えるわよね」

「あいつは斬られても焼かれても回復すんのか？　そうじゃねぇだろ!?　オレが、オレだけがこの世界で最強なんだ」

　世界最強――幼稚な言葉にルチアは小さく笑った。

　これ以上何を言っても不毛なやり取りが続くだけだ。

　キルシーが治ち癒ゆ魔法の準備をはじめる。

　このまま眠ってしまおうか、と張っていた気がゆるむ。

　目をつむろうとしたとき、カイルがこちらをのぞいているのが見えた。

　その背後で光った青白い光も。

「邪じや魔まな奴やつは殺しちまわないとな」

　カイルはキルシーの背後にまわると、剣を振りかざした。

「――待っていてルチア。すぐ、よくなる」

「だめッ、キルシーよけて！」

　だが、キルシーは不思議そうな顔をするだけだった。

　庇かばおうにも、身体を割り込ませるよりも早く剣が――。

「じゃあな、お姫ひめさ、ま――、ッ」

　剣は、空中に縫い止められたまま、振りおろされることはなかった。

　カイルが顔を歪ゆがめた。

　腹から血濡ぬれた太た刀ちが生えている。

　首だけで振りかえったカイルは、忌々しそうに舌打ちした。

「背中を刺さすなんて、卑怯だと思わねえか――ハルキ」




「敵が背を晒すこの状じよう況きようで、死角からの攻こう撃げきを躊躇ためらう必要がどこにある」




　淡たん々たんと抑揚なく言う黒くろ髪かみの少年は愛刀を引き抜く。

　カイルから赤黒い血が噴ふき出したが、傷口はすぐに何事もなかったかのように閉じた。

「もっとも、貴様には大した効果は認められないようだが。ん、傷が塞がっていった。やはり奇き妙みような体だな」

「これでも、ちっとは痛いんだ、ぜッ！」

　カイルが振りむき様に剣を薙ぐ。

　火花が咲くのと同時に金属音。ハルキがカイルの剣を受けた。

「卑怯というのなら、女を後ろから斬ろうとした貴様も俺おれ以上に卑怯だろう」

　感情のない口調はいつものハルキそのもの。

　カイルは、偽らない本物のハルキが現れたことに安堵したのか口元をゆるめた。

「ようやく見えたぜ、おまえの『底』が。ハッ、やっぱりおまえ、強いな」

「……何を言っている。俺は弱い。ただ、貴様より少々強いだけだ」

「へこへこ野や郎ろうが言うじゃねえかよ」

　カイルが嘲笑を浮かべた瞬しゆん間かん、ハルキの右足が一閃。

　ドゴ、と重い音を残してカイルが吹き飛ぶ。が、風の魔法を使っているのだろう、体勢を整えてゆっくりと着地した。

　ハルキのもう片方の手には見慣れない剣が握られている。

　じっとルチアを見つめると、小さくうなずいた。

「ん。無事のようだな」

　我慢していたルチアの涙がついにこぼれた。

「無事じゃ、ないわよぅ……」







「ここは邪魔になる」

　ハルキはそう言ってルチアを担ぐ。

　手近な場所にあった木陰に寝ねかせると、やはり無理をしていたのだろう。辛そうに顔を歪めた。

「手間をかけるが、キルシー、コレの柄つかに魔力を込めてやってくれ」

　ハルキは剥き出しの長方形の剣をキルシーに渡わたす。

　形状はノコギリに近いが、切っ先がないため刺突はまず出来ないし、そもそも刃すらない、おかしな剣だった。

　キルシーは不思議そうに首をかしげたが、受け取ると柄を両手で握にぎり魔力を注ぎはじめた。

　余り物だったおあつらえむきの柄をオヤカタが見つけて持ってくると、その内側に魔力マギカ変換器ベルターを組み込み、刀身側に魔力を放出させるように仕込んだのだ。

　火ひ竜りゆうの鱗うろこは、赤黒い粒子として刀身に煌めいている。

　通常使われる表面を例の紋もん様ようが見えるまで削けずり落とし、裏り面めんは粉々に砕くだいた。

　それを鉄に混ぜ、鍛えたのだ。

　ルチアがカイルに追われていることをリサから知らされたハルキは、オヤカタを急せかしに急かした。

『ハル坊、刃をしつらえる時間はねぇ、構わないか？』

　硬こう度どがしっかりしていれば問題ないためそれを了りよう承しようすると、この不思議な剣が出来あがったのだ。

「いつまで？」

　キルシーが尋たずねると、ハルキはその手元に目をやった。

　魔力残量を示すゲージが満タンになっていた。

　これでキルシーの魔力を魔法として刀身で発現できる。

「それでいい。ルチアに治ち癒ゆを頼たのむ」

　当然、とキルシーがうなずき魔法を使いはじめると、薄目を開けたルチアが途切れ途切れに話しはじめた。

「アイツ、強い……」

「【アリス】とは、そういうものだ」

「手を出すなって……、ごめんね、また、失敗しちゃった」

「失敗なんかしてない。おまえはキルシーを守った。守り抜けるかどうかは、俺おれ次し第だいだ」

　治癒魔法のおかげで、痛みに引きつっていたルチアの表情が和らいでいった。

「私の、友達を、助けてあげて」

「無論。おまえが時間を稼いだおかげだ。……よくやった、ルチア」

　金糸のような柔やわらかい髪をくしゃっと揉もんで、「もう休め」と労った。

　かすかに微笑んだルチアは重そうだった目ま蓋ぶたを閉じた。

　立ちあがると、キルシーがハルキの手をとり万感を込めるようにきゅっと握った。

「ハルキ、気をつけて」

「……もし心配してくれているのなら、存分にすればいい」

　手を離し歩きはじめた。

「どうせ、杞き憂ゆうに終わる」

　背中でそう告げて、魔ま法ほう剣けんの柄つか頭がしらのスイッチを押した。

　音なく機器が作動し、キルシーの魔力が魔法となり発現した。

　刀身を包む茫洋とした青い光はどこか幻想的で、柔らかく、人ひと肌はだほどの温かさがある。

　彼女らしい魔法だ。

　なるべくカイルの視界に入れないよう、魔法剣を握った手を背中のほうへ回した。

　カイルがこちらへむかってきた。

「仲間を刺さしたり蹴ったりするなんて、おまえどういうつもりだよ」

　咎とがめるでもなく、むしろ、そうで良かった。そんな言い草だった。

　カイルの余よ裕ゆうぶった態度は、自信の表れ。

　敵が自分以下の相手であると、信じ切っている者が出す気配だ。

　近づくカイルに冷然と告げた。

「ただの仲間ゴッコだ。――おまえの『副作用』を探さぐり出すためのな」

　ゆるんだ表情に緊きん張ちようが走った。

　数日だが一いつ緒しよにいてわかった。腹芸は不得手で、主張は子供のようにする。

　絶対強者は、好戦的な笑えみを覗かせ剣を構えた。

「キルシーから聞いたのか。どの道、あの後あいつとしゃべった人間、全員殺して回るんだから、どっちだっていいけどな」

　もういいだろう、とハルキは懐ふところから手帳を取り出した。

「自己紹しよう介かいをちゃんとしておこう。――異界管理局の捜そう査さ官かん、仙せん波ばハルキという。貴様の身柄を拘こう束そくし、元の世界へ連れて帰る」

「……オレを捕つかまえる？　ハハハハハ、おまえそんな冗談言えるのかよ」

　口では笑っているが、獣じゆう性せいに光る双そう眸ぼうがハルキをじっと見み据すえた。

　元の世界へ連れて帰る――どうやらこれが禁句のようだ。

「仲間ゴッコでも捜査官でも何でもいいけどよ、おまえ、オレの力を見てマジでそんなこと言ってんのか？　ハッ、どうせオレには誰も敵かなわないんだよ」

　月光の落ちる原野を音もなくハルキは駆ける。

　静寂をまとい獲物へ一直線に疾走するその様は、夜陰を滑かつ空くうする梟ふくろうを思わせた。

　やりたけりゃやれよ、と鼻で笑うカイルに、静かに言った。

「誰も敵わない？　――今まではな」

　隠した魔法剣を両手で握り、構えた。

　コレは何かマズイ――そう感じたカイルの眉が動く。

　ハルキは淡あわく光る魔法剣を振り抜く。

　月光を吸いあげたかのように輝かがやく刀身が、青白い閃光に変貌。

　振りおろされたカイルの剣を夜空へ弾はじき飛ばした。

「強者が強者の戦い方をする――俺はそれを、驕おごりと呼ぶことにしている」

　斜めに振り抜いた『斬撃』がカイルを捉えた。

　ザク、とカイルの剣が地面に刺さると、悲鳴という名の手応えが耳に飛び込んできた。激痛にカイルはのたうちまわり、苦悶の表情で喘あえいだ。

「……鍵かぎになったのは、キルシーだった」

　淡々と、自らが嫌きらい苦手としている機械のようにハルキは語った。

「おまえたちは許嫁いいなずけだというのに仲が良いとは言えなかった。理由を訊けば、きっかけは風か邪ぜをひいたとき食べさせた手料理だと、キルシーは言った」

　無能を恥はじるように、ハルキはうつむいた。

「そのときに、気づくべきだった。キルシーやルチアは手料理のせいで仲がこじれたと、そう予想していた。不慣れな王女が作った料理。上手にできなかったのだろうと、俺も思った。だが、本当に問題だったのは料理の出来や味や嗜好ではなかった。キルシーは言っていた。粥かゆを食べたあと嫌いやそうな顔をして――薬湯を飲んで口元を押さえた、と」

　魔法の放出を続ける刀身を撫でながら、ハルキはカイルを見おろした。

　焦こげたようなにおい。料理長と一緒に作ったのならそれはないだろう。

　だが、料理に不慣れなキルシーにはそのとき、わからなかったのだ。

　――何が焼け焦げていたのか。

「おまえはそのまま部屋を出た。追いかけようとしたキルシーを怒鳴って制して。……原因は手料理なんかじゃない。薬湯のほうだったんだ。なぜそうまでしてキルシーを寄せつけなかったのか……知られる恐れがあったからだ、唯ゆい一いつ絶対の弱点を」

　そして、治癒魔法を使えるキルシーを遠ざけた。

　またいつ『事故』が起きるかわからないから。

　同じ理由で部隊の治癒兵も排はい除じよしたのだ。

「そのときに気づいたんだろ、そういう類たぐいのモノが駄だ目めだということは。口の中には、痕があるんじゃないのか？」

　カイルは剣を杖つえのようにして立ちあがった。

「あぁ、ご名答。オレはその日から、キルシーが嫌いになった。魔法の系統は治癒だし、もしかしたら勘かん付づいた可能性もある。だがあいつは、オレの結けつ婚こん相手でオレの野望のために利用しなくちゃいけない。許嫁ゴッコを続ける必要があった。ハ、お互たがい不幸なことだ」

　その不自然な関係を続けていてくれたおかげで、ハルキも引っかかることができたのだ。

　しかし、それ以外は巧妙に隠かくされていた。

　何せ、カイル自身が何でも自動的に回復する不思議人間。

　誰も治癒魔法を使おうともしないし、使う理由もないのだ。

　当たり前すぎる理り屈くつのせいで、ハルキの嗅覚も冴えなかった。

　隠そうとすれば、『隠す』という不自然な動きがある。それを突き詰め、解き明かせば事実が見えてくる。だが今回、キルシーを遠ざけるだけで隠せた。

　決められた相手である許嫁なのだから、好き合っていなくて当然。

　遠ざけることに対する自然さや色いろ恋こいが絡む点、それらがハルキの嗅覚を鈍らせた。

「こんな体質になっても風邪は引くしよ、薬が飲めないってのは、意外と大変なんだぜ？」

　治癒魔法や薬を忌避する。当然と言えば当然だが、その体質にはもうひとつ――




　カラクリがある。




「食事も出来る、睡すい眠みんもとれる……。まさかこの矛む盾じゆん、気づいていないのか？」

「ぶつくさとるっせえんだよ！　おまえが指し摘てきした通りだ、オレは回復系の物や魔法にのみダメージを受ける」

　やはり、とハルキは目を細めた。

「ゲームのようにＨＰヒツトポイントがあって、それを回復させるものが苦手だと思っていないか？　――だとすれば、それは大きな間違いだ」

「……何だと」

「おまえの弱点は、厳密に言えば治癒魔法や薬ではない」

「な、何のこと言ってんだ……」

「問う。……『回復する』行こう為いは、何に起因する？」

「薬や魔法に決まってんだろ!?」

「ルチアが水をかけたそうだな。あれには、栄えい養よう剤ざいが溶かされていた」

「そうか……てめえの差し金かよ」

「あの風邪かぜ薬ぐすりは駄目で、栄養剤は問題ない。さあ、この境界線はなんだと思う」

　栄養剤入りの水は、飲ませることに失敗はしたが、それを浴びたカイルは外傷を負わなかった。それにより、カイルは薬すべてが苦手という訳ではないことが判明した。

　言葉に詰まるカイルに、さらに論理を展開した。

「回復、回復とは言うが……たとえば脳や体を休める睡眠も回復だろう。滋じ養ようを得る食事だって回復になる。人間には不可欠な行為だ。しかし、この世界にいるおまえが眠らない、食事しない、なんて話はひとつとして聞かない」

　一拍あけて、続ける。

「では、どうしてキルシーの治癒魔法や風邪薬で傷を負ってしまうのか。風邪薬とはそもそも何だ？　治癒魔法とは？　その二つには共通項があった。どちらも外因性物質――ウィルスや細さい菌きんを除去しようとする性質だ」

　怜悧な眼まな差ざしが、講釈をただただ聞いているカイルにむけられる。

「超回復なんて体質は本来人間に存在しない。だから、それを外因性物質と勘かん違ちがいした治癒魔法、風邪薬が作用してしまう。当然だが、体質そのものを排除することはできない。普ふ通つう、何の効果もないはずがそれらで外傷を負った」

　そして、本人すら知らない事実を口にした。




「外傷を負う原因は、治癒魔法や薬ではなく、外因性物質に作用する現象・物質だ」




　外因性物質とは無む縁えんの治癒魔法や薬なら、カイルはなんともないはずだ。

　ハルキは、自ら傷をつけた手の甲こうに目を落とす。

　キルシーが持っていた薬、それと彼かの女じよの魔法。同じ性質だったからこそ、思いついた魔法剣だった。

「そして、こいつはおまえが『大好き』なキルシーの魔法を発現させる剣だ。わかったのなら、武装を解除して指示に従――」

　炎ほのおを巻きつける剣を掲かかげ、カイルが飛んでくる。

　金属音を立て、ハルキの魔法剣とカイルの魔法剣がぶつかった。

　眉ひとつ動かさず、無表情のままハルキは言う。

「人の話は最後まで聞くものだと、ママに教わらなかったか？」

「オレの弱点が何だっていうんだ。知ったところで、オレの力に敵わない」

「……異界管理法、第三百二条【職務執行にあたり、暴行またはそれに準ずる妨害行為があった場合、障害の除去を許可する】――以上により、武力をもって貴様を制圧する」

「やってみろよ出来んのかよぉおおおおおお!!」

　カイルが吠えると、眼前に迫せまる炎がゴウと猛った。

　火柱のように吹き出た火か炎えんをハルキはステップを踏み後方へ回避した。

「オレはこの世界最強の存在。元の世界なんかに帰ってたまるか――!!」

　片手をハルキにむけ、雷撃を放った。

「世界最強？　その程度で自うぬ惚ぼれるな」

　ハルキがかわすのを読んでいたカイルは、炎えん剣けんを横にひと薙ぎした。

　業火が闇を晴らした。

　周囲を焼け焦がす灼しやく熱ねつの絨じゆう毯たんが一帯に広がる。

　赤い情景の中に浮かんだカイルは口を曲げ、獰どう猛もうに笑う。

「世界をオレの物にする。その力がオレにはある」

「ん。野望を持つことは良い。欲求は己を高める原動力になり得る」

　太刀で火炎を吹き飛ばすと、静かに納刀した。

「だが、貴様の野望は敗れる。俺にじゃない。……世界情勢を案じ、国を憂うれい民を想う、優やさしい彼女の、優しい魔ま法ほうに貴様は敗れる」

　消し飛ばされた自分の魔法を見て、カイルは言葉を失くした。

「やりあってみたかったんだろ？　何をそんなに驚おどろいている。敵になるとわかっている相手に手の内を晒してやるほど、俺は優しくはない――」

　低姿勢のまま、燃えあがる原野をハルキは疾駆。

　ルチアの炎のほうが何倍も熱い。太刀と魔法剣を手にカイルへ迫る。

　カイルは空手では雷を、剣では炎を使いハルキを牽けん制せいし攻撃する。

　風は移動のときのみ。地属性の魔法は撹かく乱らん、進路妨害に。

　水は身を守る防ぼう御ぎよに使うのだろう。

　頬ほおをかすめた雷撃でハルキの顔から首元にいたるまで一時的に麻痺した。

　麻痺と全域が燃えているせいで息苦しい。

　だが、一いつ切さい構わない。

　ハルキは淡々と突き進み、地から突き出した岩石を踏みつけ飛んだ。

　カイルを覆うように高密度の水流防ぼう壁へきが展開される。

　この世界でも違う世界でも、用よう途とは似るものらしい。

　バシャンと叩きつけた二本の剣は、水圧に弾はじかれ水しぶきをあげるだけだった。

「なるほど、斬撃は線での攻撃。流体でしかも高密度の面の防ぼう御ぎよ壁へきは効果的。では……これで、どうだ」

　魔法剣の背の上に太刀を据え、十文字を作った。

　太刀を一気に引くと同時に水壁へと突進する。

「面には、点」

　前進の推進力を切っ先に乗せ刺突。

　わけもなく水壁を貫つらぬいた。が、ガンと硬質の手応えが腕うでから肩へと伝った。

「ハハハ、どうだ、オレの絶対防御は」

「……土魔法による二段目の防御、か」

　ガンガンガン、と何度か攻撃を繰り返すが、水の防御は突破しても土壁は破壊出来ずにいた。土壁は叩き斬ることが出来るが、そうすれば水に阻まれてしまう。

　だが――この世界の地形地層にいたるまで、すべての情報は頭に叩き込んである。

「貴様は知らないだろう。ずいぶんと昔、ここは、川が流れていたそうだ。二段防御は結構だが、属性の組み合わせはいただけない」

「ハッ、だから何だって言うんだよ！　ハハハハハハ、無む駄だ無駄、無駄ァ！」

　哄こう笑しようするカイルに、ハルキは静かに言った。

「……いや、そうでもない」

　土魔法は、岩石を召喚しているのではなく、地中の物質を隆りゆ起うきさせているもの。

　ここの地層なら、鉱物のみならず多分に粘土を含ふくんでいる。粘土は性質上、水と混ざると軟らかくなる。

「……ここだろう」

　探り当てた防壁の急所へ――粘土が多く含まれる防壁の弱所を――攻撃。

　刺突が土壁を突破。刃はザグンとカイルの肩に突き立った。

「――こんのぉおおお、クソがぁああああ！」

　防御を解除したカイルはまた炎剣を手に斬りかかってきた。

　膂りよ力りよくに押し潰されそうになりながら、二剣を交差し防いだ。

　じわじわと圧力をかけられる中、ハルキは不敵に笑った。

　攻撃一回一回が、どんどん雑になってきている。

　肩の傷はいつも通り即そく回復。攻撃に影えい響きようは与えていない。

　だが、焦あせりが手に取るようにわかる。

　理由はたったひとつ――自分を殺し得る魔法剣の存在だ。

「どうだ、一いち撃げき喰らえば死ぬかもしれないという恐怖は。本来、戦いとはそういうもの。貴様は、最初から本当の意味で戦ってなどいなかった。超回復の体で、絶後の力で敵を倒す、まるでゲームか何かのように。今まで戦場でなぎ倒した人たちは、その恐怖の中、貴様に立ち向かった。そんな彼かれらを戦ってもいない貴様が、どうして笑うことが出来る」

　言葉にならない呻きをあげたカイルは、至近距きよ離りで魔ま法ほうの乱発をはじめた。

　自分にも害を被るため普通至近距離で攻撃はしないが、カイルには超回復がある。ハルキを倒せるのなら『自爆』でも構わないのだ。

　ハルキが軽快に後方へ退避すると、釣られたカイルは魔法を撃うちながら距離をすぐに詰める。

　開き直ったのだろう。ハルキに攻撃させなければいいのだ、と。無尽蔵の魔力で、数種類の魔法を駆使して、カイルは猛攻する。

「ん。攻撃は最大の防御。ときによりその戦法は絶大な効果を発揮する。嫌いじゃない。だが、勇気によるそれなのか、怯きよう懦だによるのかで、結果は大きく変わる」

「ごちゃごちゃ、うるせぇんだよ！　おまえさえ殺せば、この世界はオレのものに――」

　剣も魔法も粗い。

「この程度では当たってやれない」

「ハ、じゃあ、これでどうだ――、まだ誰にも見せてない全種全力のオレだけが使える最強の魔法――ッ!!」

　花火のように色とりどりの魔法を撃っていたカイルの攻撃がやむ。

　掲げた両手には、禍々しい魔力がどんどん注がれているのがわかった。

　白みがかった漆しつ黒こくの球体は、どんどん膨張していく。

　不穏な塊はひと抱かかえほどになり、ついには見あげるほど大きくなった。

「……」

　風に舞う燃えカスが球体にぶつかっては消えていく。

　空から差す月光も、貫通することなく吸い込まれていく。

　闇すら取り込んでいき――深夜のはずが、月の出る日中へと風景が変化した。

　増長を続けるそれは、存在消滅の魔法。

　あれを放てば地を抉る程度では済まない。

　この世界ごと貫通し、他世界に影響を及ぼすだろう。

　凄絶な笑みを浮うかべたカイルに、ハルキは静かに言った。

「その消滅魔法じゃ、『自爆』は出来ないだろう」

　回復する体がなくなってしまうのだから、出来ないだろう。

　今度はハルキが迫る番だった。

　巨大な広範囲消滅魔法。自分より離はなれた位置に撃たなくてはならないはず。

　ただ、ハルキ唯一の誤算は、カイルのこの世界への異常な執着心だった。

「元の世界に戻もどるくらいなら――オレは消えたって構わない」

　しかし、今さら説得もないだろう。

　誰もが、はいそうですか、と言うことを聞く【アリス】なら、捜査官は要いらないのだ。

【アリス】とは、元をただせば事故で異世界へやってきてしまった被害者。

　武力制圧してもいいが、保護する対象でもある。

　ハルキは本気の疾駆を見せる。
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　カイルが消滅魔法を放つ。

　回避の選せん択たく肢しが浮かんだ瞬間、打ち消した。事態収拾の可能性が、まだわずかにある。

　ハルキは急停止し魔法剣を地に刺す。

　不吉な音を立て迫る消滅魔法と対峙し、愛刀の柄に手をかけ目をつむる。

　かすかに乱れる呼吸を整えようと、一度ゆっくり息を吐く。

　明鏡止水、静寂の境地に浸かる。

　そっと腰こしを落としゆっくりまぶたを開ける。

　視界には黒白の巨きよ大だいな魔法が映った。

　何をしている、斬るつもりか、出来るわけがない、壊れたようにカイルは笑い続けた。

　間合いに入った刹那の出来事。

　ハルキは鯉口を切る。

　白はく刃じんが黒くろ鞘さやの中を走り、金属のこすれる涼すずしげな音を奏でた。

　洗練された剣閃は瞬く星のそれ。

　無銘の業物が白夜を両断する。

　斬撃は消失することなくカイルの魔法を切り裂いた。

　直後、黒い閃光が視界を差す。

　ハルキが目を細めると轟音が耳になだれ込んできた。

　聴覚がどうかしたのかと勘違いするほどの静寂があたりを満たす。

　白かった風景は、いつの間にか元の夜に戻っていた。

　カイルは唖然と口を半開きにしている。

「……気づけたのは僥ぎよう倖こうだった。燃えカスは一度ぶつかって、そして消えた。魔法に一定時間接していなければ、物体は消失しない」

　言葉にするなら一定時間だが、それは刹那に等しい。

「一定時間……？　ざけんな……ッ！　一いつ瞬しゆんなんだぜ……!?」

　何を言っているのか、と誇ほこるわけでもなくハルキは言った。

「半瞬で十分事足りる」

　まばたき一度にも満たないわずかな時間でやり果たせる自信と力。

　洞察、解明、導き出した解に迷わず全霊を懸けられる胆力。

　それらすべてが、捜そう査さ官かん仙波ハルキの本領と言えた。

　唇くちびるを噛かんだあと、カイルは、静かに剣を構えた。

　魔法も使わない奇も衒てらわない、真しん摯しな構え。

　出会ってからはじめて見せる、挑むような強い眼光だった。

　……事ここにきて言葉は無用。

　全力で応じないのは無礼だろう。外傷を負わせるだけの魔法剣は無粋。

　本気の剣撃を見舞うのなら、使い慣れない魔法剣ではなく太刀のほうが適している。

　ハルキも無言で愛刀を握り、その覚悟に応こたえるため全力を引き出せる構えをとった。

　風が吹き抜ぬける。

　静寂が落ちると、どちらともなく駆け出し間合いに入った。

　カイルが無私の強剣を振りおろす。

　ハルキも不可視の一閃を撃つ。

　互いに最高の一撃を放つと、二人の立ち位置は入れ換わっていた。

　カラン、と仰ぎよう々ぎようしいカイルの剣が空虚な音をたて、転がった。

「やっぱり強ぇな……ハルキ」

　ドサッとカイルが仰向けに倒れた。致命傷だろう刀傷は例のごとく即回復。

　しかし表情はどこか晴れ晴れとしていた。

　もう戦意はないものとして考えていいだろう。

「オレを連れていけば、アステリア王国は柱を失うことになる。他国から攻められ滅ぼされるかもしれない。キルシーだって、無事じゃいられなくなる。オレさえいれば、戦争だってすぐに終わるんだぜ？」

「俺には関係のないこと。……戦争は文明の母。捜査官が介入するのはご法度だ。わざわざ止めるようなことはしない。戦争をしたいなら勝手にすればいい」

　ヒョンと足下の空を切り、血振りをして太刀を納め、歩み寄った。

　大人しく背に回してくれた腕に、ハルキは特とく殊しゆな拘束具をつける。

「【アリス】確保」

　手間取りながらリサに連れん絡らくすると、局員をこちらへ寄こし連行するという。

「オレは、これからどうなるんだ」

「異界管理局で身柄を預かり、調査のあと、元の世界へ送り返される。もちろん、今の力は無くなる」

　原則破りだけならば、この世界での記き憶おくを消され送還されることが多い。

　カイルは言動からして、それなりの文明世界の出身だろう。

　各世界の行方不明者と照合すればすぐに割り出せるはずだ。

　青白い光がぽつぽつと現れ大きくなると、そこからすぐに見慣れた局員が二人出てきた。ハルキは形式上の手続きと口頭で引き継ぎをしていく。

　局員二人がカイルの腕を掴つかむと、開いた転移口へゆっくり歩いていった。

　真ん中の少年に、ぽつりとハルキは言った。

「おまえ自身が主人公であることを忘れなければ、どんな現実せかいだろうと、おまえが主人公だ」

　ハルキの迂遠な言葉を励ましととったカイルは、首だけ振りむき疲れたように笑った。

　最初に抱だいた快活な印象からしても、やはりそう悪い少年ではない。

『異界書記』の力に惑わされ、溺れてしまい、暴走してしまったのだろう。

　その点を十分に留意して報告書を提出する必要がありそうだ。

　ふぅ、とひと息ついて白みはじめた空を見あげた。

　終幕に相応ふさわしい雲ひとつない藍色の夜空。

　今日は、良い天気になるだろう。

「ハルキ」

　痛みを押おして歩くルチアとそれを支えるキルシーが、ゆっくりとこちらへやってきた。

「カイルは」

　確かめるようにキルシーが言うと、ハルキはうなずいた。

「身柄を拘束し異界管理局へ連行した。この世界へやってくることは二度とないだろう」

　安あん堵どに、キルシーは穏やかに目を閉じた。

「でも、カイルがいないんじゃ、戦争に負けちゃうんじゃないの？」

「俺たち外側の人間が心配することじゃない。この世界の人間にすべて任せるべきで、関与してはならない」

「何よそれ、キルシーが大変な目に遭ってもいいってこと？」

　不服そうにルチアが唇を尖とがらせると、諌いさめるようにキルシーが首を振った。

「わたくしたちの国で、わたくしたちの世界。なんとかする。ハルキ、お礼をしたい。宮きゆう殿でんでおもてなしを……」

　宮殿の単語にルチアが目を見開いた。

「きゅ、宮殿はダメ！　私たち、ずいぶんと長居しちゃったし、お邪魔だったから宿をとってそこで休むわ。そう、町もちゃんと見てなかったし、ちょうど良い機会だし、そう。うんうん」

「ルチア、構わない」

「私が構うの」

　宮殿に穴開けたの私ってバレたら……、ぼそぼそ何か言って、ハルキをちらりと見ると目を伏ふせた。

「とにかく、お泊まりはなしの方向で」

　王都へむかって三人は歩きだした。

　本調子でないルチアがどうしても足手まといなので、ハルキは仕方なくおぶってやることにした。

「別に私、歩けるんだから」

「こちらのほうが早い」

　馬でここまで逃げてきたそうだが、その馬は怯おびえてどこかへ走り去ってしまったそうだ。

　静かになったな、と後ろを見ると、目が合ったルチアは真っ赤な顔で「仕方なくおんぶされてるだけなのでっ」と言い訳した。

　それを見ていたキルシーが急を伝える。

「ハルキ、たいへん」

「どうした」

「足を挫いた」

「……今、普通に歩いているように見えるが」

「痛い。我慢している」

「そうは見えないが」

「元々、顔に出にくいタチ」

「ん。了解した。ルチア降りろ、負傷者がでた」

「バレバレの嘘じゃない！」

「おまえは歩ける。自分でそう言った」

「……ハルキのバカ」

　拗ねたように言って、きゅっとルチアはハルキにしがみつく。

　どうにかして話をそらしたかったルチアはポケットから生き地じをとりだした。

「あ、ハルキ、頬が切れてる。仕方ないわね」

　何が仕方ないのかさっぱりわからないが、言われた通り触さわると血の筋がついた。

　戦せん闘とう中、飛んできた小石がかすめたのだろう。放っておけばすぐに治る。

　しかし、他人の物に自分の血がつくというのはハンカチであっても少々気が咎める。

「洗って返す」

　と、奪った。肌はだ触さわりが良いそれには可愛らしいリボンがあしらってあった。

「別にそんなの気にしなくていいのに。気に入ったんなら、あげ……る――っっっっ!?」

　ルチアが気づいたときにはもう遅おそかった。

　ハルキがぴらーんと広げた三角形の生地は、以前ルチアが騒いでポケットに押し込んだパ――

「っっっっきゃあああああああ――!!　ヘンタイセクハラ！　バカバカバカ」

　しゅん、と背後から伸のびた手をかわすハルキ。

「上司の顔を下着で拭こうとするとは……ヘンタイもセクハラもおまえのほうだろう」

「ルチア、さいてい」

　キルシーもいつになく感情の籠らない顔で、ルチアに侮蔑の視線を浴びせた。

「そんな目で見ないでっ」

「しかもこれを俺おれにあげる、だと？　部屋の壁に貼りつければいいのか？」

「なに飾ろうとしてんのよっ、ヘンタイ！」

「ルチア、わかったのならわたくしと代わって欲ほしい」

「なにが足挫いたよ、やっぱりそれ目的じゃない！」

　ばっとルチアは下着を奪うばい返すと、キルシーに言い放った。

「ハルキにおんぶしてもらうのは、部下の私だけの特権なのでっ！」

「ハルキ、そうなの？」

「いや。初めて聞いた」

「ルチア、嘘はよくない」

「空気読みなさいよっ」

　ぽかぽかとハルキを叩たたくルチアを見て、キルシーは笑みをのぞかせた。

　彼女を送り届けるため、結局ハルキたちは宮殿へ戻ってきた。

　ジラル魔ま法ほう騎き士し長重傷という報しらせもあり、いつになく騒さわがしい。

　しかし、その一番大きな原因は『攻こう撃げきを受けた』と言われる大穴。

　それをハルキが見過ごすワケもなく、すぐに犯人を割り出した。

「これ――おまえだろ」

「っ!?」

　歴史的価値のある建造物への破壊工作に取られかねない、とハルキはルチアに厳しく注意しておいた。

　正式な客室へキルシーが先を歩く。物問いたそうにルチアはこちらに目をやってきた。いつ帰き還かんするのか訊ききたいのだろう。

　客室に着くと、ハルキはキルシーにすぐに異界管理局へ戻ることを伝えた。

　やっぱり、とルチアは肩かたを落とした。

「……もう？」

　寂しげに訊くキルシーの手をルチアがとった。

「うん……でも、また遊びにくるから！　今度は町を案内してね」

　嘘はもっと表情を隠せるようになってからだなと、目に涙なみだをいっぱいためるルチアを見てハルキは思った。

『異界書記』が元に戻れば、管理課がそれを使い歪ゆがんだ世界の調整をはじめる。

　歪みの原因――カイルに関する記憶は次し第だいに薄れていき、やがて消える。

　それに関わった他世界の人間――ハルキたちのことも。

「わたくしは、二人に、もっとそばにいてほしい。ハルキは頼りになる。ルチアも大切な友達」

　ハルキはゆるく首を振った。

「俺たちは捜査官だ。ひとつの世界にとどまることはできない。君が異世界人で困っていたように、違ちがう世界でも同様の事件が起きている。次に困っている人を救わなければならない」

　そう、とキルシーはうつむいた。

　何度繰くり返しても、この時だけは慣れない。とどまって欲しいと、ハルキ自身どれだけ言われてきたことか。だから、別れを告げる前に帰還することも多い。

　ルチアとキルシーが握あく手しゆしていると、リサの手配した転移口が開いた。

「ハルキ」

　握手だろうかと手を伸ばすと、キルシーが胸へと飛び込み、可憐な笑え顔がおをする。

「カイルのこと、ありがとう」

「礼には及ばない。そういう任務だ。……これから国は動乱期に入るだろう。君の活かつ躍やくを期待している。また、どこかで会おう」

　本当と嘘は混ぜるのが基本だ。

　二度頭を撫でてハルキが離れると、大切そうに右手を掴んだキルシーは、瞳ひとみに涙を浮かべ、笑みを作った。

「待っている……ずっと。ずっと」

　ハルキとルチアはキルシーとむかいあって踵かかとを揃そろえた。

　いつも言いたがるルチアは涙を堪こらえるので精一杯らしいので、今日はハルキが言った。

「異界管理局捜そう査さ課一科、主級捜査官仙波ハルキ。現時刻を以て、異界管理ナンバーＡＺ18の任務を完かん了りようとする。……協力、感謝する」

　控ひかえ目に手を振るキルシーに、ルチアは「じゃあね」と応えて、ハルキは小さくうなずき返した。

　そして、名残惜しさを振り払はらうように転移口に飛びこんだ。
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　ぶうぅうん、とこっそり音を立てる空調。

　がらんとした異界管理局、捜査課一科のデスクが並ぶ手て狭ぜまな一室で、ハルキは手帳のメモを見直しながら報告書をまとめていた。

　他の捜査官は任務中のため、今はルチアと二人きりだった。

　その相棒は隣となりで「あー」とか「うー」とか唸りながらキーを打ち込み、報告書を作成している。

「どうして天才の私がこんなことしなくちゃいけないのかしら」

　キーで入力するという行為が未だに理解できないハルキは、滲にじんだインクに舌打ちしてから言った。

「おまえが天才だからだ」

「ほ、ほんと？」

「ん。天才にしか課せられない試練だ」

「私、がんばるっ」

　その意気だ、とハルキはうなずく。その理屈なら、捜査課は全員が漏れなく天才だ。

「ハル、お昼の時間ですよー」

　リサが大箱の弁当をひとつ提げてやってくると、すぐにルチアが噛みついた。

「何しに来たのよ、仕事どうしたのよ、仕事」

「一段落したんです。ルチアさんが宮殿に大穴をあけちゃうから、管理課の人たち困ってました」

「うぐ……っ。ごめんなさい……っ」

　悔しそうな顔で言うルチア。

　リサは一番謝罪したくない相手なのだろう。

　もちろんリサもそれをわかって責めているのだから、なかなかイイ性格をしている。

　ルチアとハルキの間に割って入ったリサは、三段重ねの豪ごう華かな弁当を広げはじめた。

　一番下にはおにぎり。中段は各世界で人気のおかずがひしめき、最上段はフルーツがぎっしり詰つまっている。

　ルチアがそっと手を伸ばそうとしたところを、リサがぱちんと叩いた。

「痛。ちょっとくらいいいじゃない」

「ルチアさんのために作ったんじゃないんです」

「リサ、悪いが後でいいか。もう少しでまとまりそうだ」

「今食べましょう、せっかく広げたんですし」

「しかし、今いいところで」

「――今、食べましょう？」

「……。ん、そういう気分になってきた。そうしよう」

「私も、食べたいんですけど」

　仕方ないですね、とリサが折れ三人で弁当を食べることになった。

「報告書はどうですか？　聴ちよう取しゆは特に問題なく進んでいるようです。ハルたちの任務ミツシヨン記録レコーダーを見た限り異管法に触ふれてはいなさそうですし」

「そうか」

　任務記録は、任務中の映像を端末デバイスに蓄積する。

　捜査官の主観による報告と客観的資料としての任務記録で、余罪の有無を洗うのだ。

　ハルキも原則以外で異管法に抵てい触しよくしているとは思っていない。

　報告書にもそう書いているところだった。

「それと、彼の出身世界が特定できました。やはり、以前に捜そう索さく依い頼らいが公的機関に出されていたようです」

「そんなことがわかるの？」

「管理世界ですし、わたしたちのほうが技術力は上ですから」

　リサが渡わたしてくれた数枚の調書にハルキは簡単に目を通す。

　出身世界のことも書かれている。

「……元の世界に戻ったら、楽しくやれるだろうか。カイルは」

　リサがにこにこしながら小さな串に刺さした唐揚げをハルキにあーんする。

　ルチアも負けじとあーんする。

「ハルが、そこまで心配する必要ないです」

「……かもしれないが」

「優しいですね、ハルは」

　カイルの出身世界は、ハルキのいた世界と酷似している別世界だった。

　文明レベルも出身国や言語も。

　カイルという名は本名ではなかった。

　何かのキャラクターのものなのか、それとも自分でつけたものなのだろう。

　身なりすら変えてしまったようで、リサの調書にあるカイルは黒くろ髪かみ黒目の日本人だった。しかし、ハルキの出身世界とは別の「日本」だろう。

　同じ日本であるはずがない――ハルキの日本はもう既すでに存在しないのだから。

　もしかすると、出会う形が違えば、友人になれたかもしれない。

　考えても詮無いこと。ハルキは軽く頭を振った。

「カイルは釈放ってことになったら、記憶を消されるのよね？」

「ん。そうだ」

「行方不明だった人は見つかったけど、本人にその間の記憶はないってことになっちゃうわよね？」

「それは管理課が調整する。空白の期間も行方不明の事実もなくなる」

　二人のあーん、を無視していたせいか、無理やり口に押し込まれた。

　さらに、兎の形をしたリンゴをルチアが食べさせようとすると、

「ちょっと。まだハルが他の物を食べたそうにしています。リンゴじゃありません」

「今見てたからっ！　リンゴ見てたから、物もの欲ほしそうに！」

　ぎゃーぎゃー、とかしましい会話の応酬にハルキは力を抜いて笑った。

　ひとつ、リサに頼たのみごとをしておいた。

　リサは不思議そうにしていたが了りよう承しようしてくれた。

　ハルキとルチアの報告書の提出後しばらくして、カイルは釈放ということになり、出身世界へ送還されていった。







「――いってぇえ……」

　今オレ気絶してた？　と、少年はどれくらい気絶したのかと壁掛け時計で時間を確かく認にんすると三分も経たっていなかった。

　足を滑すべらせ階段から転げ落ちたが、幸いどこかが痛むということはなかった。

　平日の昼過ぎ。

　今日は十五時からゲーム内イベントがあったなと思い出し、また階段をのぼった。

　そのとき、ピリ、と小さな電流のようなものが頭の中を刺し激げきした。

　こめかみを押さえて立ちすくむ。

　階段から落ちたあと、本当に気絶していたのだろうか。

　見慣れた自宅が、どこか久しぶりに感じるのは、気のせいだろうか。

　携帯で日付を確認しても、日時は記憶の通り。

「なんかの勘かん違ちがいだろ」

　適当に笑って、階段をあがってすぐの自室に戻った。

　カーテンは閉められ、蛍光灯の人工的な冷たい明かりが部屋を寂しく照らしている。

　今日はかなり良い天気らしく、カーテンを貫く陽光は強い。

　雑然としたベッドの脇わきにはブレザーがハンガーにかけられていた。

　勉強机に載せられたＰＣを起動させてしばらくすると、メールを一通受信した。

　宛名不明。

　件名：カイルへ

　ゲーム内で使っている自分がつけたキャラクターの名前だ。

　ゲームを介してのメッセージではなく直接のメール。そこで知り合った誰だれかがメールを送ってきたのだろうか。だが、誰かにメールアドレスを教えた覚えはない。

　不思議な引力をそのメールから感じ、開いた。

　真っ白な本文に、ただ一文が書かれている。

【今を、楽しめているか】

　素っ気ない一言が、何な故ぜか胸に刺さった。

　寝ている間の夢なのか、気絶している間の夢だったか、そこで、何かを諭された。

　だが、あれはどうせ夢。

　慣れた手つきでゲームにログインしいつものように【カイル】を操作するが、どこか上の空だった。

　剣を振るい、魔法を放って【カイル】はどんどん敵を薙ぎ倒たおしていく。

　メールの主は、どうして本名ではなく【カイル】と呼んだのだろう。

　ゲーム内の知人でないなら、どうしてその名前を知っているのだろう。

　メールの文章が、心をざわつかせる。

　操作するキャラクターではあるが、紛まぎれもなく【カイル】は画面のむこうにいる自分。あんな風に力があれば面おも白しろおかしく暮らせるのに。そう思ったことは一度や二度ではない。【カイル】は、自己投とう影えいし作りあげた別の自分でもある。

　――今を、楽しめているか。

　刺さった言葉が抜けない。

　ジンジンと響ひびき続ける。

　唇を噛みしめた。

　頭を振った。

　楽しめてなんていない。そんなこと、わかっていた。

　どうしたらいいのかも、ずっと前からわかっていた。

　ただ、勇気が出なかっただけだった。

　立ちあがり、振りかえってカーテンに手をかけた。

　勢いよく開くと、鮮やかな日差しが飛びこんできた。

　時計を見ると、十四時を少し過ぎていた。最後の授業には間に合うかもしれない。いや、間に合わなくたっていい。

　ぱちん、と両りよう頬ほおを叩いた。

　主人公になりたかった。きらきら輝かがやくそんな存在に。

　しかし、主人公は憧れるものでも目指すものでもないと思う。

　最初から、自分自身が唯ゆい一いつ無む二にの主人公なのだから。

　不ふ遜そんで不敵な笑えみ――自分がしないような表情を――自然と浮かべ、口にしていた。

「オレが【主人公カイル】だ」

　久しぶりに制服を着ると、制服は想像していた以上に軽かった。

　部屋を出て階段をおりる。

　どうして今までこんなに難しく考えていたのかがわからない。

　しまってあるスニーカーを引っ張り出し、つま先にひっかけた。

　夢の中では、もっと大それたことをしようとしていたような気がする。

　それに比べれば、普通でいるなんてずいぶん簡単なことだ。

　玄関の扉とびらを開けた。

　何てことのない日常の音。触れる外気の柔らかさ。世界は眩しかった。







あとがき







　学校の通信簿や成績表で、各教科の評価点数があるかと思うのですが、僕の通っていた小学校は評価点の最高が３で最低が１という通信簿でした。

　成績優秀スポーツ万能な子だとオール３というのはざらにあることで、誰も彼も得意や不得意があって当然のことで、そんな客観的評価の通信簿を終業式の学校帰りなんかに友人と見せ合いっこするわけです。




　○○君は３がいくつで１がいくつだの、と競ったり競わなかったり。勝てばそれなりに優越感に浸ったり。いや、そんな腹黒い小学生だったかどうかはさておき。




　仲の良い数人の友人と僕を含めた全員の通信簿をみんなで回し読みしていく中、僕の通信簿だけ、簡単に目を通した友人たちは誰も何のコメントもせず次の人に渡していきます。

　何だかんだ言われると構えていた僕からすれば拍子抜けもいいところでした。




　それもそのはず。

　僕の各教科評価は、まさかのオール２。

　得手もゼロ不得手もゼロ。特徴・個性もゼロ。

　そりゃ、みんなリアクションにもコメントにも困るわけです。




『こいつ２多過ぎじゃね？　ちょっと調整してやろう』とか、担任の先生はそんなこと思わなかったのかな、と今になって少しそんなことを思います。

　通信簿オール２事件が象徴するように、『平凡』のエリートである僕の人生は、ふわっとした山と、覗けばすぐに底が知れる谷をゆるく繰り返していきました。




　一昔前のラノベ主人公たちが口にした「普通が一番」な状態だったわけなんですが、当たり前に考えてそんなわけないんですよね。

　中高生の頃は、普通じゃなくて、やっぱり特別になりたかったんです。




（もしかして出来るんじゃ……？）とか思って、割とガチで授業中チャクラを練ったりもしますし、水を満タンに入れたグラスに葉っぱを浮かべて手をかざしてみたりもします。

　…………ええ、もちろん何も起きません。

　とまあイタイ過去ではありますが、とにかく、何者かになりたくて必死だったんです。




　けれども、そう上手いこと何かになれるほど現実は甘くなく、『平凡』の殻は厚くヒビすら入らない。それくらいにはエリートでした。まったくもって嬉しくないことに。




　まあそれも仕方ないか、と何者かになりたくて必死だった気持ちも風化していってほとんど諦めた頃、些細なきっかけで小説を書くようになりました。




　結果的に、こうして書いた文章を皆様に読んでいただくような者に成れましたが、僕にとって小説を書くという行為は、殻を破るために手にした武器か何かだったんじゃないかと思っています。




　殻を破った先ではその武器を持って戦わねばならない、というオチがつくのですが、その個性とも言い換えられるオリジナルなモノは、異世界転生しないともらえないというわけじゃないので、諦めずじっくり探してあげてみてもいいと思うんです。

　自分でも驚くようなものを発見することもあると思います。

　ただ、見つけようとしない限りは見つからないものでもあります。




　ようやく見つけた安全ピンみたいな僕のこの武器で、英雄、勇者、天才が跋扈するこの戦場を生きていかなければならないので、やっぱり現実は甘くなく悲しいほどにビターです。




　最後にはなりましたが、謝辞を。

　スタイリッシュでいてクールでいて可愛いキャラデザインと素晴らしいイラストを描いてくださったフルーツパンチ様。様々な面で志木をサポートしてくださっている担当編集様。本書の製作と販売に携わったすべての皆様。

　簡単になってしまい恐縮ではありますが、お礼を申し上げたく思います。

　ありがとうございました。




　そして。

　本書を手にとってくださった読者様、本当にありがとうございました。


志木謙介
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